
三
井
物
産
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
件
と
シ
ア
ト
ル
店
の
用
船
利
益鈴
木
邦
夫

は
じ
め
に

Ⅰ
シ
ア
ト
ル
店
の
用
船
と
巨
額
の
利
益
獲
得

Ⅱ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
件
で
の
巨
額
損
失
と
そ
の
補

�

Ⅲ
シ
ア
ト
ル
店
の
蹉
跌

お
わ
り
に

は
じ
め
に

第
一
次
大
戦
期
に
三
井
物
産
の
取
引
は
急
速
に
拡
大
し
た
。
取
扱
高
（
社
外
販
売
決
済
高
）
は
、
一
九
一
五
年
四
億
円
か
ら
一
九
一
六
年

七
億
円
、
一
九
一
七
年
一
一
億
円
、
一
九
一
八
年
一
六
億
円
、
一
九
一
九
年
二
一
億
円
へ
と
五
倍
に
急
増
し
た
（
１
）。

三
井
物
産
だ
け
で
な
く
、
鈴
木
商
店
、
日
本
綿
花
、
伊

�忠
兵
衛
商
店
、
湯
浅
商
店
、
増
田
増
蔵
商
店
、
高
田
商
会
、
大
倉
組
な
ど
大
戦

開
始
前
か
ら
活
動
し
て
い
た
商
社
も
取
引
を
急
拡
大
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
古
河
鉱
業
か
ら
一
九
一
七
年
一
一
月
に
古
河

商
事
が
、
三
菱
合
資
会
社
か
ら
一
九
一
八
年
四
月
に
三
菱
商
事
が
、
久
原
鉱
業
か
ら
一
九
一
八
年
八
月
に
久
原
商
事
が
分
離
独
立
し
て
、
商
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社
と
し
て
活
動
を
は
じ
め
た
（
２
）。

日
本
商
社
の
な
か
で
三
井
物
産
は
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
か
。
ま
ず
鈴
木
商
店
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
九
一
七
年
に
鈴
木
商
店
の

取
扱
高
が
三
井
物
産
を
凌
駕
し
た
と
い
う
桂
芳
男
の
説
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
桂
芳
男
『
総
合
商
社
の
源
流

鈴
木
商
店
』
（
日
本
経
済

新
聞
社
、
一
九
七
七
年
）
は
七
五
ペ
ー
ジ
で
、
鈴
木
商
店
の
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
「
貿
易
年
商
」
一
五
億
四
〇
〇
〇
万
円
（
出
所
は

『
朝
日
経
済
年
史
』
一
九
二
八
年
版
）
と
、
三
井
物
産
の
同
年
の
年
商
一
〇
億
九
五
〇
四
万
円
（
出
所
は
栂
井
義
雄
『
三
井
物
産
の
経
営
史

的
研
究
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
四
年
）
を
比
較
し
て
、
一
九
一
七
年
に
は
鈴
木
商
店
の
年
商
が
三
井
物
産
の
年
商
を
凌
い
だ
と
結
論

づ
け
た
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
三
井
物
産
を
四
億
円
以
上
も
上
回
る
圧
倒
的
な
地
位
に
鈴
木
商
店
が
立
っ
た
こ
と
に
な
る
。
出
所
の
『
朝
日

経
済
年
史
』
一
九
二
八
年
版
（
一
九
二
八
年
二
月
刊
）
は
、
鈴
木
商
店
が
破
綻
（
一
九
二
七
年
）
し
た
後
、
ま
も
な
く
発
行
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
該
当
部
分
は
、
「
大
正
六
年
に
お
け
る
同
店
の
商
取
引
高
を
聞
く
に
、
内
地
外
国
間
貿
易
一
二
億
、
外
国
間
の
貿
易
、
所
謂
出
商
業

高
三
億
四
千
万
円
の
巨
額
に
達
し
た
由
で
あ
る
。」（
二
一
八
ペ
ー
ジ
）
と
な
っ
て
い
る
。
桂
は
こ
の
ふ
た
つ
の
数
値
を
合
算
し
て
「
貿
易
年

商
」
と
し
た
。
他
方
で
、
桂
は
一
三
一
ペ
ー
ジ
で
福
沢
桃
介
『
財
閥
人
物
我
観
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
三
〇
年
）
を
引
用
し
て
お
り
、

引
用
文
の
な
か
に
「
大
正
八
九
年
の
全
盛
時
代
に
は
一
六
億
円
に
上
つ
た
」
と
い
う
部
分
が
あ
る
。
も
し
、
こ
の
数
値
と
上
記
『
三
井
物
産

の
経
営
史
的
研
究
』
記
載
の
大
正
八
、
九
年
の
数
値
を
比
較
し
て
、
こ
ち
ら
の
方
を
重
視
す
れ
ば
結
論
は
異
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

事
実
は
ど
う
か
。
大
正
六
年
を
基
準
と
す
る
と
、
物
価
が
急
騰
す
る
た
め
、
そ
の
後
、
鈴
木
商
店
の
取
扱
高
は
急
増
し
た
は
ず
で
あ
る
。

『
朝
日
経
済
年
史
』
で
は
数
値
に
詳
し
い
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
数
値
自
体
は
信
用
で
き
る
と
す
る
と
、
鈴
木
商
店
の
関
係
者
が
わ
ざ

わ
ざ
ピ
ー
ク
で
は
な
い
大
正
六
年
の
数
値
を
記
者
に
話
し
た
の
で
は
な
く
、
最
大
時
（
ピ
ー
ク
時
）
の
取
扱
高
を
説
明
し
た
と
考
え
た
方
が

よ
く
、
そ
う
す
れ
ば
福
沢
の
話
と
も
符
合
す
る
。
で
は
大
正
六
年
の
取
扱
高
は
ど
の
く
ら
い
で
あ
っ
た
の
か
。
三
菱
合
資
会
社
の
依
頼
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
帝
国
興
信
所
神
戸
支
所
「
合
名
会
社
鈴
木
商
店
調
査
書
」
一
九
一
七
年
上
半
期
決
算
（
一
九
一
七
年
一
二
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月
調
査
報
告
、
東
京
大
学
経
済
学
部
図
書
室
所
蔵
、
三
菱
合
資
会
社
査
業
課
図
書
室
旧
蔵
）
が
、
一
九
一
七
年
度
（
会
計
期
間
は
一
月

�一

二
月
）
の
取
扱
高
を
六
億
円
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
れ
と
三
井
物
産
一
九
一
七
年
度
（
会
計
期
間
は
前
年
一
一
月

�当
年
一
〇
月
）
取
扱
高

一
〇
億
九
五
〇
四
万
円
を
比
較
す
る
と
、
桂
説
と
は
逆
に
約
五
億
円
も
三
井
物
産
が
上
回
る
。
つ
い
で
鈴
木
商
店
の
一
五
億
四
〇
〇
〇
万
円

を
も
っ
と
後
の
ピ
ー
ク
時
の
数
値
と
み
て
、
三
井
物
産
の
ピ
ー
ク
時
（
一
九
一
九
年
度
）
二
一
億
三
〇
二
七
万
円
と
比
較
す
る
と
、
三
井
物

産
の
方
が
約
六
億
円
も
上
回
っ
て
い
る
。
一
九
二
〇
年
に
は
戦
後
恐
慌
が
発
生
し
て
商
品
価
格
が
暴
落
す
る
の
で
鈴
木
商
店
の
ピ
ー
ク
も
一

九
一
九
年
（
大
正
八
）
と
思
わ
れ
る
（
３
）。
以
上
か
ら
一
九
一
〇
年
代
に
お
い
て
、
第
一
に
、
鈴
木
商
店
は
取
扱
高
を
急
増
さ
せ
た
こ
と
、
第
二

に
三
井
物
産
も
急
増
さ
せ
た
た
め
に
依
然
と
し
て
日
本
商
社
で
第
一
位
の
取
扱
高
を
維
持
し
、
急
追
す
る
鈴
木
商
店
の
取
扱
高
を
大
幅
に
上

回
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
井
物
産
の
取
引
の
な
か
で
、
特
に
増
加
が
著
し
い
の
は
外
国
間
売
買
で
あ
っ
た
。
外
国
間
売
買
比
率
は
一
九
一
〇
～
一
九
一
四
年
度
平

均
一
四
％
か
ら
一
九
一
五
～
一
九
一
九
年
度
平
均
三
〇
％
に
増
加
し
て
い
る
（
４
）。
外
国
間
売
買
で
の
主
要
な
商
品
は
中
国
産
の
農
産
物
お
よ
び

農
産
加
工
品
（
大
豆
油
、
落
花
生
油
な
ど
）、
イ
ン
ド
産
の
麻
布
・
麻
袋
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
価
格
変
動
の
激
し
い
商
品
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
巨
額
の
利
益
を
生
む
可
能
性
も
あ
れ
ば
、
巨
額
の
損
失
を
被
る
危
険
も
あ
っ
た
。
以
下
で
検
討
す
る
米
国
の
店
で
も
、
価
格
変
動

の
激
し
い
中
国
産
品
・
イ
ン
ド
産
品
を
大
量
に
買
い
付
け
て
い
る
。

第
一
次
大
戦
中
に
三
井
物
産
は
価
格
変
動
の
激
し
い
商
品
を
取
り
扱
う
際
に
、
価
格
変
動
リ
ス
ク
を
管
理
す
る
た
め
売
越
限
度
・
買
越
限

度
を
設
定
し
て
、
各
部
・
各
店
に
限
度
を
守
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
見
込
商
売
を
進
め
た
。
三
井
物
産
以
外
の
上
記
の
よ
う
な
商
社
も
積
極

的
に
見
込
商
売
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
取
扱
高
を
増
加
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
一
九
一
八
年
一
一
月
の
第
一
次
大
戦
終
結

後
（
と
く
に
一
九
二
〇
年
恐
慌
後
）
に
見
込
商
売
で
失
敗
し
て
、
商
社
が
破
綻
し
た
り
、
あ
る
い
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
り
し
た
。
古
河

商
事
は
大
豆
粕
取
引
の
失
敗
に
よ
り
破
綻
し
、
伊

�忠
兵
衛
商
店
・
日
本
綿
花
は
綿
糸
・
綿
布
取
引
の
失
敗
で
巨
額
の
損
失
を
被
り
、
湯
浅
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貿
易
・
増
田
貿
易
も
苦
境
に
陥
っ
た
（
５
）。
こ
の
う
ち
古
河
商
事
大
連
支
店
で
の
大
豆
粕
取
引
の
失
敗
（
大
連
事
件
の
内
実
）
に
つ
い
て
は
武
田

晴
人
の
研
究
が
あ
る
（
６
）。

つ
ぎ
に
三
井
物
産
の
純
益
金
の
動
き
を
み
る
と
、
第
一
次
大
戦
中
に
一
九
一
四
年
度
三
九
六
万
円
か
ら
、
一
九
一
五
年
度
七
〇
五
万
円
、

一
九
一
六
年
度
一
九
一
八
万
円
、
一
九
一
七
年
度
三
二
一
九
万
円
、
一
九
一
八
年
度
三
六
四
六
万
円
へ
と
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。
第
一
次

大
戦
終
結
後
の
一
九
一
九
年
度
に
は
大
幅
に
減
少
す
る
も
の
の
、
一
九
一
六
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
一
九
八
六
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
つ
い
で

一
九
二
〇
年
度
一
六
四
〇
万
円
、
一
九
二
一
年
度
六
七
二
万
円
に
落
ち
込
み
、
そ
の
後
は
回
復
す
る
（
７
）。
多
く
の
商
社
が
破
綻
あ
る
い
は
業
績

不
振
に
陥
る
な
か
で
、
純
益
金
の
推
移
だ
け
を
み
る
と
、
三
井
物
産
は
た
く
み
に
第
一
次
大
戦
後
終
結
後
の
商
品
価
格
の
下
落
や
一
九
二
〇

年
恐
慌
を
乗
り
切
っ
た
か
の
よ
う
に
み
え
る
。

し
か
し
、
三
井
物
産
の
店
・
部
・
支
部
の
な
か
に
は
、
見
込
商
売
に
失
敗
し
て
巨
額
の
損
失
を
生
ん
だ
も
の
が
い
く
つ
も
あ
る
。
た
と
え

ば
高
村
直
助
は
、
棉
花
部
ダ
ラ
ス
支
部
が
一
九
一
九
年
度
に
綿
花
の
買
越
で
失
敗
し
、
六
七
六
万
円
も
の
純
損
金
を
発
生
さ
せ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
（
８
）。
一
九
一
九
年
度
三
井
物
産
全
体
の
純
益
金
と
比
較
す
る
と
、
ダ
ラ
ス
支
部
の
純
損
金
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
が
わ

か
る
（
９
）。
ま
た
、
大
島
久
幸
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
に
お
け
る
大
豆
油
の
売
越
失
敗
に
よ
る
巨
額
の
損
失
事
件
（「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
件
」）
を
、

上
記
の
武
田
晴
人
論
文
で
引
用
さ
れ
た
古
河
商
事
の
記
録
や
、
シ
ア
ト
ル
出
張
員
だ
っ
た
石
田
礼
助
の
回
想
な
ど
に
よ
り
記
述
し
て
い
る
（

�）。

そ
の
な
か
で
大
島
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
が
二
〇
〇
〇
万
円
近
い
損
失
を
出
し
た
と
い
う
石
田
の
回
想
を
記
し
て
い
る
。
も
し
そ
れ
が
事

実
で
あ
れ
ば
、
一
九
一
九
年
度
三
井
物
産
純
益
金
を
も
上
回
る
よ
う
な
巨
額
で
あ
る
。
ま
た
、
上
山
和
雄
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
で
一
九
一

七
年
度
に
二
五
一
万
ド
ル
の
純
損
金
を
計
上
し
、
一
九
一
八
年
度
も
一
九
一
九
年
度
も
大
幅
な
損
失
と
な
っ
た
こ
と
、
と
く
に
一
九
一
七
年

度
に
つ
い
て
は
「
豆
油
と
石
油
・
ゴ
ム
・
金
物
の
外
国
間
貿
易
の
損
失
が
目
立
っ
て
い
る
」
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
上
山
は
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
所
轄
の
シ
ア
ト
ル
出
張
員
（
以
下
、
シ
ア
ト
ル
店
と
表
記
）
で
も
一
九
一
九
年
上
期
に
三
四
〇
万
ド
ル
も
の
純
損
金
を
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計
上
し
（
な
か
で
も
穀
肥
部
勘
定
で
巨
額
の
損
失
）、
下
期
で
も
巨
額
の
損
失
を
被
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（

�）。

こ
の
他
、
い
ま
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
事
実
（
純
損
金
五
〇
万
円
以
上
）
を
あ
げ
る
と
、
一
九
一
九
年
度
で
は
上
期
に
ロ
ン
ド
ン
支
店

マ
ル
セ
ー
ユ
派
出
員
（
固
有
勘
定
）
で
一
一
七
万
円
、
穀
肥
部
ロ
ン
ド
ン
支
部
の
一
部
で
あ
る
マ
ル
セ
ー
ユ
部
分
で
四
七
〇
万
円
、
上
海
支

店
（
固
有
勘
定
）
七
七
万
円
、
漢
口
支
店
（
固
有
勘
定
）
五
一
万
円
、
下
期
に
穀
肥
部
香
港
支
部
で
二
〇
〇
万
円
も
の
巨
額
の
純
損
金
を
計

上
し
て
い
る
。
一
九
二
〇
年
度
は
不
明
で
あ
る
。
一
九
二
一
年
度
で
は
上
期
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
（
固
有
勘
定
）
で
一
六
二
万
円
、
穀
肥

部
（
全
体
）
で
一
二
五
万
円
、
木
材
部
（
全
体
）
で
一
〇
七
万
円
、
カ
ル
カ
ッ
タ
支
店
（
固
有
勘
定
）
で
八
五
万
円
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

支
店
（
固
有
勘
定
）
で
五
三
万
円
、
ボ
ン
ベ
イ
支
店
（
固
有
勘
定
）
で
五
二
万
円
、
下
期
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
（
固
有
勘
定
）
で
四
九
二

万
円
、
木
材
部
（
全
体
）
で
一
六
七
万
円
、
カ
ル
カ
ッ
タ
支
店
（
固
有
勘
定
）
で
一
二
八
万
円
、
台
北
支
店
（
固
有
勘
定
）
で
五
四
万
円
の

純
損
金
を
計
上
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
二
二
年
度
で
も
上
期
に
カ
ル
カ
ッ
タ
支
店
で
五
二
九
万
円
、
木
材
部
（
全
体
）
で
一
八
九
万
円
、

下
期
に
穀
肥
部
大
連
支
部
で
六
三
万
円
の
純
損
金
を
計
上
し
た
（

�）。

こ
の
よ
う
に
一
九
一
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
二
〇
年
代
初
め
頃
に
三
井
物
産
で
は
見
込
商
売
に
失
敗
し
て
巨
額
の
損
失
を
被
っ
た
商
品
や

店
・
部
・
支
部
（
以
下
、
店
舗
と
表
記
）
が
現
れ
た
。
し
か
し
、
三
井
物
産
は
、
す
で
に
総
合
商
社
化
し
、
有
力
な
複
数
の
商
品
（
石
炭
、

生
糸
、
綿
花
、
金
物
、
機
械
、
穀
肥
、
砂
糖
、
木
材
）
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、
し
か
も
世
界
的
に
多
数
の
店
舗
を
展
開
し
て
い
た
た
め
、
一

部
の
店
舗
・
商
品
で
巨
額
の
損
失
を
発
生
さ
せ
て
も
、
他
の
店
舗
・
商
品
の
利
益
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に

加
え
て
、
本
店
本
部
レ
ベ
ル
で
は
、
利
益
の
一
部
を
積
立
金
と
し
て
留
保
し
（

�）、
そ
れ
に
よ
っ
て
店
舗
の
損
失
を
補

�す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
。
店
舗
の
レ
ベ
ル
で
は
、
一
九
一
四
年
六
月
に
リ
ザ
ー
ブ
（
積
立
金
）
を
各
店
舗
が
保
有
す
る
こ
と
が
三
井
物
産
内
部
に
制
度
と
し
て

公
式
化
さ
れ
（

�）、
多
額
の
利
益
が
発
生
し
た
と
き
に
利
益
の
一
部
を
留
保
し
て
、
損
失
が
発
生
し
た
決
算
期
に
こ
れ
を
表
面
に
出
し
て
損
失
を

補

�す
る
と
い
う
緩
衝
装
置
が
備
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
が
働
い
た
た
め
、
結
果
と
し
て
経
営
的
な
危
機
に
陥
ら
な
か
っ
た
の
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で
あ
る
。

さ
て
本
稿
の
以
下
の
分
析
に
関
係
す
る
研
究
史
を
み
る
と
、
す
で
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
件
と
シ
ア
ト
ル
店
で
の
見
込
商
売
の
失
敗
に
つ
い

て
は
大
島
久
幸
が
分
析
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（

�）。
た
だ
し
、
大
島
が
利
用
し
て
い
る
石
田
礼
助
の
回
想
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
件
と
シ
ア
ト

ル
店
で
の
見
込
商
売
の
失
敗
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
発
生
し
た
か
の
よ
う
に
誤
認
さ
せ
る
よ
う
な
部
分
が
あ
る
。
大
島
は
そ
の
よ
う
に
誤
認
し
た

う
え
で
、
穀
肥
部
は
両
店
を
統
轄
す
る
位
置
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支
店
統
轄
機
能
が
弱
く
、
そ
の
た
め
大
豆
油
を
め
ぐ
る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
支
店
と
シ
ア
ト
ル
店
と
の

�藤
に
関
与
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
穀
肥
部
の
支
店
統
轄
機
能
の
弱
さ
ゆ
え
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
件
が
発

生
し
た
と
い
う
誤
っ
た
結
論
を
導
き
出
し
た
。
し
か
し
、
あ
ら
か
じ
め
指
摘
し
て
お
け
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
件
は
、
一
九
一
七
年
一
二
月

に
穀
肥
部
が
大
豆
油
を
穀
肥
部
取
扱
商
品
に
指
定
す
る
よ
り
も
前
に
発
覚
し
た
も
の
で
あ
り
、
シ
ア
ト
ル
店
の
失
敗
の
ほ
う
は
、
こ
の
指
定

か
ら
か
な
り
経
っ
た
一
九
一
九
年
上
期
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
者
の
出
来
事
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
起
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
事
件
は
、
穀
肥
部
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の
大
豆
油
取
引
を
統
轄
す
る
位
置
に
は
な
か
っ
た
時
期
に
発
覚
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

大
島
論
文
で
は
、
石
田
の
回
想
を
裏
付
け
る
利
益
・
損
失
関
係
の
資
料
（
数
値
）
は
未
発
掘
で
あ
っ
た
。

利
用
で
き
る
石
田
礼
助
の
回
想
は
三
種
類
あ
る
（
以
下
、
刊
行
順
に
第
一
回
想
か
ら
第
三
回
想
と
表
記
（

�））
。
い
ず
れ
も
第
二
次
大
戦
後
に

記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
石
田
は
シ
ア
ト
ル
出
張
員
首
席
時
代
の
出
来
事
を
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
る
。
し
か
し
、
な

か
に
は
数
字
が
違
っ
て
い
た
り
、
事
実
の
前
後
関
係
の
記
憶
が
間
違
っ
て
い
た
り
、
読
み
手
が
誤
解
す
る
部
分
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
行
論
と

の
関
係
で
、
異
な
っ
て
い
る
重
要
な
数
値
を
あ
げ
る
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
大
豆
油
取
引
で
の
損
失
を
「
一
挙
に
三
千
万
以
上
」
（
第
一

回
想
。
単
位
は
円
）
と
し
た
も
の
と
「
二
千
万
円
近
く
」
（
第
二
回
想
）
と
し
た
も
の
が
あ
り
、
ま
た
、
棉
花
部
長
児
玉
一
造
に
泣
き
つ
か

れ
て
、
長
期
運
送
契
約
を
解
約
し
た
た
め
発
生
し
た
シ
ア
ト
ル
店
全
体
の
損
失
を
「
三
、
四
百
万
円
」（
第
一
回
想
）
と
し
た
も
の
と
「
五
、

六
百
万
円
」
（
第
二
回
想
）
と
し
た
も
の
が
あ
る
。
な
お
、
シ
ア
ト
ル
店
が
用
船
事
業
で
あ
げ
た
利
益
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
一
千
万
円
と
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し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
第
三
回
想
で
は
、
「
船
で

�け
た
一
千
万
円
の
大
部
分
は
人
の
た
め
と
は
い
え
、
吐
き
出
し
て
し
ま
っ
た
（

�）」
と
し
て

い
る
。

以
上
の
研
究
史
・
回
想
な
ど
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
米
国
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
三
井
物
産
会
社
史
料
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第

一
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
で
の
見
込
商
売
失
敗
に
よ
る
巨
額
の
損
失
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
件
）
が
い
つ
発
覚
し
た
の
か
、
事
件
は
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
発
生
し
た
の
か
、
損
失
の
総
額
は
ど
の
く
ら
い
か
、
第
二
に
、
シ
ア
ト
ル
出
張
員
が
用
船
事
業
で
あ
げ
た
利
益
は
ど
の
く
ら
い

で
あ
っ
た
の
か
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の
失
策
を
ど
の
よ
う
に
シ
ア
ト
ル
出
張
員
（
以
下
、
し
ば
し
ば
シ
ア
ト
ル
店
と
表
記
）
は
カ
バ
ー
し

た
の
か
、
第
三
に
、
そ
の
後
に
シ
ア
ト
ル
店
は
ど
の
よ
う
に
し
て
見
込
商
売
で
失
敗
し
た
の
か
、
失
敗
に
よ
り
発
生
し
た
損
失
は
ど
の
く
ら

い
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
に
設
定
す
る
。

（

1）
三
井
文
庫
編
・
松
元
宏
執
筆
『
三
井
事
業
史
』
本

�、
第
三
巻
（
上
）（
三
井
文
庫
、
一
九
八
〇
年
）
三
三
二
ペ
ー
ジ
。

（

2）
鈴
木
邦
夫
編
著
『
満
州
企
業
史
研
究
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
）
五
二
七
ペ
ー
ジ
。

（

3）
谷
孫
六
（
第
一
次
大
戦
頃
に
東
京
毎
夕
新
聞
社
の
記
者
）
も
、『
財
界
興
亡
実
話
』（
平
凡
社
、
一
九
三
〇
年
）
四
七
九
ペ
ー
ジ
で
「
大
正
八

年
の
全
盛
を
極
め
た
絶
頂
時
代
に
は
、
三
井
物
産
を
さ
へ
凌
駕
せ
ん
と
す
る
の
素
晴
ら
し
さ
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
谷
は
、
「
三

井
物
産
の
事
業
に
対
抗
し
て
、
そ
れ
を
凌
駕
せ
ん
と
ま
で
し
た
鈴
木
商
店
が
、
そ
の
翌
年
の
大
正
九
年
に
は
好
況
を
続
け
て
来
た
財
界
に
、
恐

ろ
し
い
大
反
響
が
来
襲
し
た
渦
中
に

�き
込
ま
れ
て
、
事
業
が
多
か
つ
た
だ
け
に
、
そ
の
打
撃
は
一
通
り
や
二
通
り
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。」

（
四
八
一
ペ
ー
ジ
）
と
記
し
て
い
る
。『
朝
日
経
済
年
史
』
の
表
記
「
大
正
六
年
」
の
「
六
」
は
「
八
」
の
誤
植
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
浅
田
長
平
は
、
か
つ
て
鈴
木
商
店
の
子
会
社
神
戸
製
鋼
所
に
技
術
者
と
し
て
入
社
し
、
一
九
一
八
年
一
一
月
に
鈴
木
商
店
ロ
ン
ド
ン
支

店
に
高
畑
支
店
長
を
訪
ね
て
い
る
。
浅
田
は
、
「
三
井
物
産
の
一
五
億
円
に
つ
い
で
、
鈴
木
商
店
が
年
額
一
三
億
円
に
達
す
る
巨
額
を
手
が
け

て
い
た
。
三
菱
商
事
は
五
億
円
に
も
足
ら
な
か
っ
た
と
思
う
」
と
記
憶
し
て
お
り
、
鈴
木
商
店
は
三
井
物
産
に
継
ぐ
位
置
に
あ
っ
た
と
捉
え
て
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い
る
。
浅
田
長
平
（
神
戸
製
鋼
所
会
長
）「
天
下
三
分
の
計
」（
藤
本
光
城
『
松
方
・
金
子
物
語
』
一
九
六
〇
年
、
兵
庫
新
聞
社
）
三
二
七
ペ
ー

ジ
。

（

4）
鈴
木
邦
夫
「
戦
時
統
制
経
済
下
の
三
井
物
産
」
Ⅰ
（
『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
一
七
号
、
一
九
八
三
年
）
一
四
八
ペ
ー
ジ
。
一
九
一
五

�一
九

一
九
年
度
平
均
で
み
る
と
、
輸
出
二
六
％
、
輸
入
二
二
％
、
内
国
売
買
二
三
％
、
外
国
売
買
三
〇
％
で
あ
り
、
外
国
売
買
の
比
率
が
も
っ
と
も

高
い
。

（

5）
前
掲
、
鈴
木
邦
夫
編
著
『
満
州
企
業
史
研
究
』
五
三
四

�五
三
五
ペ
ー
ジ
。

（

6）
武
田
晴
人
「
古
河
商
事
と
『
大
連
事
件
』」
（『
社
会
科
学
研
究
』
第
三
二
巻
、
第
二
号
、
一
九
八
〇
年
八
月
）。

（

7）
前
掲
、
三
井
文
庫
編
・
松
元
宏
執
筆
『
三
井
事
業
史
』
本

�、
第
三
巻
（
上
）
一
一
三
、
三
八
七
ペ
ー
ジ
。

（

8）
高
村
直
助
「
第
一
次
大
戦
前
後
に
お
け
る
米
綿
取
引
の
諸
問
題

�三
井
物
産
・
東
洋
棉
花
の
場
合

�」
（
上
山
和
雄
・
吉
川
容
編
著
『
戦
前

期
北
米
の
日
本
商
社

�在
来
接
収
史
料
に
よ
る
研
究

�』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
三
年
）
四
五

�四
六
ペ
ー
ジ
。

（

9）
な
か
で
も
一
九
一
九
年
下
期
で
は
、
ダ
ラ
ス
支
部
の
純
損
金
が
五
三
七
万
円
に
も
の
ぼ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
三
井
物
産
の
本
店
本
部
は
棉
花

部
に
三
〇
〇
万
円
を
「
積
立
金
ヨ
リ
編
入
」
し
て
、
棉
花
部
全
体
の
決
算
を
黒
字
に
す
る
操
作
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
三
井
物
産
「
部
別
損
益

一
覧
表
」
一
九
一
八
年
下
期
～
一
九
一
九
年
下
期
（
米
国
国
立
公
文
書
館
所
蔵
史
料

R
G

131
E
n
try

#
74

C
o
n
ta
in
er#

8
）
。
以
下
で
は
、

E
n
try
番
号
と

C
o
n
ta
in
er
番
号
の
み
表
記
す
る
。

（

10）
大
島
久
幸
「
第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
三
井
物
産

�見
込
商
売
の
展
開
と
商
務
組
織

�」（『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
三
八
号
、
二
〇
〇
四
年
）

一
六
八
ペ
ー
ジ
な
ど
。

（

11）
上
山
和
雄
『
北
米
に
お
け
る
総
合
商
社
の
活
動

�一
八
九
六
～
一
九
四
一
年
の
三
井
物
産

�』
（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
五
年
）
九
二

�九
四
ペ
ー
ジ
。
た
だ
し
、
石
油
で
損
失
が
発
生
し
た
と
い
う
部
分
は
、
後
述
の
よ
う
に
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
、
上
山
が
掲
出
し
た
一
九
一
七

年
度
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の
数
値
は
、
後
述
の
よ
う
に
三
井
物
産
内
部
で
行
う
方
法
に
よ
る
決
算
の
数
値
で
は
な
く
、
米
国
の
税
法
に
則
っ
た

計
算
方
法
に
よ
る
特
殊
な
数
値
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
一
九
年
度
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の
業
績
は
、
後
掲
第

16表
の
よ
う
に
赤
字
で
は
な
く
、

黒
字
で
あ
る
。
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（

12）
前
掲
、
三
井
物
産
「
部
別
損
益
一
覧
表
」
一
九
一
八
年
下
期
～
一
九
一
九
年
下
期
、
三
井
物
産
「
店
別
取
扱
高
間
接
経
費
損
益
表
」
一
九
一

八
年
下
期
～
一
九
一
九
年
下
期
（

E
n
try

#
7
4

C
o
n
ta
in
er#

8
）
、
三
井
物
産
「
元
帳

Ｃ
」
一
九
二
一
年
上
期
、
同
下
期
、
一
九
二
一
年
上

期
、
同
下
期
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
物
産
一
一
三
九
、
物
産
一
一
四
二
、
物
産
一
一
四
五
、
物
産
一
一
六
九
）。

（

13）
株
主
総
会
議
決
に
よ
る
積
立
金
繰
入
額
は
一
九
一
五
年
度
分
五
〇
一
万
円
、
一
九
一
六
年
度
分
一
三
二
四
万
円
、
一
九
一
七
年
度
分
一
六
六

二
万
円
、
一
九
一
八
年
度
分
二
八
六
八
万
円
、
一
九
一
九
年
度
分
九
二
五
万
円
で
あ
る
（
前
掲
、
三
井
文
庫
編
・
松
元
宏
執
筆
『
三
井
事
業
史
』

本

�、
第
三
巻
〔
上
〕
三
八
七
ペ
ー
ジ
）
。
た
だ
し
実
際
に
は
、
一
九
一
〇
年
代
～
一
九
二
〇
年
代
に
こ
の
正
式
の
積
立
金
が
損
失
補

�の
た

め
に
取
り
崩
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
と
は
別
に
本
店
本
部
で
は
、
公
表
貸
借
対
照
表
に
は
明
示
さ
れ
な
い
リ
ザ
ー
ブ
（
積
立
金
）
を
密
か
に
積
み
立
て
、
こ
れ
を
損
失
補

�

の
た
め
に
取
り
崩
し
た
。
積
立
て
の
事
例
を
あ
げ
る
と
、
一
九
一
八
年
下
期
決
算
で
「
時
局
損
失
準
備
金
」
と
し
て
四
五
〇
万
円
の
リ
ザ
ー
ブ

を
捻
出
し
て
い
る
（
「
物
産
会
社
資
料
雑
綴
（
其
一
）
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

物
産
三
二
〇
）
。
取
崩
し
の
事
例
と
し
て
は
、
注
（

9）
で
記

し
た
一
九
一
九
年
下
期
の
三
〇
〇
万
円
の
取
り
崩
し
、
一
九
二
一
年
上
期
末
に
お
け
る
支
払
未
済
勘
定
で
の
「
損
失
引
当
金
」
一
〇
〇
万
円
の

取
崩
し
と
一
九
二
二
年
下
期
末
に
お
け
る
支
払
未
済
勘
定
で
の
「
貸
金
回
収
不
能
引
当
金
」
五
〇
万
円
、
「
滞
貸
金
損
失
引
当
金
」
一
五
〇
万

円
の
取
崩
し
を
確
認
で
き
る
（
三
井
物
産
「
元
帳
Ｂ
」
一
九
二
一
年
上
期
、
同
一
九
二
二
年
下
期
、
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
物
産
一
一
三
八
、

物
産
一
一
六
八
）。

（

14）
一
九
一
四
年
に
リ
ザ
ー
ブ
が
公
式
化
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
大
島
久
幸
「
両
大
戦
間
期
日
豪
貿
易
商
社
の
金
融
力
」（『
三
井
文
庫
論

叢
』
第
四
七
号
、
二
〇
一
三
年
）
二
一
一

�二
一
八
ペ
ー
ジ
。
た
だ
し
、
何
を
も
っ
て
公
式
化
し
た
の
か
ま
で
は
記
し
て
い
な
い
。
公
式
化
は
、

一
九
一
四
年
六
月
一
六
日
制
定
の
「
会
計
規
則
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
（
三
井
物
産
「
現
行
達
令
類
集
」
一
九
一
四
年
、
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

物
産
九
〇

�五
）
。
「
会
計
規
則
」
で
の
リ
ザ
ー
ブ
の
表
記
は
「
損
失
補
充
資
金
」
で
あ
る
。

（

15）
前
掲
、
大
島
久
幸
「
第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
三
井
物
産

�見
込
商
売
の
展
開
と
商
務
組
織

�」
一
六
四

�一
七
〇
ペ
ー
ジ
。

（

16）
刊
行
順
に
あ
げ
る
と
、
石
田
礼
助
『
い
い
た
い
ほ
う
だ
い
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
六
九
年
、
日
本
経
営
史
研
究
所
編
『
回
顧
録
』
（
三

井
物
産
、
一
九
七
六
年
）
に
所
収
の
「
石
田
礼
助
」（
三
井
物
産
に
よ
る
石
田
礼
助
か
ら
の
聞
き
取
り
）、
交
研
社
編
『
石
田
礼
助
天
国
へ
の
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パ
ス
ポ
ー
ト
』
（
交
研
社
、
一
九
七
八
年
）
に
所
収
の
石
田
礼
助
「
三
井
物
産
時
代
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
、
本
文
で
は
第
一
回
想
、
第
二
回

想
、
第
三
回
想
と
表
記
す
る
。

石
田
礼
助
は
、
一
九
一
六
年
四
月
八
日
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
出
張
員
首
席
に
任
命
さ
れ
、
六
月
一
日
、
同
首
席
を
解
任
さ
れ
た
。
同
日
、
シ
ア
ト

ル
出
張
員
首
席
に
任
命
さ
れ
、
一
九
一
九
年
三
月
二
六
日
同
首
席
を
解
任
さ
れ
た
。

（

17）
前
掲
、
石
田
礼
助
「
三
井
物
産
時
代
」
一
一
〇
ペ
ー
ジ
。

Ⅰ
シ
ア
ト
ル
店
の
用
船
と
巨
額
の
利
益
獲
得

一
貨

物
運

賃
の

推
移

と
用

船
の

概
況

第
一
次
大
戦
中
に
シ
ア
ト
ル

�日
本
間
の
船
舶
の
貨
物
運
賃
は
、
石
田
が
シ
ア
ト
ル
に
赴
任
し
た
初
め
の
う
ち
は
重
量
ト
ン
一
ト
ン
当
た

り
一
四
～
一
五
ド
ル
で
あ
り
、
そ
の
後
、
高
い
時
に
は
五
五
ド
ル
く
ら
い
に
ま
で
上
昇
し
た
と
い
う
。
大
戦
末
期
か
ら
終
戦
後
の
運
賃
の
推

移
と
シ
ア
ト
ル
店
の
用
船
方
針
に
つ
い
て
、
石
田
礼
助
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
１
）。

大
正
七
年
に
な
る
と
、
わ
れ
わ
れ
に
も
戦
争
の
結
末
は
見
え
て
き
た
。
戦
い
が
終
れ
ば
、
運
賃
は
必
ず
暴
落
す
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
か
ら
は
船
を

チ
ャ
ー
タ
ー
す
る
に
し
て
も
、
一
年
と
い
う
よ
う
な
期
間
は
避
け
る
こ
と
に
し
、
エ
キ
ス
ト
ラ
を
払
っ
て
六
ヵ
月
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
と
り
、
さ
ら
に

傭
船
の
数
も
減
ら
す
と
い
う
調
子
で
、
消
極
方
針
に
切
り
替
え
た
。

果
た
し
て
、
欧
州
戦
局
は
終
結
の
き
ざ
し
が
み
え
、
九
月
の
半
ば
に
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
が
降
伏
し
て
ド
イ
ツ
の
一
角
が
崩
れ
た
。
こ
う
な
っ
て
は
、

ド
イ
ツ
が
手
を
上
げ
る
の
も
時
間
の
問
題
な
の
で
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
先
の
方
ま
で
ま
た
が
っ
て
契
約
し
て
い
た
傭
船
に
対
す
る
荷
物
を
決
め
る
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こ
と
を
急
い
だ
。
運
賃
の
方
は
、
ぜ
い
た
く
な
こ
と
は
い
っ
て
お

れ
な
い
の
で
、
先
物
で
あ
れ
ば
船
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
い
か
ん
に
か
か

わ
ら
ず
、
少
々
安
く
て
も
ど
ん
ど
ん
契
約
し
て
、
と
に
か
く
荷
物

の
獲
得
を
は
か
っ
た
。
自
分
の
船
で
積
め
な
い
物
は
、
そ
れ
を
船

舶
部
へ
売
る
と
か
、
他
の
船
会
社
へ
売
る
と
か
す
れ
ば
よ
い
の
で

あ
る
か
ら
、
オ
ー
バ
ー
・
ブ
ッ
キ
ン
グ
を
す
る
く
ら
い
に
し
て
思

い
切
っ
た
荷
物
の
誘
致
を
や
っ
た
も
の
だ
。

私
の
予
想
は
見
事
的
中
し
た
。
一
一
月
の
初
め
に
終
戦
と
な
り
、

運
賃
は
シ
ア
ト
ル

�日
本
間
一
ト
ン
四
〇
ド
ル
以
上
も
し
た
も
の

が
、
一
週
間
の
う
ち
に
一
〇
ド
ル
に
暴
落
し
た
。

石
田
の
回
想
の
要
点
は
、
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
に
シ
ア
ト
ル

店
が
用
船
数
の
削
減
や
用
船
期
間
の
短
縮
化
な
ど
消
極
方
針
に
転
じ

た
こ
と
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
休
戦
（
九
月
三
〇
日
）
後
は
ド
イ
ツ
の
敗
北

が
見
え
て
き
た
の
で
、
貨
物
運
賃
を
安
く
し
て
貨
物
の
先
物
契
約
を

つ
ぎ
つ
ぎ
に
締
結
し
て
船
腹
が
埋
ま
る
よ
う
に
努
め
た
こ
と
、
予
測

が
的
中
し
て
ド
イ
ツ
敗
北
（
一
一
月
一
一
日
）
後
に
運
賃
が
暴
落
し

た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
ま
ず
海
上
運
賃
に
関
す
る
石
田
の
回
想
の
妥
当
性
を
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第1図 北米航路臨時船の普通運賃1トン当たり運賃標準 （単位：ドル）

出所） 野村商店調査部編『株式年鑑』（1922年）統計81�84ページ。

注） 北米航路の「命令船」「自由船」「臨時船」のうち、「臨時船」の数値を掲出した。



検
証
し
よ
う
。
日
本

�北
米
間
の
航
路
の
貨
物
運
賃
（
臨
時
船
）
の
推
移
を
第

1図
と
第

1表
で
み
る
。
こ
の
運
賃
は
不
定
期
船
の
ス
ポ
ッ

ト
運
賃
と
思
わ
れ
る
。
一
九
一
六
年
後
半
か
ら
一
九
一
八
年
一
二
月
ま
で
の
往
路
（
日
本

↓北
米
）
と
復
路
（
北
米

↓日
本
）
で
は
、
運
賃

は
往
路
（「
往
航
」
）
の
方
が
高
く
、
復
路
（「
帰
航
」）
は
、
か
な
り
安
い
。
石
田
の
回
想
は
復
路
で
は
な
く
、
往
路
の
運
賃
の
推
移
を
説
明

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
日
本
や
大
連
か
ら
シ
ア
ト
ル
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
な
ど
北
米
へ
向
か
う
荷
物
の
量
に
比
べ
、
逆
方
向
の
荷
物
量

が
か
な
り
少
な
い
た
め
、
後
述
す
る
よ
う
に
シ
ア
ト
ル
店
は
往
路
で
利
益
を
あ
げ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
た
め
か
石
田
は
往
路

の
運
賃
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
で
あ
る
。

石
田
が
シ
ア
ト
ル
出
張
員
首
席
に
任
命
さ
れ
た
一
九
一
六
年
六
月
以
降
、
一
〇
月
に
か
け
て
北
米
航
路
の
往
路
運
賃
は
一
〇
ド
ル

↓一
二

ド
ル
五
〇

↓二
〇
ド
ル

↓二
五
ド
ル

↓三
〇
ド
ル
へ
と
三
倍
に
上
昇
し
た
。
つ
ま
り
石
田
が
出
張
員
首
席
に
任
命
さ
れ
た
直
後
に
往
路
運
賃
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第1表 北米航路臨時船の普通運賃1トン

当たり運賃標準 （単位：ドル）

年月 往路 復路 年月 往路 復路

1914.1 6.00 5.00 1917.1 30.00 15.00

2 6.00 5.00 2 30.00 15.00

3 6.00 5.00 3 30.00 15.00

4 6.00 5.00 4 30.00 15.00

5 6.00 5.00 5 40.00 15.00

6 6.00 5.00 6 40.00 18.00

7 6.00 5.00 7 40.00 18.00

8 6.00 5.00 8 43.00 18.00

9 7.00 5.00 9 45.00 18.00

10 7.00 7.00 10 45.00 18.00

11 7.00 7.00 11 45.00 18.00

12 7.00 7.00 12 45.00 18.00

1915.1 7.00 7.00 1918.1 40.00 20.00

2 7.00 7.00 2 40.00 20.00

3 7.00 7.00 3 40.00 20.00

4 7.00 8.00 4 45.00 20.00

5 7.00 8.00 5 45.00 30.00

6 7.00 8.00 6 50.00 30.00

7 8.00 9.00 7 50.00 30.00

8 7.00 9.00 8 42.00 30.00

9 8.00 10.00 9 42.00 30.00

10 8.00 10.00 10 40.00 30.00

11 10.00 11 40.00 30.00

12 10.00 12 40.00 40.00

1916.1 10.00 1919.1 40.00

2 10.00 2 15.00 40.00

3 13.00 3 9.00 40.00

4 9.00 13.00 4 40.00

5 10.00 13.00 5 40.00

6 10.00 13.00 6 9.00 40.00

7 12.50 13.00 7 15.00 40.00

8 20.00 13.00 8 40.00

9 25.00 13.00 9 40.00

10 30.00 15.00 10 14.00 40.00

11 30.00 15.00 11 10.00 40.00

12 30.00 15.00 12 10.00 40.00

出所） 野村商店調査部編『株式年鑑』（1922年）統計81

�84ページ。

注） 北米航路の「命令船」「自由船」「臨時船」のうち、

「臨時船」の数値を掲出した。



が
急
上
昇
し
、
石
田
が
着
目
し
た
用
船
が
巨
額
の
利
益
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。

シ
ア
ト
ル
店
の
用
船
数
は
一
九
一
六
年
度
二
〇
隻
か
ら
、
一
九
一
七
年
度
（
一
九
一
六
年
一
一
月

�一
九
一
七
年
一
〇
月
）
一
八
隻
に
や

や
減
少
し
て
い
る
（
第

2表
）
。
用
船
数
だ
け
か
ら
み
る
と
用
船
事
業
を
や
や
縮
小
し
た
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
実
際
の
運
賃
を
み
る
と
、

往
路
運
賃
は
一
九
一
七
年
五
月
に
四
〇
円
、
八
月
に
四
三
円
、
九
月
に
四
五
円
に
上
昇
し
、
一
二
月
ま
で
四
五
円
と
い
う
高
水
準
で
推
移
し
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第2表 シアトル店の用船

1916年度 1917年度 1918年度 1919年度

金剛山丸 金剛山丸 金剛山丸 金剛山丸

吾妻山丸 吾妻山丸 天拝山丸 天拝山丸

南海丸 南海丸 南海丸 愛宕山丸

東海丸 綾葉丸 綾葉丸 綾葉丸

愛宕山丸 北海丸 北海丸 北海丸

天拝山丸 天拝山丸 染殿丸 甲南丸

三池山丸 東海丸 太陽丸 太陽丸

明海丸 西海丸 西海丸 剣山丸

梅丸 第五雲海丸 白鹿丸 白鹿丸

神武丸 第二雲海丸 第三吉田丸 明光丸

太陽丸 愛宕山丸 明光丸 明宇丸

浅間丸 神護丸 永福丸 永福丸

愛国丸 万田山丸 神護丸 明宙丸

夕張丸 太陽丸 福丸 福丸

黒姫丸 NIELSNIELSEN 万田山丸 宝永山丸

海宝丸 STOLTNEILSEN 金華山丸 金華山丸

興安丸 DIOTO ��山丸 ��山丸

多聞丸 GOLDEN GATE 天城山丸 吾妻山丸

広速丸 NielsNielsen 喜関丸

広通丸 福徳丸

20隻 18隻 19隻 20隻

出所） ・SEATTLEACCOUNTPARTICULARSOFCHARTERINGA/CFOR

FIRST HALF 1916・,・SEATTLE ACCOUNT PARTICULARS OF

CHARTERING ACCOUNT FOR LAST HALF 1916・（Entry#63

Container#5）, ・STATEMENT OF FREIGHT INCOME AND

EXPENSES BY SHIPS SHOWING INCOME FROM SOURCES

WITHOUT ANDSOURCESWITHIN THE U.S.FOR THE YEAR

1917・（PROTEST AND MEMORANDUM submittedbyMITSUI&

CO.,LTD.,May19th,1924,Entry#101Container#397）,・Transporta-

tionAccount-Summary・（「検査官報告書」、Entry#101Container#396）、

・TransportationAccountsBoatscharteredbyKobe＆ recharteredto

Seattle・,・MitsuiBoatsCharteredbySeattlefrom Kobe・（「検査官報

告書」,Entry#101Container#396）、三井物産シアトル出張員「考課状」

1919年上期、同下期（Entry#74Container#14）。

注）1. 1919年度の船舶名は、1919年上期「考課状」に記載されている1回以上

航海を終了した船舶名と、同じく下期の船舶名を合わせたものである。

2.「考課状」各期によると、1回以上航海を終了した船舶の数と航海数の合

計は、1918年上期15隻・59航海、同下期15隻・35航海、1919年上期12隻・

39航海、同下期13隻・航海数不詳である。三井物産シアトル出張員「考課

状」1918年上期・同下期（Entry#74Container#5）。



た
。一
九
一
八
年
一
月
に
な
る
と
、
往
路
運
賃
が
い
っ
た
ん
四
〇
円
に
低
下
し
た
。
石
田
の
回
想
の
よ
う
に
一
九
一
八
年
頃
の
用
船
契
約
に
は

期
間
一
年
と
い
う
よ
う
な
長
期
は
な
く
な
り
、
六
か
月
未
満
の
も
の
が
多
い
（
第

3表
）。
と
こ
ろ
が
、
運
賃
は
四
月
に
は
四
五
円
に
戻
り
、

六
月
・
七
月
に
は
五
〇
円
と
い
う
第
一
次
大
戦
期
の
最
高
水
準
に
達
し
た
。
そ
の
後
は
、
八
月
に
四
二
円
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
休
戦
（
九
月
）
後

の
一
〇
月
に
四
〇
円
へ
と
緩
や
か
に
低
下
し
た
。
こ
の
よ
う
に
一
九
一
七
年
五
月
か
ら
一
九
一
八
年
末
ま
で
往
路
運
賃
は
四
〇
円
以
上
の
高

い
水
準
に
あ
っ
た
。
ま
た
石
田
の
回
想
と
異
な
り
、
シ
ア
ト
ル
店
は
一
九
一
八
年
度
（
一
九
一
七
年
一
一
月

�一
九
一
八
年
一
〇
月
）
に
用

船
数
を
削
減
し
た
の
で
は
な
く
、
逆
に
一
隻
増
加
さ
せ
て
い
る
。
高
い
運
賃
水
準
と
一
九
隻
の
用
船
に
支
え
ら
れ
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
一

九
一
八
年
度
に
シ
ア
ト
ル
店
は
用
船
事
業
で
巨
額
の
利
益
を
生
み
出
す
。

一
九
一
八
年
九
月
三
〇
日
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
休
戦
後
に
、
石
田
は
第
一
次
大
戦
終
結
と
そ
の
後
の
運
賃
暴
落
を
予
測
し
、
そ
の
対
策
と
し
て

他
社
に
比
べ
て
安
く
運
賃
を
設
定
し
、
か
な
り
先
に
積
載
す
る
荷
物
の
運
送
契
約
を
大
量
に
集
め
る
方
法
を
と
っ
た
と
い
う
。
一
九
一
九
年

上
期
に
入
る
と
、
予
測
は
的
中
し
て
一
九
一
八
年
一
一
月
一
一
日
第
一
次
大
戦
終
結
（
ド
イ
ツ
敗
北
）
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
往
路
運
賃
が

下
落
す
る
の
は
、
一
九
一
九
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
一
月
に
は
デ
ー
タ
が
な
く
（
成
約
な
し
）
、
二
月
に
一
五
ド
ル
、
三
月
に
九
ド
ル

へ
と
暴
落
し
た
。
た
だ
し
、
復
路
運
賃
は
、
逆
に
一
九
一
八
年
一
二
月
に
前
月
の
三
〇
ド
ル
か
ら
四
〇
ド
ル
へ
上
昇
し
、
一
九
一
九
年
一
二

月
ま
で
四
〇
ド
ル
の
ま
ま
推
移
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
臨
時
船
（
不
定
期
船
）
の
運
航
に
お
い
て
、
往
路
で
は
大
幅
な
赤
字
と
な
っ
て

も
、
復
路
で
は
か
な
り
の
利
益
を
あ
げ
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
シ
ア
ト
ル
店
の
用
船
で
、
一
九
一
九
年
上
期
に
一
回
以
上
航
海
を
終
了
し
た

船
舶
数
と
合
計
航
海
数
は
、
一
九
一
八
年
上
期
一
五
隻
・
五
九
航
海
か
ら
一
二
隻
・
三
九
航
海
に
減
少
し
た
も
の
の
（
２
）、
依
然
と
し
て
シ
ア
ト

ル
店
は
用
船
事
業
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
裏
目
に
で
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
先
述
の
三
井
物
産
棉
花
部
の
ダ
ラ
ス
支
部
と
の
長
期
運
送
契
約
（
米
国
綿
を
日
本
へ
輸
送
。
し
た
が
っ
て
復
路
）
の
解
約
（
一
九
一

80



三井物産ニューヨーク事件とシアトル店の用船利益（鈴木）

81

第3表 三井物産船舶部からシアトル店への貸船（1918年度）

船名 船主名 建造年 総トン数
貸船料
（円）

期間

開始月日 返船月日 月数

金華山丸 三井物産 1911 4,987 270,864 1918.1.22 1918.4.11 3か月

同上 同上 279,072 1918.4.11 1918.6.19 2か月

同上 同上 320,112 1918.6.19 1918.10.31 4か月半

天拝山丸 三井物産 1911 5,019 270,864 1918.2.22 1918.5.6 2か月半

天城山丸 三井物産 1905 3,772 292,575 1918.6.30 1918.9.15 2か月半

金剛山丸 遼東汽船 1902 5,177 295,020 1918.3.2 1918.5.19 2か月半

同上 同上 282,727 1918.5.19 1918.9.16 4か月

同上 同上 319,605 1918.9.17 1918.10.31 1か月半

生駒山丸 三井物産 1916 3,178 156,550 1917.11.24 1918.3.11 4か月半

福丸 大正汽船 1917 4,378 225,588 1918.1.4 1918.10.31 10か月

太陽丸 河内合資 1895 3,600 187,000 1918.6.6. 1918.10.31 5か月

染殿丸 辰馬汽船 1916 5,154 338,480 1917.11.1 1917.3.15 5か月半

同上 同上 284,831 1917.3.24 1918.4.30 1か月

綾葉丸 辰馬汽船 1917 5,772 177,765 1917.11.1 1918.7.25 9か月

南海丸 明治海運 1899 4,956 151,430 1917.11.1 1918.7.13 8か月半

北海丸 明治海運 1904 4,448 127,800 1917.11.1 1918.3.26 5か月

同上 同上 288,000 1918.3.26 1918.5.12 1か月半

神護丸 岸本汽船 1917 4,733 246,600 1917.11.1 1917.12.6 1か月

同上 同上 232,900 1917.12.11 1918.5.13 5か月

同上 同上 246,600 1918.5.23 1918.9.8 3か月半

西海丸 明治海運 1893 3,708 128,700 1917.11.1 1917.12.29 2か月

白鹿丸 辰馬汽船 1917 8,150 413,100 1917.10.31 1918.4.2 5か月

同上 同上 401,625 1918.4.2 1918.10.31 7か月

第三吉田丸 山下汽船 1918 4,646 224,235 1918.1.18 1918.4.16 3か月

出所）「貸船明細表（船舶部�他支店）」1918年（Entry#74Container#2）、三井物産株式会社船舶部

『日本貨物船明細書』（1919年）、大阪商船三井船舶『創業百年史』（1985年）106�107ページ。

注） 1.船主名・建造年・総トン数は『日本貨物船明細書』記載のデーターを引用者が加えたもので

ある。

2.契約の月数は、返船月日から開始月日を差し引いて引用者が算出した概数である。

3.ほぼ1918年上期（1917年11月から1918年4月）と下期のデータである。しかし、下期の契約

のいくつかが抜けている。

4.本表の貸船料の数値は、1か月（30日）当たりと推定される。例えば、白鹿丸の1918年4月2

日から10月31日（約7か月）についてシアトル店が船舶部に支払った額（用船料）は、月401,625

円を基準として算出した2,914,280円である（「白鹿丸」1918年、Entry#74Container#4）。

5.「開始月日」が1917年11月1日となっているものは、実際には前年度から継続のものであり、

「返船月日」が1918年10月31日となっているものは実際には次年度へ継続しているものである。

したがって、どちらの場合も「月数」は表示した数値よりも実際にはもっと大きくなる。



九
年
五
月
末
か
六
月
初
め
頃
）
は
、
臨
時
船
の
復
路
運
賃
が
高
止
ま
り
し
て
い
た
時
に
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
業
績
不
振
（
一
九
一

九
年
上
期
の
純
損
金
一
三
八
万
八
千
円
）
に
陥
っ
て
い
た
ダ
ラ
ス
支
部
を
視
察
し
て
き
た
棉
花
部
長
の
児
玉
一
造
は
、
往
路
運
賃
の
暴
落
と

い
う
事
態
を
み
て
復
路
運
賃
の
暴
落
を
危
惧
し
、
石
田
に
対
し
て
長
期
運
送
契
約
の
解
約
を
要
請
し
た
よ
う
で
あ
る
（
３
）。
実
際
に
は
、
ま
ず
定

期
航
路
で
の
「
自
由
船
」
の
ス
ポ
ッ
ト
復
路
運
賃
が
七
月
四
〇
ド
ル
か
ら
八
月
一
八
ド
ル
へ
暴
落
し
、
つ
い
で
不
定
期
船
で
あ
る
臨
時
船
復

路
の
ス
ポ
ッ
ト
運
賃
が
一
九
一
九
年
一
二
月
四
〇
円
か
ら
一
九
二
〇
年
一
月
に
は
成
約
を
み
な
い
状
態
に
陥
っ
た
（
一
九
二
〇
年
一
二
月
ま

で
臨
時
船
復
路
の
数
値
な
し
（
４
））
。
し
た
が
っ
て
、
棉
花
部
ダ
ラ
ス
支
部
は
解
約
に
よ
っ
て
運
賃
面
で
の
負
担
を
軽
減
で
き
た
よ
う
で
あ
り
、

逆
に
シ
ア
ト
ル
店
は
得
ら
れ
る
は
ず
の
利
益
を
逃
し
、
後
述
の
よ
う
に
一
九
一
九
年
度
に
用
船
勘
定
で
巨
額
の
純
損
金
を
計
上
す
る
。
石
田

は
「
武
士
の
情
を
出
し
て
、
ダ
ラ
ス
店
の
採
算
割
れ
を
救
う
た
め
に
、
無
条
件
で
運
賃
契
約
の
解
約
に
応
じ
て
や
っ
た
。
こ
う
い
う
わ
け
で
、

こ
の
件
で
も
大
き
な
損
を
出
し
た
。
こ
う
い
う
次
第
で
、
シ
ア
ト
ル
店
は
五
、
六
百
円
く
ら
い
の
大
赤
字
に
な
っ
た
（
５
）」
と
回
想
し
て
い
る
。

実
際
、
一
九
一
九
年
下
期
シ
ア
ト
ル
店
の
全
体
で
は
二
二
三
万
五
一
九
二
ド
ル
（
約
四
四
七
万
円
）
の
純
損
金
を
計
上
し
て
い
る
（
６
）。
な
お
、

シ
ア
ト
ル
店
の
配
慮
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
一
九
年
下
期
の
棉
花
部
ダ
ラ
ス
支
部
は
五
三
七
万
円
も
の
純
損
金
を
計
上
し
て
い
る
（
７
）。

二
船

舶
の

調
達

と
用

船
利

益

一
九
一
八
年
度
で
み
る
と
、
シ
ア
ト
ル
店
は
ほ
と
ん
ど
の
船
舶
を
三
井
物
産
船
舶
部
と
契
約
し
て
用
船
（
チ
ャ
ー
タ
ー
）
し
、
一
部
を
船

会
社
か
ら
直
接
用
船
し
て
い
る
。
船
舶
部
か
ら
の
用
船
分
の
う
ち
一
五
隻
を
み
る
と
（
第

3表
）
、
三
井
物
産
船
舶
部
所
有
船
四
隻
、
三
井

物
産
一
〇
〇
％
出
資
の
遼
東
汽
船
（
大
連
置
籍
船
を
所
有
す
る
た
め
、
関
東
州
の
大
連
に
設
立
）
の
所
有
船
一
隻
、
三
井
物
産
の
別
働
会
社

で
あ
る
明
治
海
運
の
所
有
船
三
隻
だ
け
で
な
く
、
辰
馬
汽
船
・
岸
本
汽
船
・
山
下
汽
船
な
ど
か
ら
三
井
物
産
船
舶
部
が
用
船
し
て
、
シ
ア
ト

ル
店
へ
再
用
船
に
出
し
て
い
る
七
隻
が
含
ま
れ
て
い
る
。
シ
ア
ト
ル
店
は
船
舶
部
か
ら
こ
れ
ら
を
用
船
す
る
と
と
も
に
、
直
接
、
日
本
国
外
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の
船
会
社
（
O
.
A
.
A
n
d
erso
n
&
C
o
.）

か
ら
一
隻
を
用
船
し
て
い
る
（
８
）。
船
舶
部
か
ら

の
用
船
を
み
る
と
、
一
九
一
七
年
建
造
な
ど

「
新
造
の
い
い
船
（
９
）」
を
用
船
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
契
約
期
間
は
一
年
の
よ
う
な
長

期
の
も
の
は
少
な
い
よ
う
で
あ
り
、
一
か
月

か
ら
五
か
月
と
い
う
短
い
用
船
が
多
い
。
し

た
が
っ
て
、
一
九
一
八
年
度
は
前
年
度
よ
り

用
船
数
を
増
や
し
て
や
や
積
極
方
針
に
転
じ

た
も
の
の
、
用
船
期
間
を
短
く
す
る
こ
と
で

運
賃
下
落
に
よ
る
危
険
を
回
避
し
よ
う
と
し

た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
シ
ア
ト
ル
店
が
多
数
の
船
舶

を
弾
力
的
に
チ
ャ
ー
タ
ー
で
き
た
の
は
、
神

戸
の
船
舶
部
に
依
頼
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
、
シ
ア
ト
ル
店
が
船
舶
部
に
支
払
っ

た
手
数
料
（
一
九
一
八
年
下
期
頃
）
は
用
船

料
の
一
～
二
％
に
す
ぎ
ず
、
中
に
は
無
手
数
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第4表 シアトル店の1918年度用船の運航経路

船名 運航経路

神護丸 横浜→シアトル→大連→シアトル→大連→シアトル→横浜→ラングーン→シア
トル

西海丸 三池→カルカッタ→シアトル→コロンボ

綾葉丸 大連→シアトル→大連→シアトル→横浜→カルカッタ→シアトル→横浜→カル
カッタ→シアトル→横浜

南海丸 大連→カルカッタ→シアトル→神戸→シアトル→神戸→シアトル

北海丸 神戸→ラングーン→カルカッタ→シアトル→大連→シアトル→大連→シアトル
→大連→シアトル

福丸 長崎→カルカッタ→スエズ→カルカッタ→シアトル→神戸→カルカッタ

染殿丸 日本→ジャワ→ボンベイ→コロンボ→バンクーバー→シアトル→日本→マニラ
→シアトル→大連→ペナン→カルカッタ→シアトル

太陽丸 神戸→シアトル

白鹿丸 大連→シアトル→大連→シアトル→大連→シアトル→大連→シアトル→横浜
→カルカッタ

第3吉田丸 大連→シアトル

明光丸 大連→バンクーバー→神戸→シアトル→大連→シアトル

永福丸 大連→シアトル

NielsNielsen カルカッタ→シアトル→神戸→バタビア→ボンベイ→シアトル

万田山丸 大連→シアトル→大連→シアトル

金華山丸 大連→シアトル→大連→シアトル→三池→コロンボ→カルカッタ→シアトル

金剛山丸 大連→シアトル→神戸→シンガポール→シアトル→神戸→カルカッタ

��山丸 シンガポール→シアトル→大連→シンガポール→カルカッタ→シアトル→大連
→シアトル

天拝山丸 神戸→シアトル→シンガポール

天城山丸 大連→シアトル

出所） ・TransportationAccountsBoatscharteredbyKobe＆recharteredtoSeattle・,・MitsuiBoats

CharteredbySeattlefrom Kobe・（「検査官報告書」Entry＃101Container＃396）。



料
や
、
手
数
料
一
％
を
受
け
取
っ
て
い
る
例
も
あ
る
（

�）。

一
九
一
八
年
度
に
用
船
し
た
船
舶
の
運
航
経
路
を
み
る
と
（
第

4表
）
、
シ
ア
ト
ル
を
中
心
と
し
て
神
戸
・
横
浜
・
大
連
だ
け
で
な
く
、

東
南
ア
ジ
ア
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
ニ
ラ
・
ジ
ャ
ワ
島
、
南
ア
ジ
ア
の
カ
ル
カ
ッ
タ
・
ラ
ン
グ
ー
ン
・
コ
ロ
ン
ボ
、
さ
ら
に
は
中
近
東
の
ス

エ
ズ
に
ま
で
配
船
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
配
船
の
意
図
は
、
シ
ア
ト
ル
へ
向
か
う
運
航
の
場
合
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
米
国
へ
の
輸
入

貨
物
を
扱
う
た
め
で
あ
っ
た
。
石
田
は
次
の
よ
う
に
貨
物
の
内
容
を
述
べ
て
い
る
（

�）。

扱
っ
た
貨
物
は
、
シ
ア
ト
ル
か
ら
の
積
み
出
し
は
、
木
材
は
じ
め
種
々
雑
多
の
物
だ
っ
た
が
、
シ
ア
ト
ル
へ
持
っ
て
き
た
物
は
、
大
連
か
ら
は
大

豆
、
大
豆
油
、
日
本
か
ら
は
雑
貨
類
、
イ
ン
ド
の
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
は
麻
製
品
、
コ
ロ
ン
ボ
か
ら
は
紅
茶
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
は
ゴ
ム
、
錫
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
か
ら
は
砂
糖
と
い
う
具
合
だ
っ
た
。
な
か
で
も
、
コ
ロ
ン
ボ
か
ら
持
っ
て
き
た
紅
茶
は
い
い
貨
物
で
、
確
か
一
ト
ン
九
五
ド
ル
く
ら
い
の

運
賃
が
取
れ
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
も
、
辰
馬
の
船
は
、
メ
ジ
ャ
メ
ン
ト
が
大
き
い
の
で
、
茶
の
よ
う
な
軽
量
品
は
、
八
、
八
〇
〇
ト
ン
ぐ
ら
い
の

船
で
九
〇
〇
〇
ト
ン
以
上
も
積
む
こ
と
が
で
き
た
。
と
に
か
く
こ
の
商
売
は
極
め
て
順
調
に
い
っ
た
。

石
田
が
例
示
し
た
商
品
は
い
ず
れ
も
、
シ
ア
ト
ル
店
が
一
九
一
七
年
度
～
一
九
一
八
年
度
に
米
国
か
ら
輸
出
し
た
か
、
米
国
に
輸
入
し
た

商
品
で
あ
る
。
シ
ア
ト
ル
店
は
こ
れ
ら
の
自
店
の
取
扱
商
品
を
積
む
た
め
に
配
船
し
、
し
か
も
残
る
ス
ペ
ー
ス
（
船
腹
）
に
他
社
か
ら
大
量

に
貨
物
を
集
荷
し
て
積
み
込
む
と
い
う
や
り
方
で
利
益
を
あ
げ
た
よ
う
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
用
船
勘
定
（「
雇
船
勘
定
（

�）」）
を
み
る
と
、
一
九
一
六
年
度
～
一
九
一
九
年
度
ま
で
の
シ
ア
ト
ル
店
に
お
け
る
「
公
表
」
利
益
（
社

外
に
対
し
て
で
は
な
く
、
社
内
で
公
表
し
た
表
面
上
の
利
益
）
と
実
際
の
利
益
と
は
極
端
に
異
な
る
。

一
九
一
六
年
度
用
船
勘
定
の
「
公
表
」
総
益
金
は
（
第

5表
）
、
上
期
四
万
五
〇
〇
〇
ド
ル
、
下
期
七
万
八
二
三
七
ド
ル
で
あ
り
、
と
も
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に
商
品
勘
定
を
上
回
る
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
上
期
用
船
五
隻
に
比
べ
下
期
用
船
は
一
九

隻
に
急
増
す
る
の
で
（

�）、
下
期
の
業
績
に
出
張
員
首
席
と
し
て
の
石
田
の
関
与
が
反
映
し
て

い
る
。
下
期
の
用
船
勘
定
総
益
金
は
上
期
に
比
べ
大
幅
に
増
加
し
た
。
実
は
、
こ
の
用
船

勘
定
の
「
公
表
」
総
益
金
は
実
際
の
総
益
金
よ
り
も
か
な
り
低
め
に
表
面
に
出
し
た
も
の

で
あ
る
。
実
際
の
総
益
金
を
検
討
す
る
た
め
第

6表
を
み
よ
う
。
こ
の
表
は
、
用
船
勘
定

の
翌
期
へ
の
繰
越
額
も
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
用
船
勘
定
に
お
け
る
貸
方
か
ら
借
方
を
引

い
た
残
高
（
貸
方
に
計
上
）
の
数
値
で
あ
る
こ
の
繰
越
額
が
、
用
船
勘
定
の
リ
ザ
ー
ブ
で

あ
る
。
一
九
一
五
下
期
か
ら
の
繰
越
額
が
判
明
し
な
い
た
め
、
上
期
の
実
際
の
総
益
金
は

計
算
で
き
な
い
。
下
期
の
実
際
の
総
益
金
は
、
下
期
繰
越
額
か
ら
上
期
繰
越
額
を
引
い
た

も
の
に
「
公
表
」
総
益
金
を
加
え
た
二
二
万
八
七
一
〇
ド
ル
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
下
期

で
は
、
実
際
に
は
「
公
表
」
数
値
の
三
倍
も
の
総
益
金
を
上
げ
て
お
り
、
上
期
か
ら
繰
り

越
さ
れ
た
リ
ザ
ー
ブ
に
今
期
分
を
加
え
て
、
二
五
万
ド
ル
も
の
リ
ザ
ー
ブ
を
一
九
一
七
年

上
期
に
繰
り
越
し
た
（

�）。

一
九
一
七
年
度
（
一
九
一
六
年
一
一
月

�一
九
一
七
年
一
〇
月
）
に
な
る
と
、
用
船
勘

定
の
「
公
表
」
総
益
金
は
上
期
三
万
〇
六
九
四
ド
ル
に
減
少
し
て
い
る
（
第

7表
）
。
こ

の
数
値
は
二
隻
分
（
天
拝
山
丸
・
東
海
丸
）
の
み
の
数
値
で
あ
る
。
下
期
の
「
公
表
」
総

益
金
は
（
第

8表
）、
一
万
六
九
一
五
ド
ル
（
九
隻
分
）
で
上
期
よ
り
も
減
少
し
て
い
る
。

一
九
一
七
年
度
に
お
け
る
用
船
の
実
際
の
総
益
金
は
第

9表
の
と
お
り
で
あ
る
。
米
国
へ
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第5表 シアトル店の「公表」

業績 （単位：ドル）

1916年上期 1916年下期

商品勘定 28,175.26 41,071.63

用船勘定 45,000.00 78,237.41

総損益 73,175.26 119,309.04

経費など 5,884.34 14,499.11

純損益 67,290.92 104,809.93

出所） ・SEATTLEACCOUNTPARTICU-

LARSOFCHARTERINGA/CFOR

FIRST HALF 1916・, ・SEATTLE

ACCOUNT PARTICULARS OF

CHARTERING ACCOUNT FOR

LAST HALF 1916・（Entry#63Con-

tainer#5）。

第6表 用船勘定の「公表」総益金

と繰越額 （単位：ドル）

区分 1916年上期 1916年下期

「公表」総益金 45,000.00 78,237.41

繰越額 102,992.30 253,464.70

合計 147,992.30 331,702.11

出所） ・SEATTLEACCOUNTPARTICULARS

OF CHARTERING A/C FOR FIRST

HALF 1916・, ・SEATTLE ACCOUNT

PARTICULARS OF CHARTERING

ACCOUNT FOR LAST HALF1916・

（Entry#63Container#5）。



向
か
う
内
航
分
二
六
万
〇
二
三
九
ド
ル
に
対
し
て
米
国
か
ら
外
国
へ
向
か
う
外
航
分
は
、
先
に
示
し
た
よ
う
に
北
米
か
ら
日
本
へ
向
か
う
運

賃
が
相
対
的
に
低
い
た
め
、
一
〇
万
三
七
一
七
ド
ル
、
合
計
三
六
万
三
九
五
六
ド
ル
に
達
し
て
い
る
。
「
公
表
」
総
益
金
四
万
七
六
〇
九
ド

ル
に
比
べ
る
と
、
実
際
は
三
〇
万
ド
ル
以
上
多
い
額
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
六
か
月
分
で
二
二
万
八
七
一
〇
ド
ル
で
あ
っ
た
一
九
一
六
年

下
期
に
比
べ
る
と
、
一
九
一
七
年
度
の
半
期
平
均
は
約
一
八
万
一
九
七
八
ド
ル
へ
と
や
や
減
少
し
て
い
る
。
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第7表 シアトル店の1917年上期損益明細 （単位：ドル）

区分 取扱高 総損益 純損益 備考

問屋業の部

輸出 木材 63,838.23 3,097.00 2,477.57Lumbera/c

大豆 46,254.96 2,882.39 2,305.97Produce

油 1,475,811.48 72,389.84 58,169.16Produce

種子類 1,304.58 88.67 71.29Produce

高梁 23,369.22 1,051.00 840.80Produce

雑品 7,174.68 349.36 300.88

小計 1,617,753.15 79,858.26 64,165.67

輸入 木材 98,999.67 8,424.91 6,739.93

パルプ 45,328.29 1,468.27 1,174.62

ホップ 32,394.69 5,310.78 4,215.11

化学品 74,290.68 1,237.96 990.44

鉄鋼 66,559.59 2,383.72 1,906.86

小計 317,572.92 18,825.64 15,026.94

外国売買 木材 387,618.87 8,568.89 6,855.11

麻袋 102,435.03 2,294.16 2,122.37

卵白 23,958.78 252.89 202.31

化学品 15,750.33 1,260.00 1,007.98

古新聞 13,758.78 1,100.00 879.94

ブリキ缶 15,622.32 1,250.00 1,000.00

落花生 38,032.23 1,521.00 1,217.71Produce

雑品 34,149.60 2,365.37 1,891.23 partProduce

小計 631,325.94 18,612.31 15,176.65

運送業の部

用船勘定 天拝山丸 138,240.00 15,852.70 14,452.70

東海丸 137,500.00 14,841.29 13,509.29

小計 275,740.00 30,693.99 27,961.99

損益勘定の部

利子 474.47 474.47

雑損 5.15 5.15

総計 2,842,392.01 148,469.82 131,922.35

出所）「三井物産株式会社沙都出張員損益明細表」1917年上期（Entry#74Con-

tainer#2）。

注） 1.Lumbera/cは木材部勘定、Produceは穀肥部勘定、partProduceは

一部穀肥部勘定である。

2.天拝山丸は三井物産所有、東海丸は明治海運所有の船舶である。
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第8表 シアトル店の1917年下期損益明細 （単位：ドル）

［固有勘定（部外勘定）］

区分 数量 単位 取扱高 総損益

輸出 豆類（大豆以外） 1,396.00 Tns. 254,610.59 3,552.29

油 711.58 Tns. 191,574.51 2,615.71

菜種 50.00 Tns. 8,750.00 96.81

落花生 100.00 Tns. 11,123.50 232.42

大豆油 35,496,165.00 Tns. 6,745,671.75 11,978.98

魚 2,627.00 C/s 34,142.35 446.78

アンチモニー 150.00 Tns. 48,930.00 495.24

小計 7,294,802.70 19,418.23

輸入 化学品 1,081.84 Tns. 292,969.59 2,078.62

ブリキ缶（潰れ） 5,823.00 Cans 24,487.17 855.46

木材 7,471,190.00 Ft. 359,252.22 5,336.58

鉄鋼 19,115,079.00 Lbs. 1,714,048.60 11,750.67

小計 2,390,757.58 20,021.33

外国売買 化学品 255,783.00 Lbs. 71,357.47 593.12

卵白・卵黄 218,000.00 Lbs. 100,675.44 967.50

ブリキ缶（潰れ） 426,172.00 Cans 91,142.47 884.52

麻袋 13,412.00 B/L 1,609,440.00 4,404.21

木材 6,502,099.00 Ft. 407,180.22 4,839.92

鉄鋼 683,040.00 Lbs. 37,953.24 335.72

錫 970.00 Tns. 1,028,461.15 9,256.15

芥子種 50.00 Tns. 5,299.35 93.85

亜麻種 3,500.00 Tns. 309,954.14 2,183.18

桐油 675.00 Tns. 224,490.82 2,759.44

落花生 1,461.00 Tns. 218,502.47 1,498.99

胡桃 37,808.00 Lbs. 3,818.61 64.83

油 1,218.00 Tns. 290,696.02 1,101.93

紙 59.00 Tns. 4,208.88 41.67

小計 4,403,180.28 29,025.03

用船 西海丸 1,001.20

綾葉丸 1,730.40

GoldenGate 1,000.50

北海丸 3,402.53

金剛山丸 1,547.64

吾妻山丸 1,291.02

南海丸 1,052.10

NielsNielsen 3,952.27

StoltNielsen 1,936.99

小計 16,914.65

合計 85,379.24

雑益 11.23

控除（当期の一般経費） �20,949.65

利子 �4,311.78

当期純益金 60,129.04
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［穀肥部勘定］

問屋業の部 数量 単位 取扱高 総損益 諸経費 純損益

輸出品 日本米 490 Tn. 46,750.00 888.64

大豆 172 Tn. 13,676.78 780.51

外国売買 米 ― ― －6,342.91

大豆 530 Tn. 45,255.81 7,474.66

合計 1,192 105,682.59 2,740.90 211.61 2,529.29

出所） ・PARTICULARSOFLOSS&GAINLASTHALFOF1917（ExcludingJapan.Rice&S.

Beans）・（Entry#74Container#1）、三井物産シアトル出張員「穀肥部商品（米、大豆並ニ大豆

粕）損益明細表」1917年下期（Entry#74Container#1）。

FROM SOURCESWITHOUTAND SOURCESWITHIN THEU.S.FOR THEYEAR 1917・

Entry#101Container#397）。

1917年利益に関わるもので、異議申し立てのため税務当局に提出されたものの控えである。Golden

（単位：ドル）

外航（米国内に利益源泉）

損益合計
運賃収入

控除
差引損益

用船料 燃料 雑費

274,111.59 225,078.88 12,434.41 33,872.46 2,725.84 60,233.58

70,344.05 104,846.55 6,860.96 10,103.02 －51,466.48 3,976.42

284,338.18 204,759.17 21,143.66 30,103.09 28,332.26 －79,665.72

492,222.07 328,511.79 17,706.46 55,869.31 90,134.51 203,305.88

223,197.34 181,146.37 6,854.49 35,621.89 －425.41 43,535.87

243,070.20 216,516.57 12,790.23 26,589.88 －12,886.48 103,910.87

678,205.70 468,281.47 40,478.00 79,778.51 89,667.72 30,183.93

127,113.86 130,071.43 4,751.39 29,832.99 －37,541.95 －62,887.82

88,745.12 80,480.92 4,426.04 11,506.27 －7,668.11 23,803.47

137,690.47 100,884.63 5,879.56 11,814.50 19,111.78 19,111.78

146,389.39 86,558.16 5,579.71 14,267.69 39,983.83 39,983.83

73,717.74 110,957.44 7,746.40 11,324.03 －56,310.13 －21,547.40

11.59

2,839,145.71 2,238,093.38 146,651.31 350,683.64 103,717.38 363,956.21

19,099.85

5,100.69 24,200.54 46,601.67

79,516.84 317,354.54



つ
ぎ
に
一
九
一
八
年
度
（
一
九
一
七
年
一

一
月

�一
九
一
八
年
一
〇
月
）
を
み
る
と

（
第

10表
）
、
用
船
勘
定
の
「
公
表
」
総
益
金

は
上
期
一
万
二
二
五
八
ド
ル
、
下
期
一
万
一

〇
〇
一
ド
ル
、
合
計
二
万
三
二
五
八
ド
ル
で

あ
り
、
一
九
一
七
年
度
と
比
べ
減
少
し
て
い

る
。
し
か
し
、
実
際
の
総
益
金
は
ま
っ
た
く

異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
（
第

11表
）
。
内
航

分
で
は
、
す
べ
て
の
チ
ャ
ー
タ
ー
船
で
利
益

（
総
益
金
）
を
計
上
し
て
い
る
。
外
航
分
で

は
、
一
隻
を
除
く
と
他
の
チ
ャ
ー
タ
ー
船
で

は
損
失
（
総
損
金
）
と
な
っ
て
い
る
。
外
航

分
で
は
運
賃
収
入
が
内
航
分
に
比
べ
、
三
分

の
一
で
し
か
な
か
っ
た
た
め
に
、
赤
字
に
転

落
し
た
。
た
だ
し
、
内
航
分
で
の
利
益
が
極

め
て
巨
額
で
あ
っ
た
た
め
、
用
船
勘
定
全
体

の
総
益
金
は
四
八
五
万
九
七
四
三
ド
ル
に
達

し
た
。
「
公
表
」
分
と
は
ま
っ
た
く
か
け
離
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出所） ・STATEMENTOFFREIGHTINCOMEANDEXPENSESBYSHIPSSHOWINGINCOME

（PROTESTAND MEMORANDUM submittedbyMITSUI& CO.,LTD.,May19th,1924,

注） 上記のPROTESTANDMEMORANDUM submittedbyMITSUI& CO.,LTD.はシアトル店の

Gate,NielsNielsen,StoltNielsen,DiotoはO.A.Anderson& Co.の船舶である。

第9表 シアトル店の1917年度用船勘定明細

船名

内航（米国外に利益源泉）

運賃収入
控除

差引損益
用船料 燃料 雑費

綾葉丸 286,077.93 186,715.34 16,665.30 25,189.55 57,507.74

吾妻山丸 155,929.50 85,629.00 6,217.06 8,640.54 55,442.90

GOLDEN GATE 187,480.20 271,025.63 11,175.50 13,277.05 －107,997.98

北海丸 427,752.19 259,285.99 18,725.01 36,569.82 113,171.37

金剛山丸 351,398.55 268,652.09 14,756.34 24,028.91 43,961.21

南海丸 455,117.54 292,964.03 21,340.52 24,075.64 116,737.35

NIELSNIELSEN 341,229.85 317,758.55 37,209.15 45,745.94 －59,483.79

STOLTNEILSEN 96,380.33 114,428.85 3,045.87 4,251.48 －25,345.87

西海丸 99,180.00 61,402.28 408.00 5,898.14 31,471.58

天拝山丸

東海丸

DIOTO 161,700.00 110,957.44 6,399.19 9,580.64 34,762.73

第五雲海丸 65,806.92 63,261.10 2,534.23 11.59

合計 2,628,053.01 2,032,080.30 135,941.94 199,791.94 260,238.83

控除

雑支出割当

用船一般勘定から 17,679.68

一般経費勘定から 4,721.45 22,401.13

237,837.70



れ
た
巨
額
の
利
益
を
あ
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
一
九
年
度
（
一
九
一
八
年
一
一
月

�一
九
一
九
年
一
〇
月
）
で

は
先
述
の
よ
う
に
北
米
航
路
の
往
路
ス
ポ
ッ
ト
運
賃
は
一
九
一
九
年
に

入
る
と
暴
落
す
る
も
の
の
、
逆
に
復
路
ス
ポ
ッ
ト
運
賃
は
一
ト
ン
四
〇

ド
ル
と
い
う
高
水
準
で
推
移
す
る
た
め
、
一
九
一
九
年
上
期
の
用
船
数

は
一
九
一
八
年
下
期
一
五
隻
よ
り
や
や
少
な
い
も
の
の
、
そ
れ
で
も
一

二
隻
に
上
っ
た
（

�）。
石
田
礼
助
が
シ
ア
ト
ル
出
張
員
首
席
を
解
任
さ
れ
、

帰
朝
を
命
じ
ら
れ
る
の
は
一
九
一
九
年
度
中
頃
の
三
月
二
六
日
の
た
め
、

一
九
一
九
年
上
期
で
は
用
船
事
業
は
こ
れ
以
前
と
同
様
に
シ
ア
ト
ル
店

が
注
力
し
た
事
業
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
後
述
の
よ
う
に
一
九
一
九
年

上
期
の
用
船
勘
定
で
巨
額
の
損
失
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
（
下
期

も
同
様
）。

石
田
礼
助
が
関
わ
っ
た
用
船
事
業
に
つ
い
て
の
総
益
金
の
う
ち
、
一

九
一
六
年
下
期
、
一
九
一
七
年
度
、
一
九
一
八
年
度
の
二
年
半
を
合
計

す
る
と
五
四
五
万
二
四
〇
九
ド
ル
に
達
す
る
。
一
九
一
八
年
上
期
決
算
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第10表 シアトル店の1918年度「公表」業績 （単位：ドル）

1918年上期 取扱高 総損益 割当経費 純損益

固有勘定 商品 4,543,450.61 34,715.58 6,256.14 28,459.44

用船 8,739,892.76 12,257.67 2,721.22 9,536.45

小計 13,283,343.37 46,973.25 8,977.36 37,995.89

穀肥部勘定 商品 7,743,047.28 53,839.27 35,909.47 17,929.80

合計 21,026,390.65 100,812.52 44,886.83 55,925.69

1918年下期 取扱高 総損益 割当経費 純損益

固有勘定 商品 3,742,104.10 6,353.13 3,675.05 2,678.08

用船 18,199,163.68 11,000.52 4,673.17 6,327.35

小計 21,941,267.78 17,353.65 8,348.22 9,005.43

穀肥部勘定 商品 24,437,841.01 114,083.19 70,959.86 43,123.33

金物部勘定 商品 6,210,061.58 7,184.25 4,174.11 3,010.14

合計 52,589,170.37 138,621.09 83,482.19 55,138.90

1918年総計 73,615,561.02 239,433.61 128,369.02 111,064.59

出所） 三井物産サンフランシスコ支店勘定掛「1918年度所得税ノ事」1919年3月1日

（三井物産ニューヨーク支店勘定掛主任宛書状）の付属資料（Entry#63Con-

tainer#5）。

（単位：ドル）

損失

208,145.86

9,724.16

19,674.95

79,783.26

48,419.95

213,246.68

71,355.76

372,299.66

75,417.26

106,209.85

36,978.86

42,702.04

46,716.45

213,242.83

92,025.33

178,345.63

63,787.17

99,151.75

1,977,227.45

Chartered
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第11表 シアトル店の1918年度用船勘定利益

［船舶部チャーター船でシアトル店再チャーター船と、直接チャーター船］

船名
内航 外航

運賃 支払 利益 運賃 支払 利益

神護丸 1,254,791.65 882,470.38 372,321.27 498,270.98 706,416.84

西海丸 375,597.15 199,333.42 176,263.73 89,942.55 99,666.71

綾葉丸 2,140,030.66 1,026,606.06 1,113,424.60 664,729.18 684,404.13

南海丸 877,782.24 507,439.32 370,342.92 425,034.15 380,599.50 44,434.65

北海丸 1,548,265.71 860,085.05 688,180.66 608,284.86 688,068.12

福丸 1,079,150.38 841,065.02 238,085.36 119,793.05 168,213.00

染殿丸 2,383,002.31 1,848,822.75 534,179.56 596,047.04 809,293.72

太陽丸 520,010.01 408,148.74 111,861.27 132,718.61 204,074.37

白鹿丸 1,852,275.45 1,448,128.59 404,146.86 792,284.611,164,584.27

第3吉田丸 212,898.16 191,188.00 21,710.16 115,770.75 191,188.01

明光丸 777,900.13 583,054.47 194,845.66 476,844.45 583,054.30

永福丸 391,230.00 293,586.22 97,643.78 256,607.36 293,586.22

NielsNielsen 1,133,844.01 612,755.28 521,088.73 161,549.73 204,251.77

［船舶部からのシアトル店チャーター船］

万田山丸 285,450.78 164,222.57 121,228.21 117,506.13 164,222.58

金華山丸 1,476,052.78 963,466.72 512,586.06 509,357.23 722,600.06

金剛山丸 1,017,697.86 844,910.36 172,787.50 330,429.88 422,455.21

��山丸 2,075,103.98 1,135,721.44 939,382.54 673,445.49 851,791.12

天拝山丸 364,284.95 204,947.21 159,337.74 141,160.04 204,947.21

天城山丸 265,500.00 222,380.45 43,119.55 123,228.70 222,380.45

合計 20,030,868.2113,238,332.05 6,792,536.166,833,004.798,765,797.59 44,434.65

内航利益 6,792,536.16

外航利益 44,434.65

以上の利益小計 6,836,970.81

控除（外航損失） －1,977,227.45

差引利益 4,859,743.36

控除：チャーター勘定費用

電信料 42,740.10

雑費用 22,583.90

AutoExpenses 8,413.98

贈与 5,360.07

Autospurchased 16,574.10 －95,672.15

用船勘定純益金 4,764,071.21

出所） ・TrasportationAccountsBoatscharteredbyKobe＆ recharteredtoSeattle・,・MitsuiBoats

bySeattlefrom Kobe・（「検査官報告書」Entry#101Container#396）。

注） 1.NielsNelsenは、シアトル店が直接用船した船舶である。

2.外航利益から外航損失を引いた外航純損金は、1,932,792.80ドルである。



の
為
替
レ
ー
ト
で
日
本
円
に
換
算
す
る
と
（
一
〇
〇
円
＝
五
一
ド
ル
）、
一
〇
六
九
万
〇
九
九
八
円
と
な
り
、「
船
で

�け
た
一
千
万
円
」
と

い
う
石
田
の
話
に
符
合
す
る
。
一
九
一
七
年
度
の
船
舶
売
却
利
益
（
二
隻
）
二
一
万
二
五
〇
〇
ド
ル
（

�）を
も
加
味
す
る
と
、

�け
の
総
額
は
さ

ら
に
四
〇
万
円
ほ
ど
膨
ら
む
。
こ
れ
を
除
い
た
約
一
〇
〇
〇
万
円
を
現
在
の
貨
幣
価
値
に
引
き
直
す
と
、
一
〇
〇
〇
億
円
く
ら
い
に
な
る
と

思
わ
れ
る
（

�）。

（

1）
前
掲
、
石
田
礼
助
「
三
井
物
産
時
代
」
一
〇
八

�一
〇
九
ペ
ー
ジ
。

（

2）
三
井
物
産
シ
ア
ト
ル
出
張
員
「
考
課
状
」
一
九
一
八
年
上
期
（

E
n
try

#
74

C
o
n
ta
in
er#

5
）
、
同
一
九
一
九
年
上
期
（
E
n
try

#
74

C
o
n
-

ta
in
er#

1
4
）
。

（

3）
児
玉
は
、
一
九
一
九
年
三
月
一
七
日
に
横
浜
を
出
帆
し
て
米
国
へ
出
張
し
た
。
主
要
な
目
的
は
、
ダ
ラ
ス
支
部
の
視
察
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
シ
カ
ゴ
を
視
察
し
て
、
シ
ア
ト
ル
を
出
帆
し
て
六
月
一
六
日
に
帰
国
し
た
（
荻
野
仲
三
郎
編
『
児
玉
一
造
伝
』
一
九
三
四
年
、

六
〇
ペ
ー
ジ
、
三
井
物
産
「
社
報
」
一
九
一
九
年
三
月
一
七
日
、
同
六
月
一
六
日
、
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

物
産
四
二

�一
〇
）
。
当
時
、
シ

ア
ト
ル
か
ら
横
浜
へ
は
一
一
日
程
度
か
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
六
月
初
め
に
シ
ア
ト
ル
を
出
航
し
た
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
石
田
礼
助
は
す
で
に
三
月
二
六
日
首
席
を
解
任
さ
れ
、
帰
国
命
令
を
受
け
て
い
た
（
帰
国
の
た
め
に
石
田
が
シ
ア
ト
ル
を
出
航
し
た

の
は
約
半
年
後
の
一
〇
月
一
二
日
）
。
新
た
に
首
席
に
任
命
さ
れ
た
永
島
雄
治
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
長
と
兼
務
）
は
シ
ア
ト
ル
へ
赴
い

た
。
と
こ
ろ
が
五
月
六
日
に
永
島
に
代
わ
っ
て
塩
田
良
温
（
そ
れ
ま
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
勤
務
）
が
首
席
に
任
命
さ
れ
た
。
た
だ
し
塩

田
の
シ
ア
ト
ル
着
任
は
遅
れ
て
七
月
四
日
と
な
る
。
五
月
三
一
日
現
在
、
永
島
は
シ
ア
ト
ル
で
勤
務
し
て
い
る
（
三
井
物
産
シ
ア
ト
ル
出
張
員

「
考
課
状
」
一
九
一
九
年
上
期
、
同
下
期
、

E
n
try

#
74

C
o
n
ta
in
er#

14
,
三
井
物
産
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
「
大
正
八
年
上
季
決
算
純
損

益
及
ビ
準
備
金
ノ
事
」
一
九
一
九
年
五
月
三
一
日
、
在
シ
ア
ト
ル
永
島
支
店
長
宛
、

E
n
try

#
63

C
o
n
ta
in
er#

6
）
。
し
た
が
っ
て
、
児
玉
が

長
期
運
送
契
約
の
解
約
を
懇
請
し
た
と
き
、
シ
ア
ト
ル
店
に
は
永
島
（
シ
ア
ト
ル
出
張
員
首
席
塩
田
の
上
司
で
あ
る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店

長
）
と
石
田
（
本
店
付
）
が
い
た
は
ず
で
あ
る
。
と
す
る
と
解
約
は
、
石
田
の
回
想
と
は
異
な
り
、
石
田
の
独
断
で
は
な
く
、
石
田
と
児
玉
の
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合
意
を
受
け
て
永
島
が
決
定
し
た
は
ず
で
あ
る
。

（
4）

野
村
商
店
調
査
部
編
『
株
式
年
鑑
』（
一
九
二
二
年
）
統
計
八
四

�八
五
ペ
ー
ジ
。

（

5）
前
掲
「
石
田
礼
助
」
一
二
〇
ペ
ー
ジ
。

（

6）
三
井
物
産
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
「
桑
港
支
店
業
務
一
班
」
一
九
二
〇
年
四
月
調
（
E
n
try
#
74
C
o
n
ta
in
er#
8
）
。
一
九
一
九
年
下
期

の
「
公
表
」
純
損
金
二
二
三
万
五
一
九
二
ド
ル
（
一
〇
〇
円
＝
五
〇
ド
ル
で
換
算
す
る
と
約
四
四
七
万
円
）
か
ら
、
部
外
商
品
勘
定
一
一
一
万

九
千
円
、
穀
肥
部
勘
定
三
万
四
千
円
、
金
物
部
勘
定
六
二
万
二
千
円
の
純
損
金
を
引
く
と
、
二
六
九
万
五
千
円
が
用
船
勘
定
の
純
損
金
と
な
る

（
後
掲
、
第

16表
）
。

（

7）
前
掲
、
三
井
物
産
「
部
別
損
益
一
覧
表
」
一
九
一
八
年
下
期
～
一
九
一
九
年
下
期
。
棉
花
部
ダ
ラ
ス
支
部
の
一
九
一
九
年
上
期
も
一
三
九
万

円
の
純
損
金
を
計
上
し
て
い
る
。

（

8）
一
九
一
八
年
度
所
得
に
関
す
る
「
検
査
官
報
告
書
」
の
・T
ra
n
sp
o
rta
tio
n
A
cco
u
n
ts
B
o
a
ts
ch
a
rtered

b
y
K
o
b
e
&
rech
a
rtered

to
S
ea
ttle・

（
「
検
査
官
報
告
書
」
E
n
try
#
1
0
1
C
o
n
ta
in
er#
396）

。
な
お
、
一
九
一
七
年
度
に
は
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
社
か
ら
四
隻
を
用
船

し
て
い
た
。

（

9）
前
掲
、
石
田
礼
助
「
三
井
物
産
時
代
」
一
〇
八
ペ
ー
ジ
。

（

10）
一
九
一
八
年
下
期
頃
に
船
舶
部
は
、
染
殿
丸
（
辰
馬
汽
船
）
に
つ
い
て
は
シ
ア
ト
ル
店
か
ら
二
％
、
舶
主
か
ら
一
％
、
合
計
三
％
の
手
数
料

を
取
得
し
、
永
福
丸
（
川
崎
造
船
）
に
つ
い
て
は
シ
ア
ト
ル
店
か
ら
一
％
、
船
主
か
ら
二
％
、
合
計
三
％
の
手
数
料
を
取
得
し
て
い
る
。
北
海

丸
（
明
治
海
運
）
・
綾
葉
丸
（
辰
馬
汽
船
）
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
船
主
か
ら
の
み
手
数
料
二
％
、
二
・
五
％
を
受
け
取
っ
て
お
り
、
シ
ア

ト
ル
店
か
ら
は
受
け
取
っ
て
い
な
い
。
明
光
丸
（
明
治
海
運
）
に
つ
い
て
は
船
主
か
ら
二
％
を
受
け
取
り
、
一
％
を
シ
ア
ト
ル
店
に
支
払
っ
て

い
る
。
三
井
物
産
船
舶
部
「
沙
都
店
傭
船
ニ
対
ス
ル
口
銭
商
売
収
支
明
細
表
」
一
九
一
八
年
（
E
n
try
#
74
C
o
n
ta
in
er#
4）。

（

11）
前
掲
、
石
田
礼
助
「
三
井
物
産
時
代
」
一
〇
八
ペ
ー
ジ
。

（

12）
用
船
勘
定
の
当
時
の
表
記
は
、「
雇
船
勘
定
」
や
「
雇
船
航
海
」
勘
定
、「
傭
船
航
海
」
勘
定
、
C
h
a
rterin

g
A
cco
u
n
t
で
あ
る
。

（

13）
・S
E
A
T
T
L
E
A
C
C
O
U
N
T
,
P
A
R
T
IC
U
L
A
R
S
O
F
C
H
A
R
T
E
R
IN
G
A
/
C
F
O
R
F
IR
S
T
H
A
L
F
1916・,

・S
E
A
T
T
L
E
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A
C
C
O
U
N
T
,
P
A
R
T
IC
U
L
A
R
S
O
F
C
H
A
R
T
E
R
IN
G
A
C
C
O
U
N
T
F
O
R
L
A
S
T
H
A
L
F
1916・

（
E
n
try
#
63
C
o
n
ta
in
er

#
5
）
.

（

14）
・P
R
O
T
E
S
T
A
N
D
M
E
M
O
R
A
N
D
U
M
su
b
m
itted

b
y
M
IT
S
U
I
&
C
O
.,
L
T
D
.,
A
g
a
in
st
th
e
rep
o
rt
m
a
d
e
b
y
th
e

R
ev
en
u
e
A
g
en
t
a
t
S
ea
ttle,

W
a
sh
in
g
to
n
,
rela
tiv
e
to
th
e
la
tter・s

ex
a
m
in
a
tio
n
fo
r
U
.
S
.
In
co
m
e
T
a
x
p
u
rp
o
ses
o
f

th
e
b
o
o
k
s
o
f
th
e
S
ea
ttle

b
ra
n
ch
o
f
th
e
C
o
m
p
a
n
y
fo
r
th
e
y
ea
r
1917・

（
E
n
try
#
101
C
o
n
ta
in
er#
397）

で
は
リ
ザ
ー
ブ

し
た
合
計
二
五
万
〇
一
七
〇
ド
ル
二
二
を
一
九
一
七
年
度
へ
繰
り
越
し
た
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
実
際
の
繰
越
額
は
第

6表
の
繰
越
額
と
若
干

異
な
る
。

（

15）
三
井
物
産
シ
ア
ト
ル
出
張
員
「
考
課
状
」
一
九
一
八
年
下
期
（
E
n
try
#
74
C
o
n
ta
in
er#
5
）
、
同
一
九
一
九
年
上
期
（
E
n
try
#
74

C
o
n
ta
in
er#
1
4
）
。

（

16）
小
沢
文
太
郎
「
一
九
一
七
年
度
・
一
九
一
八
年
度
米
国
所
得
税
問
題
概
要
」
一
九
二
八
年
、
九
四
ペ
ー
ジ
（
E
n
try
#
101
C
o
n
ta
in
er#
396）。

（

17）
一
九
一
八
年
三
井
物
産
の
初
任
給
（
東
京
高
等
商
業
学
校
卒
業
）
月
額
四
二
円
（
月
給
三
五
円
・
戦
時
特
別
手
当
七
円
）
が
現
在
の
四
〇
万

円
～
二
〇
万
円
に
相
当
す
る
と
仮
定
し
て
大
ま
か
に
（
一
万
倍
～
五
千
倍
で
）
計
算
す
る
と
、
一
〇
〇
〇
万
円
は
現
在
の
一
〇
〇
〇
億
円
か
ら

五
〇
〇
億
円
と
な
る
。
現
在
と
異
な
り
、
大
卒
者
（
一
橋
大
学
、
そ
の
前
進
の
東
京
高
商
な
ど
）
は
少
数
の
エ
リ
ー
ト
の
た
め
、
単
純
に
現
在

の
大
卒
初
任
給
と
比
較
で
き
な
い
。
ま
た
現
在
で
は
残
業
手
当
が
こ
れ
に
加
わ
る
た
め
、
残
業
の
多
い
商
社
マ
ン
の
月
額
支
給
額
は
大
幅
に
増

加
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
当
時
の
三
井
物
産
に
は
残
業
手
当
も
住
居
手
当
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
大
卒
者
月
給
四
二
円
を
現

在
の
二
〇
万
円
と
み
る
の
は
極
端
に
低
い
評
価
で
あ
り
、
四
〇
万
円
く
ら
い
と
み
た
方
が
よ
い
。
四
〇
万
円
く
ら
い
と
す
る
と
、
一
九
一
八
年

頃
の
一
〇
〇
〇
万
円
は
約
一
万
倍
の
一
〇
〇
〇
億
円
と
な
る
。
三
井
物
産
一
九
一
八
年
初
任
給
の
デ
ー
タ
は
『
岩
波
日
本
史
辞
典
』
（
岩
波
書

店
、
一
九
九
九
年
）
一
七
六
五
ペ
ー
ジ
な
ど
。
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Ⅱ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
件
で
の
巨
額
損
失
と
そ
の
補

�

一
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
事

件
の

発
生

と
本

店
・

シ
ア

ト
ル

店
の

対
応

大
豆
油
取
引
に
よ
る
巨
額
の
損
失
発
生
と
い
う
「
コ
ノ
損
失
事
件
ハ
一
九
一
七
年
九
月
ニ
突
発
シ
」
た
。
こ
の
巨
額
損
失
の
発
生
に
つ
い

て
は
、
当
時
、
社
外
に
対
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
三
井
物
産
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の
他
の
職
員
に
も
秘
匿
さ
れ
た
（
１
）。
一
九
一
七
年
下
期
末
近

く
に
発
覚
し
た
た
め
、
一
九
一
七
年
度
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の
「
真
正
数
字
ハ
赤
字
ナ
レ
共
」
、
一
九
一
八
年
六
月
に
三
井
物
産
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
支
店
は
、
ひ
と
つ
は
「
世
間
ノ
思
惑
ヲ
恐
レ
」
た
こ
と
、
い
ま
ひ
と
つ
は
「
当
時
何
レ
ノ
会
社
モ
戦
時
利
益
ノ
膨
大
ナ
ル
時
期
ナ
リ
シ

ヲ
以
テ
赤
字
ノ
申
告
ガ
或
ハ
米
国
官
憲
ヨ
リ
所
得
隠

�ノ
嫌
疑
ヲ
受
ク
ベ
キ
誘
因
ト
ナ
ラ
ン
カ
ヲ
慮
リ
、
強
テ
黒
字
ヲ
計
上
ス
ル
事
ニ
決
定
」

シ
、
前
年
度
に
近
い
数
字
を
貸
借
対
照
表
と
元
帳
に
記
入
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
「
当
社
信
用
維
持
ノ
必
要
上
仮
空
ノ
利
益
ヲ
作
ツ
テ
」、

一
九
一
七
年
度
（
一
月
～
一
二
月
）
の
三
井
物
産
米
国
店
全
体
の
純
利
益
（

N
et

In
co
m
e）
を
二
三
万
六
二
一
八
ド
ル
三
五
と
し
て
米
国

税
務
当
局
に
申
告
し
た
（
２
）。

一
方
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
は
事
件
発
覚
後
直
ち
に
東
京
の
本
店
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
長
瀬
古
孝
之
助
は
朝
鮮
・
満
州
出
張
の
帰
途
、

本
店
に
滞
在
（
３
））
へ
事
件
を
報
告
し
、
指
示
を
求
め
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
に
は
穀
肥
部
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
部
が
設
置

さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
一
九
一
七
年
度
ま
で
大
豆
油
は
穀
肥
部
指
定
商
品
で
は
な
い
た
め
（
４
）、
神
戸
所
在
の
穀
肥
部
本
部
へ
指
示
を
求
め
た
訳

で
は
な
い
。
本
店
は
、
第
一
に
、
大
豆
油
の
大
幅
買
越
状
態
に
あ
っ
た
シ
ア
ト
ル
店
に
対
し
て
、
売
越
状
態
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の

取
引
に
協
力
す
る
よ
う
求
め
る
と
と
も
に
、
第
二
に
、
混
乱
し
て
い
る
事
態
を
把
握
し
収
拾
す
る
た
め
天
津
支
店
長
高
木
舜
三
を
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
へ
派
遣
す
る
こ
と
と
し
た
。
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前
者
の
対
応
に
つ
い
て
み
る
と
、
三
井
物
産
本
店
の
担
当
取
締
役
は
シ
ア
ト
ル
店
に
対
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
が
大
豆
油
取
引
に
失

敗
し
た
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
と
協
議
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
本
店
は
九
月
末
頃
に
も
シ
ア
ト
ル
店
へ
電
信
し
、
「
紐
育
が
品
不
足
の

た
め
ニ
困
り
居
候
故
、
出
来
る
丈
け
協
力
せ
よ
（
５
）」
と
い
う
趣
旨
の
指
示
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
本
店
か
ら
の
最
初
の
指
示
を
受
け
、
石
田
礼

助
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
と
協
議
し
て
応
急
措
置
を
お
こ
な
っ
た
。
シ
ア
ト
ル
店
は
買
持
し
て
い
た
大
豆
油
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
に
融
通

し
て
緊
急
を
要
す
る
売
約
定
の
穴
を
埋
め
た
と
思
わ
れ
る
（
６
）。
つ
い
で
一
〇
月
二
日
付
書
状
で
上
司
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
長
永
島
雄
治

に
処
置
の
内
容
を
報
告
し
了
承
を
求
め
た
。
一
方
、
永
島
は
九
月
末
頃
の
本
店
か
ら
シ
ア
ト
ル
店
へ
の
電
信
の
内
容
を
み
て
、
シ
ア
ト
ル
店

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
と
が
大
豆
油
取
引
で
「
多
少
衝
突
に
て
も
有
之
」
と
危
惧
し
、
一
〇
月
四
日
付
け
電
信
で
石
田
に
対
し
て
「
当
方
利

害
に
多
大
の
傷
害

（
マ

マ
）を
来
さ
ぬ
程
度
ニ
於
て
更
ニ
出
来
る
丈
け
の
事
を
被
致
度
し
」
と
無
理
を
し
な
い
よ
う
指
示
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に

対
す
る
石
田
の
返
答
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
（
７
）。

今
後
当
方
が
苟
く
も
紐
育
店
と
同
一
の
失
態
を
演
じ
候
ニ
於
て
ハ
三
井
と
し
て
の

o
il

b
u
sin

ess
ニ
於
け
る
信
用
は
零
な
る
べ
く
候
故
、
此
際
ハ

涙
ヲ
呑
ん
で
地
方
約
定
の
履
行
を
確
保
し
、
万
ニ
誤
り
な
き
を
期
す
る
こ
そ
策
の
得
た
る
物
な
る
べ
く
、
本
店
重
役
の
「
出
来
る
丈
け
協
力
せ
よ
」

と
言
ふ
意
味
は
「
地
方
の
得
意
先
に
対
す
る
責
務
を
度
外
し
て

�」
と
言
ふ
意
味
ニ
ハ
可
無
之
候

こ
の
よ
う
に
石
田
は
、
ど
の
よ
う
に
損
失
が
発
生
し
よ
う
と
大
豆
油
の
顧
客
（「
地
方
の
得
意
先
」）
と
の
売
約
定
を
履
行
す
べ
き
で
あ
る

と
し
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

o
p
en

m
a
rk

et
ra

te
に
て
買
戻
し
得
意
先
ニ
対
し
其
誠
意
を
示
す
事
ニ
有
之
、
斯
く
す
れ
ば
約
定
期
限
の
延
期
も
承
諾
可
致
、
出
来
る
丈
ケ
有
利
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ニ
解
決
出
来
可
申
候
、
要
す
る
ニ
事

�ニ
至
り
て
ハ
断
固
の
処
置
を
採
り
或
程
度

�ハ
算
盤
玉
を
度
外
し
せ
る
方
法
を
採
る
べ
く
、

L
o
ss
の
多
少

増
大
す
る
ニ
懸
念
す
る
の
余
り
例
の
弥
縫
策
ハ
止
め
ニ
致
度
存
し
御
座
候
、
今
日
の
油
市
場
の
大
勢
は

�か
の
値

�ニ
ク
ヨ
ク
ヨ
致
居
る
際
ニ
無
之

と
存
候

顧
客
に
対
し
て
市
場
価
格
で
大
豆
油
を
買
い
戻
す
と
伝
え
て
誠
意
を
示
す
べ
き
で
あ
る
、
そ
う
す
れ
ば
、
顧
客
に
よ
っ
て
は
買
い
戻
し
で

は
な
く
約
定
期
限
の
延
期
を
承
諾
し
て
く
れ
る
、
要
す
る
に
損
得
を
度
外
視
し
て
断
固
と
し
た
措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
の
で
あ

る
。こ
こ
で
い
っ
た
ん
後
者
の
対
応
へ
目
を
移
す
と
、
本
店
は
天
津
に
勤
務
し
て
い
た
高
木
舜
三
を
東
京
へ
呼
び
（
一
〇
月
一
七
日
着
京
）
、

高
木
に
対
し
て
秘
密
裡
に
事
態
を
把
握
・
収
拾
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
と
思
わ
れ
る
。
天
津
支
店
長
就
任
（
三
月
二
〇
日
）
直
前
ま
で
、
高

木
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
雑
貨
掛
主
任
の
地
位
に
あ
り
、
大
豆
油
取
引
の
責
任
者
で
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の
大
豆
油
取
引
を
知
悉

し
て
い
た
高
木
は
、
瀬
古
孝
之
助
と
と
も
に
、
一
〇
月
二
六
日
に
米
国
へ
向
け
て
横
浜
か
ら
出
帆
し
、
一
一
月
二
二
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到

着
し
事
態
の
収
拾
に
あ
た
っ
た
（
８
）。
事
件
が
発
覚
し
た
時
の
大
豆
油
取
引
の
責
任
者
は
、
か
つ
て
の
雑
貨
掛
主
任
高
木
の
部
下
の
手
島
貞
隆

（
事
件
が
発
覚
し
た
九
月
現
在
、
輸
入
雑
貨
係
主
任
）
で
あ
る
。
手
島
は
発
覚
か
ら
約
半
年
後
の
一
九
一
八
年
四
月
一
日
に
解
雇
さ
れ
て

い
る
（
９
）。

高
木
は
シ
ア
ト
ル
店
の
石
田
に
協
力
を
求
め
、
ふ
た
つ
の
援
助
を
取
り
付
け
た
。
一
つ
は
、
一
九
一
八
年
上
期
（
一
九
一
七
年
一
一
月

�

一
九
一
八
年
四
月
）
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の
大
豆
油
取
引
（
約
定
）
を
す
べ
て
シ
ア
ト
ル
店
が
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

こ
の
期
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
で
生
じ
る
は
ず
の
大
豆
油
取
引
の
巨
額
損
失
を
シ
ア
ト
ル
店
が
あ
え
て
引
き
受
け
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す

る
。
シ
ア
ト
ル
店
で
の
取
引
を
お
こ
な
う
た
め
輸
入
雑
貨
掛
で
手
島
の
次
席
の
大
野
敬
佶
を
シ
ア
ト
ル
店
に
異
動
さ
せ
る
（
一
九
一
七
年
一
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二
月
二
八
日
異
動
辞
令
、
一
九
一
八
年
一
月
二
二
日
着
任
）
な
ど
、
シ
ア
ト
ル
店
で
担
当
人
員
の
拡
充
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
（

�）。
ま
た
、
一

九
一
七
年
一
二
月
、
大
豆
油
が
穀
肥
部
商
品
に
指
定
さ
れ
（

�）、
穀
肥
部
本
部
の
指
示
の
も
と
で
穀
肥
部
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
部
の
シ
ア
ト
ル

在
勤
石
田
礼
助
ら
が
大
豆
油
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

も
う
ひ
と
つ
の
援
助
は
、
一
九
一
八
年
二
月
頃
に
実
施
さ
れ
た
シ
ア
ト
ル
店
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
へ
の
三
四
〇
万
ド
ル
の
「
コ
ン
ト

リ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
（
贈
与
）
で
あ
る
（

�）。
シ
ア
ト
ル
店
は
一
九
一
八
年
上
期
（
一
九
一
七
年
一
一
月

�一
九
一
八
年
四
月
）
に
用
船
勘
定
で

多
額
の
総
益
金
を
生
み
出
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
総
益
金
の
一
部
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
に
贈
与
す
る
こ
と
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店

で
の
巨
額
損
失
に
対
し
て
補

�し
た
の
で
あ
る
。
一
九
一
八
年
二
月
一
五
日
付
け
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
か
ら
シ
ア
ト
ル
店
へ
の
問
い

あ
わ
せ
電
信
に
対
し
、
直
ち
に
返
答
し
た
電
信
（
英
文
）
に
は
、
「
シ
ア
ト
ル
店
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
に
対
し
て
上
記
の
金
額
を
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
支
店
へ
貸
し
付
け
る
こ
と
な
く
、
コ
ン
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
し
た
」
と
明
記
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
所
轄
の
シ
ア
ト
ル
店
が
大
規
模
な
用
船
を
お
こ
な
っ
て
い
た
た
め
、
船
舶
部
か
ら
本
店
経
由
で
シ
ア

ト
ル
店
用
船
料
を
付
け
替
え
ら
れ
て
い
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
は
、
本
支
店
貸
借
勘
定
で
八
〇
〇
万
円
以
上
の
借
越
状
態
に
あ
っ
た
。

こ
の
金
額
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
の
借
越
限
度
額
一
〇
〇
万
円
を
大
幅
に
上
回
っ
て
お
り
、
本
店
会
計
課
は
二
月
一
日
か
ら
限
度
超
過

分
に
対
し
て
五
割
増
し
の
日
歩
を
賦
課
し
は
じ
め
た
（

�）。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
の
勘
定
掛
は
、
こ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
開
始
に
加
え
、
本
店

会
計
課
か
ら
の
「
再
三
再
四
」
減
額
す
る
よ
う
求
め
る
「
矢
ノ
如
キ
飛
電
ニ
対
シ
」
て
も
苦
慮
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
勘
定
掛
が
、
三
四
〇

万
ド
ル
は
「
暫
ラ
ク
ノ
間
、
付
替
へ
ザ
ル
ノ
ミ
ニ
テ
早
晩
何
カ
ノ
方
法
ニ
ヨ
リ
決
済
セ
ラ
ル
ヘ
キ
性
質
ノ
モ
ノ
ト
推
定
致
シ
」
「
独
断
ヲ
以

テ
」
二
月
一
六
日
に
本
店
へ
電
信
を
発
し
て
、
三
四
〇
万
ド
ル
を
円
貨
に
換
算
し
て
六
六
〇
万
円
を
本
支
店
貸
借
勘
定
に
よ
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
支
店
へ
振
り
替
え
、
本
店
借
越
額
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
本
店
会
計
課
が
こ
の
二
月
一
六
日
の
電
信
内
容
の
確
認
の
た
め
、

書
状
を
二
月
一
九
日
付
け
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
に
送
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
書
状
を
み
た
高
木
は
驚
愕
し
、
三
月
一
六
日
に
電
信
（
英
文
）
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で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
に
対
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
抗
議
し
た
。
「
貴
店
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
に
無
断
で
こ
の
よ
う
な
行
為
を
お
こ
な

っ
た
こ
と
を
知
り
驚
愕
し
た
。
取
締
役
を
含
む
我
々
全
員
が
秘
匿
し
よ
う
と
し
て
い
た
大
豆
油
取
引
の
損
失
が
ど
の
く
ら
い
の
規
模
か
を
本

店
会
計
課
の
職
員
は
だ
れ
で
も
推
測
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
貴
店
が
会
計
課
に
対
し
て
、
先
の
振
替
は
誤
り
で
あ
り
、
取
り
消
す
と
い
う
電
信

を
送
る
よ
う
強
く
勧
告
す
る
」。
こ
の
抗
議
を
受
け
、
三
月
一
六
日
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
は
本
店
へ
電
信
（
英
文
）
し
て
、「
六
六
〇

万
円
の
コ
ン
ト
リ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
へ
貸
し
と
い
う
記
載
は
誤
り
で
あ
り
、
可
能
で
あ
れ
ば
三
月
一
六
日
付

で
弊
店
の
本
支
店
勘
定
に
戻
し
て
ほ
し
い
」
と
依
頼
し
た
（

�）。

こ
の
電
信
に
対
し
て
本
店
会
計
課
長
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
長
宛
の
書
状
（
三
月
二
二
日
付
）
で
、
「
御
振
替
相
成
候
豆
油
代
金
ト

シ
テ
」
「
貴
方
へ

C
r
申
上
」
げ
た
「
六
百
六
拾
万
円
ハ

R
eserv

e
致
サ
レ
候
事
ニ
有
之
候
（

	）」
、
す
な
わ
ち
シ
ア
ト
ル
店
が
六
六
〇
万
円
相
当

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
に
貸
し
付
け
ず
、
リ
ザ
ー
ブ
と
し
て
留
保
し
た
と
考
え
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
が
巨
額
の
損
失
を
蒙
っ
た
と
は
推
測

し
な
か
っ
た
た
め
（
な
お
、
訂
正
は
三
月
一
六
日
付
で
は
な
く
、
最
初
の
本
店
入
帳
日
二
月
一
九
日
付
で
記
帳
）
、
高
木
の
心
配
は
杞
憂
に

終
わ
っ
た
。
高
木
は
こ
の
書
状
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
へ
の
到
着
（
四
月
一
五
日
）
前
、
三
月
に
シ
ア
ト
ル
店
へ
赴
い
て
石
田
と
協
議

し
た
の
ち
、
二
七
日
に
シ
ア
ト
ル
を
出
帆
し
て
、
四
月
一
一
日
に
帰
朝
し
た
（


）。

な
お
、
そ
の
後
、
高
木
は
六
月
二
七
日
に
天
津
支
店
長
を
解
任
さ
れ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
勤
務
を
命
じ
ら
れ
、
九
月
二
五
日
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
着
任
し
た
。
職
員
録
に
は
「
支
店
長
代
理

高
木
舜
三
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
高
木
は
大
豆
油
取
引
の
残
務
処
理
に
当
た
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
翌
一
九
一
九
年
一
月
二
九
日
「
午
前
八
時
心
臓
麻
痺
ニ
テ
死
去
」
し
た
（

�）。

二
大

豆
油

取
引

で
の

巨
額

損
失

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の
大
豆
油
取
引
で
後
述
す
る
よ
う
な
巨
額
の
損
失
が
発
生
し
た
理
由
は
、
単
に
実
物
（
現
品
）
の
取
引
に
お
い
て
売
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越
を
お
こ
な
い
失
敗
し
た
た
め
だ
け
で
な
く
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
農
産
品
取
引
所
（
N
ew

Y
o
rk

P
ro

d
u
ce

E
x
ch

a
n
g
e）
の
定
期
取
引

（
清
算
取
引
）
で
売
越
行
為
を
お
こ
な
い
失
敗
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（

�）。

然
ル
ニ
油
損
失
ノ
証
明
タ
ル
ヤ
当
店
帳
簿
ニ
テ
ハ
全
然
不
可
能
ナ
ル
事
ニ
テ
ド
ー
シ
テ
モ
社
外
ノ
援
助
ヲ
得
ザ
レ
バ
其
損
失
ナ
ル
所
以
ヲ
明
ニ
ス
ル

事
能
ハ
ザ
ル
困
難
ア
リ
、
其
理
由
ハ
当
時
ノ
担
任
者
ガ
当
社
ヲ
代
表
ス
ル
権
限
ヲ
与
ヘ
ラ
レ
居
タ
ル
ヲ
利
用
シ
内
密
ニ
当
社
ノ
勘
定
ニ
テ
ナ
シ
タ
ル

投
機
思
惑
ノ
損
失
ガ
大
部
分
ヲ
占
ム
ル
故
ナ
リ
、
コ
ノ
損
失
ヲ
支
弁
ス
ル
為
ニ
恰
モ
現
実
ニ
現
品
ヲ
買
ヒ
タ
ル
如
ク
支
払
伝
票
ヲ
作
リ
テ
金
ヲ
引
出

シ
斯
ク
テ
帳
簿
ニ
計
上
セ
ラ
ル
ヽ
架
空
ノ
在
荷
ヲ
処
置
ス
ル
為
ニ
架
空
ノ
売
掛
伝
票
ヲ
作
ル
等
、
種
々
ノ
手
段
ヲ
講
ジ
ラ
レ
居
リ
帳
簿
ニ
資
産
ト
シ

テ
表
ハ
レ
居
ル
商
品
並
ニ
売
掛
金
中
、
何
程
ガ
真
ノ
資
産
ニ
シ
テ
何
程
ガ
然
ラ
ザ
ル
カ
、
即
チ
損
失
ナ
ル
カ
ヲ
証
明
ス
ル
ニ
社
外
関
係
先
ノ
援
助
ヲ

必
要
ト
ス
ル
所
以
ナ
リ

輸
入
雑
貨
掛
主
任
手
島
貞
隆
に
「
当
社
ヲ
代
表
ス
ル
権
限
」
（
支
店
長
に
代
わ
り
契
約
を
お
こ
な
う
権
限
（

�））
が
与
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、

手
島
が
密
か
に
お
こ
な
っ
た
「
投
機
思
惑
ノ
損
失
」
（
定
期
取
引
で
の
損
失
）
が
損
失
の
大
部
分
を
占
め
た
。
手
島
は
こ
の
損
失
（
定
期
取

引
で
の
清
算
金
）
を
支
弁
す
る
た
め
、
あ
た
か
も
現
品
を
仕
入
れ
た
か
の
よ
う
に
仮
装
し
て
支
払
伝
票
を
作
成
し
、
さ
ら
に
現
品
を
売
っ
た

か
の
よ
う
に
装
っ
て
架
空
の
売
掛
伝
票
を
作
成
す
る
な
ど
、
様
々
な
手
段
を
講
じ
た
。
そ
の
た
め
、
支
店
の
帳
簿
に
資
産
と
し
て
計
上
さ
れ

て
い
る
在
庫
と
売
掛
金
の
う
ち
、
ど
れ
ほ
ど
が
本
当
の
資
産
で
あ
る
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
支
店
の
帳
簿
だ
け
で
は

大
豆
油
損
失
の
全
体
が
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

事
件
発
覚
か
ら
四
年
半
く
ら
い
後
の
一
九
二
二
年
二
月
、
米
国
の
内
国
歳
入
庁
（

U
.
S
.
In
tern

a
l
R
ev
en

u
e
S
erv

ice）
は
、
三
井
物

産
の
一
九
一
七
年
度
・
一
九
一
八
年
度
所
得
申
告
に
疑
い
を
も
ち
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の
帳
簿
検
査
に
着
手
し
た
。
さ
ら
に
サ
ン
フ
ラ
ン
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シ
ス
コ
支
店
・
シ
ア
ト
ル
店
に
対
し
て
も
帳
簿
検
査
を
始
め
た
。
帳
簿
検
査
に
対
処
し
損
失
が
ど
れ
だ
け
か
を
証
明
す
る
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
支
店
は
、
第
一
に
、
取
引
の
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
農
産
品
取
引
所
仲
買
人
に
協
力
を
求
め
て
、
三
井
物
産
の
「
勘
定
出
入
表
」
を
請

求
し
、
第
二
に
、
関
係
得
意
先
に
対
し
て
三
井
物
産
か
ら
買
い
付
け
、
荷
渡
し
を
受
け
た
「
商
品
明
細
表
」
を
請
求
し
た
。
仲
買
人
の
な
か

に
は
廃
業
し
た
も
の
も
あ
り
、
ま
た
一
社
だ
け
は
回
答
を
拒
絶
し
た
も
の
の
、
他
の
仲
買
人
は
好
意
的
に
書
類
の
交
付
に
応
じ
た
と
い
う
。

ま
た
関
係
得
意
先
は
す
べ
て
好
意
的
に
応
じ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
各
決
算
期
に
ど
れ
だ
け
の
損
失
を
蒙
っ
た
か
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店

自
ら
が
把
握
す
る
の
は
事
件
発
覚
か
ら
四
年
半
く
ら
い
後
の
こ
と
で
あ
る
。
最
終
的
に
内
国
歳
入
庁
と
の
間
で
一
九
一
七
年
度
・
一
九
一
八

年
度
所
得
額
に
つ
い
て
決
着
が
つ
い
た
の
は
さ
ら
に
四
年
後
の
一
九
二
六
年
三
月
一
八
日
で
あ
る
（

�）。

確
定
し
た
一
九
一
七
年
度
・
一
九
一
八
年
度
所
得
の
内
容
を
見
る
前
に
、
ま
ず
、
両
年
度
で
課
税
対
象
と
な
っ
た
所
得
は
何
か
、
課
税
対

象
外
の
所
得
は
何
か
を
説
明
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
従
来
の
研
究
（

�）で
の
誤
解
を
訂
正
し
て
お
く
。

従
来
の
研
究
で
は
、
独
立
採
算
単
位
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
・
シ
ア
ト
ル
店
が
計
上
し
た
所
得
（
純
利

益
）
に
課
税
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
誤
解
し
て
、
税
金
関
係
の
書
類
に
記
載
さ
れ
た
数
値
を
用
い
て
三
井
物
産
米
国
店
の
損
益
の
状
況
を
分
析

し
て
い
る
。
し
か
し
一
九
一
七
年
に
米
国
の
所
得
税
法
は
、
急
増
し
た
戦
時
利
得
へ
の
課
税
を
強
化
し
歳
入
増
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

企
業
が
計
上
し
た
純
利
益
に
課
税
す
る
方
法
で
は
な
く
、
全
く
違
う
複
雑
な
課
税
方
法
に
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
一
七
年
所
得
税
法

で
は
「
純
所
得
（

N
et

In
co
m
e）
ト
ハ
米
国
内
ノ
源
泉
ヨ
リ
得
タ
ル
総
所
得
（

G
ro

ss
In
co
m
e）
ヨ
リ
税
法
ニ
ヨ
リ
一
定
セ
ル
諸
控
除

金
（

a
llo

w
a
b
le

D
ed

u
ctio

n
s）
ヲ
差
引
キ
タ
ル
モ
ノ
（

�）」
と
規
定
さ
れ
た
。
つ
ま
り
こ
の
税
法
の
対
象
は
、
米
国
内
に
利
益
の
源
泉
が
あ

る
も
の
（
「
総
所
得
」
）
、
す
な
わ
ち
米
国
内
で
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
の
代
金
が
支
払
わ
れ
た
も
の
（
「
総
所
得
」
）
か
ら
諸
控
除
金
を
差
し
引
い

た
も
の
（「
純
所
得
」
）
と
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
「
総
所
得
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
日
本
な
ど
の
外
国
か
ら
輸
入
し
て
米
国
内
で
商
品
を
売
却
し
た
場
合
は
米
国
内
の
企
業
な
い
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し
個
人
が
代
金
を
支
払
う
（
利
益
の
源
泉
が
米
国
内
に
あ
る
）
た
め
対
象
と
な
り
、
米
国
か
ら
商
品
を
輸
出
し
た
場
合
は
外
国
の
企
業
な
い

し
個
人
が
代
金
を
支
払
う
（
利
益
の
源
泉
が
米
国
内
に
な
い
）
た
め
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
運
輸
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
米
国
へ
寄
港
す
る
船
舶

の
運
賃
は
米
国
内
の
企
業
あ
る
い
は
個
人
が
最
終
的
に
代
金
を
負
担
す
る
（
利
益
の
源
泉
が
米
国
に
あ
る
）
と
み
な
さ
れ
て
対
象
と
な
り
、

米
国
か
ら
出
港
す
る
船
舶
の
運
賃
は
外
国
企
業
な
い
し
個
人
が
最
終
的
に
負
担
す
る
（
利
益
の
源
泉
が
米
国
内
に
な
い
）
と
み
な
さ
れ
て
対

象
と
な
ら
な
い
。

こ
の
税
法
の
複
雑
な
と
こ
ろ
は
、
第
一
に
、
米
国
外
の
三
井
物
産
の
店
舖
が
商
品
（
モ
ノ
）
を
仕
入
れ
、
こ
れ
を
米
国
内
の
店
舖
が
輸
入

し
て
米
国
内
で
売
却
し
た
場
合
、
米
国
外
の
三
井
物
産
の
店
舖
が
あ
げ
た
所
得
も
課
税
対
象
に
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
運
輸
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
三
井
物
産
船
舶
部
が
運
用
す
る
船
舶
が
米
国
に
寄
港
す
る
と
、
そ
の
際
に
得
た
船
舶
部
の
所
得
（
運
賃
か
ら
経
費
と
引
い
た
も
の
）
も

対
象
に
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
「
総
所
得
」
か
ら
の
控
除
金
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
る
か
が
曖
昧
な
こ
と
で
あ
る
。
内
国
歳
入

庁
の
税
務
検
査
官
は
、
三
井
物
産
本
店
本
部
で
の
経
費
の
う
ち
、
三
井
物
産
の
米
国
内
各
店
へ
計
算
上
割
り
当
て
ら
れ
る
と
み
な
さ
れ
る
経

費
を
控
除
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
三
井
物
産
は
控
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
最
終
的
に
税
務
検
査
官
も
こ
れ
に
同
意
し
て

い
る
（

�）。

で
は
、
ま
ず
一
九
一
七
年
度
（
確
定
し
た
も
の
）
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
「
純
所
得
」
を
み
よ
う
（
第

12表
）。「
大
豆
・
米
」
か
ら
「
石

炭
・
運
輸
」
ま
で
の
「
課
税
所
得
」
欄
の
数
値
は
、
総
損
益
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
割
当
経
費
（
人
件
費
な
ど
支
店
経
費
を
機
械
的
に
で

は
な
く
、
実
態
に
合
わ
せ
て
詳
細
に
計
算
し
て
割
り
当
て
た
経
費
）
を
差
し
引
い
た
「
純
益
金
」（
あ
る
い
は
「
純
損
金
」）
の
数
値
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
従
来
の
研
究
で
は
「
油
（
外
国
売
買
）
」
を
石
油
と
解
釈
し
、
石
油
取
引
で
巨
額
の
損
失
を
蒙
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
米

国
の
石
油
を
外
国
に
輸
出
し
た
場
合
は
課
税
対
象
に
な
ら
な
い
（
な
お
、
実
際
に
は
、
三
井
物
産
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
に
よ
る
日
本
や
日
本

以
外
の
国
へ
の
石
油
輸
出
ほ
と
ん
ど
な
い
と
推
定
さ
れ
る
）
。
本
表
の
「
油
（
外
国
売
買
）
」
（
日
本
を
基
準
と
し
た
分
類
）
は
日
本
以
外
の
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第12表 ニューヨーク支店の1917年度損益（米国課税所得） （単位：ドル）

商 品 名 課税所得

大豆・米 33,759.73

大豆油 －2,825,148.27

麻布 381,945.08

樟脳 103,482.13

羽二重 13,453.75

麻縄 －4,772.79

時局品（戦時ビジネス） 81,478.61

金属（外国売買） 5,171.54

金属（輸出） －266,364.41

油（外国売買） －1,900,407.19

ゴム －111,958.64

雑貨（輸出） －6,637.52

日本生糸 1,235,331.78

中国生糸 215,244.76

雑品（外国売買） 57,864.67

茶 96,179.72

石炭・運輸 21,932.23

利子（損益計算に付け替えるもの） 32,721.57

綿花

帳簿利益 30,212.71

先物取引（大阪勘定） －425,326.49

先物取引（ボンベイ勘定） 16,908.00

為替差額 239,619.00

大阪へ付け替えるべき南部棉花の利益 399,722.33

ニューヨーク支店費用の分担分 －8,614.06 252,521.49

税務検査官カーが評価したシアトル・サンフランシスコ店からニュー
ヨーク支店への利益付替 527,338.00

社内利子の調整勘定 86,376.34

合計 －1,979,487.43

サンフランシスコ・シアトル店利益の予想減額（控除） 527,338.00

税務検査官カーが認定した1917年度ニューヨーク支店純損金 －2,506,825.43

出所） ・SUMMARY OFNEW YORK AGENTREPORTFORTHEFISCALYEAR1917・（「検

査官報告書」付録書類第14号、Entry#101Container#396）。

注） 合計欄の数値は、各項目を集計した数値－1,909,487.43ドルと比べ7万ドル異なる。油（外国売買）

の正しい数値は－1,970,407.19ドルではないかと推定される。しかし、原資料のまま掲出した。



地
域
か
ら
米
国
に
輸
入
さ
れ
た
植
物
油
（
大
豆
油
以
外
。
具
体
的
に
は
上
海
支
店
か
ら
買
付
の
落
花
生
油
な
ど
（

�））
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
で
は
大
豆
油
取
引
で
二
八
二
万
五
一
四
八
ド
ル
の
純
損
金
だ
け
で
な
く
、
大
豆
油
以
外
の
植
物
油
取
引
で
も
一
九
〇
万

〇
四
〇
七
ド
ル
の
純
損
金
を
発
生
さ
せ
、
植
物
油
全
体
の
純
損
金
は
四
七
二
万
五
五
五
五
ド
ル
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
他
、
「
金
属

（
輸
出
）」（
大
阪
支
店
か
ら
買
付
の
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
・
銅
・
亜
鉛
末
な
ど
）、「
ゴ
ム
」（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支
店
・
バ
タ
ビ
ヤ
出
張
員
か
ら
買
付
）

で
も
そ
れ
ぞ
れ
二
六
万
六
三
六
四
ド
ル
、
一
一
万
一
九
五
九
ド
ル
の
純
損
金
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
純
損
金
を
発
生
さ
せ
た
た
め
、
税
務

検
査
官
が
認
定
し
、
三
井
物
産
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
が
同
意
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
純
損
金
は
二
五
〇
万
六
八
二
五
ド
ル
と
な
っ
た
。

つ
ぎ
に
一
九
一
八
年
度
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
「
純
所
得
」
を
み
る
と
（
第

13表
）、
大
豆
油
取
引
で
八
二
一
万
七
三
七
六
ド
ル
、（
定
期
取

引
分
と
推
定
）「
油
（
外
国
売
買
）」
で
一
一
万
八
三
七
二
ド
ル
、
し
た
が
っ
て
植
物
油
合
計
で
八
三
三
万
五
七
四
八
ド
ル
も
の
巨
額
の
純
損

金
と
な
っ
た
。
ゴ
ム
や
「
雑
輸
出
品
」
（
日
本
か
ら
の
買
付
品
）
で
も
損
失
を
計
上
し
た
。
そ
の
結
果
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
純
損
金
は
四

二
九
万
九
六
三
二
ド
ル
に
達
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
一
八
年
上
期
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の
大
豆
油
取
引
を
引
き
継
い
だ
シ
ア
ト
ル
店
を
み
る
と
、
引
き
継
い
だ
た
め
に
大
豆
油

の
売
約
高
は
、
一
九
一
七
年
下
期
二
一
〇
三
万
円
か
ら
一
九
一
八
年
上
期
三
六
一
八
万
円
に
急
増
し
た
（

�）。
こ
の
急
増
が
逆
に
シ
ア
ト
ル
店
の

業
績
を
圧
迫
し
た
。
一
九
一
八
年
度
の
総
損
益
を
み
る
と
（
第

14表
）、
大
豆
油
で
一
四
五
万
八
二
五
六
ド
ル
の
総
損
金
を
計
上
し
て
い
る
。

穀
肥
部
商
品
合
計
で
み
て
も
一
四
四
万
五
五
五
一
ド
ル
の
総
損
金
と
な
っ
た
。
シ
ア
ト
ル
店
の
「
公
表
」
穀
肥
部
総
益
金
（
前
掲
、
第

10表
）

は
一
六
万
七
九
二
二
ド
ル
（
上
期
五
万
三
八
三
九
ド
ル
、
下
期
一
一
万
四
〇
八
三
ド
ル
）
な
の
で
、
穀
肥
部
関
係
に
対
し
て
約
一
六
〇
万
ド

ル
（
一
六
一
万
三
四
七
三
ド
ル
）
の
経
理
操
作
（
利
益
の
付
け
替
え
）
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
シ
ア
ト
ル
店
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の

大
豆
油
取
引
を
引
き
継
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
純
益
金
を
あ
げ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
は
そ
の
場
合
の
純
益
金
を
〇
と
仮
定

し
、
穀
肥
部
経
費
（
一
〇
万
六
八
六
九
ド
ル
）
の
半
額
を
大
豆
油
取
引
の
経
費
（
過
少
に
見
積
り
）
と
す
る
と
、
シ
ア
ト
ル
店
が
引
き
受
け
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な
け
れ
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
に
発
生
し
た
は
ず
の
大
豆
油
純
損
金
は
過
少
に
推
計
し
て
も
一
五
一
万
一
六
九
一
ド
ル
と
な
る
。

以
上
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
関
係
の
大
豆
油
な
ど
植
物
油
純
損
金
は
、
一
九
一
七
年
度
四
七
二
万
五
五
五
五
ド
ル
（
う
ち
大
豆
油
二
八

二
万
五
一
四
八
ド
ル
）、
一
九
一
八
年
度
八
三
三
万
五
七
四
八
ド
ル
（
う
ち
大
豆
油
八
二
一
万
七
三
七
六
ド
ル
）、
一
九
一
八
年
度
シ
ア
ト
ル

店
一
五
一
万
一
六
九
一
ド
ル
（
大
豆
油
）
、
合
計
一
四
五
七
万
二
九
九
五
ド
ル
（
う
ち
大
豆
油
一
二
五
五
万
四
二
一
五
ド
ル
）
で
あ
る
。
こ

れ
を
一
九
一
八
年
下
期
決
算
の
為
替
レ
ー
ト
（
一
〇
〇
円
＝
四
九
ド
ル
）
で
換
算
す
る
と
、
二
九
七
四
万
円
（
う
ち
大
豆
油
二
五
六
二
万
円
）

に
達
す
る
。
こ
の
数
値
は
、
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
店
は
一
挙
に
三
千
万
以
上
の
損
を
出
し
て
し
ま
っ
た
（

�）」
と
い
う
石
田
礼
助
の
証
言
に
ほ
ぼ
符
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第13表 ニューヨーク支店の1918年度損益
（米国課税所得） （単位：ドル）

商品名 課税所得（整理仕訳済み）

日本生糸 1,270,858.74

上海生糸 53,924.39

広東生糸 25,805.43

大豆油 －8,217,375.77

油（外国売買） －118,372.31

大豆・米 76,169.88

麻縄 21,347.17

ゴム －75,638.04

羽二重 147,627.02

金属（輸入） �

金属（輸出） 211,540.33

雑輸入品 2,080.83

雑外国売買品 12,509.69

雑輸出品 －78,757.40

茶 103,655.01

麻布 607,607.99

時局品 64,332.04

樟脳 37,052.92

小計 －5,855,632.08

石炭・運輸 10,728.34

鉄道・機械 �

一部大豆油損失を本店へ付替え 1,567,500.00

合計 －4,277,403.74

利子 168,104.54

一般経費 52,452.24

本店経費負担額 －242,785.51

総計 －4,299,632.47

出所） ・COMBINED PROFIT AND LOSSACCOUNT OF

NEW YORKBRANCHOCTOBER1917TOOCTOBER

1918・（「検査官報告書」付録書類第27号、Entry#101

Container#396）。

注） 1.一部大豆油損失を本店付替え［（Part）BeanOilLoss

TransferredtoHeadOffice（J407B）］は、大豆油損

失の数値8,217,375.77ドルに対し整理仕訳したものである

と、つぎのように記載されている。・Adjustedinfigures

$8,217,375.77above.・.

2.日本生糸の数値は生糸部全体の数値（すなわち横浜店

分を紐育店へ付け替えたあとの数値）である。

3.出所資料の表記は、1917年10月から1918年10月となっ

ている。しかし、これは誤記と思われる。正しくは1917

年11月から1918年10月である。
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（単位：ドル）

収益 差引

［備考］船舶運賃
雑費 NY店勘定 売上高など 損失 利益

東京･SF店 太洋海運

24,894.50 444,176.32 637.06 穀肥部商品

5,026.26 188,925.23 1,687.56

36,506.38 406,691.35 97,998.12

42,297.30 229,329.13 26,034.12

19,954.08 20,650.88 16,849.74

50,207.04 913,669.83 90,090.57

2,036.33 95,030.09 550.09

42,184.19 2,425,615.37 47,817.24

3,260.72 20,724.81 16.16

17,559.70 83,587.05 9,387.15

41.25 5,565.93 134.68穀肥部商品

277.79 6,959.87 178.62 穀肥部商品

32,711.20 1,476,182.13 15,270.84穀肥部商品

10,099.81 13,640.68 1,884.13 穀肥部商品

426,462.80317,000.001,025,849.14 2,557,043.2834,373,117.291,458,256.45 穀肥部商品

22,039.35 213,619.12 23,566.50

64,167.06 533,733.61 198,860.94

583,784.87 6,814,320.98 37,836.03

52,475.67 3,251,937.47 7,849.39

3,625.28 182,828.30 2,019.24

3,266.43 79,272.68 3,241.23

45,444.97 1,039,816.17 27,144.40

3,845.93 223,880.76 28,328.04

264.09 196.09

71,988.82 5,088.82

6,086.52

51.64 482.39 430.75

1,478.90 65,199.38 12,266.94

4.55 6,367.04 1,802.49

426,462.80317,000.002,093,090.34 2,557,043.2853,193,663.291,745,710.17369,713.22

年12月19日付け］の付録書類、Entry#101Container#396）。

ルにブリキ缶（潰したもの）の利益394,150.76ドルを加えたものである。

ように、これは米国内で生まれた収益ではないため収益から除き、損失に加えて数値を掲出した。

とすると本表の輸出、外国売買は、日本からの輸入と日本以外からの輸入である。
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第14表 シアトル店の1918年度商品取引勘定明細（米国課税関係）

商品

費用

三井物産仕
入店送り状

他社送り状
販売費

米国内購入 船舶 神戸・大連店

大豆（輸出） 305,321.93 97,316.25 13,113.70 4,167.00

穀物（輸出） 185,586.53

落花生（外国売買）（輸出） 227,028.11 13,908.74 31,250.00

穀物（外国売買） 160,997.71

雑品（輸出） 17,546.54

麻袋（外国売買） 696,904.05 76,468.17

卵（外国売買） 92,443.67

錫（外国売買） 2,322,848.54 12,765.40

魚（外国売買） 17,480.25

金属（輸出） 75,414.50

米（輸出） 5,390.00

大豆（輸出） 6,860.70

米（外国売買） 583,672.89 844,527.20

大豆（外国売買） 2,975.00 2,450.00

大豆油（外国売買） 15,015,652.52 9,556,352.42 794,689.22 5,615,626.34 522,698.02

蓖麻子油 41,682.50 126,330.77

菜種油 439,503.24 185,962.95 42,961.30

落花生油 3,939,811.41 1,704,825.93 9,424.80 614,310.00

ココナッツ油 2,103,310.99 846,347.39 109,261.45 129,628.00 18,763.36

魚油 165,183.78 12,000.00

荏油 72,765.02

綿実油 700,657.39 207,345.00 59,224.41

桐油 138,691.38 53,015.41

麻実油 68.00

燃料油 66,900.00

ごま油 4,886.52 1,200.00

木材（外国売買。一部）

雑品（外国売買） 75,987.42

金属（外国売買） 4,560.00

合計 27,403,230.59 12,517,135.71 1,083,766.08 7,571,245.65 600,685.79

出所） ・Mitsui& Co.TradingAccounts・（シアトル店1918年度所得に関する税務検査官調査報告書［1923

注） 1.原資料では、利益から損失を引いた数値－981,846.19ドルは、1918年度上・下期損益－1,375,996.95ド

2.原資料では大豆油の中にブリキ缶（潰れ）の利益394,150.76ドルが含まれている。三井物産が主張した

3.本表の輸出は日本からの輸出、外国売買は日本以外での外国間貿易である。したがって、米国を基準

4.穀肥部商品の合計総損益は、－1,445,550.74ドルである。

5.「SF店」はサンフランシスコ支店、「NY店」はニューヨーク支店の略である。



合
す
る
。
一
九
二
〇
年
二
月
に
発
覚
し
た
古
河
商
事
の
大
連
事
件
（
大
豆
粕
な
ど
の
農
産
物
取
引
の
失
敗
）
で
の
損
失
額
二
五
六
九
万
円
（

�）と

比
較
す
る
と
、
こ
れ
を
四
〇
〇
万
円
も
上
回
る
巨
額
の
損
失
を
発
生
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。

三
損

失
の

補
�

損
失
補

�の
問
題
に
つ
い
て
は
、
三
井
物
産
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
が
そ
れ
ぞ
れ
の
決
算
期
間
（
半
期
）
に
当
初
（
補

�前
）
ど
の
よ
う
な

決
算
を
お
こ
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
に
対
し
て
本
店
な
ど
が
ど
の
程
度
補

�し
て
、
「
公
表
」
純
損
益
の
数
値
が
作
ら
れ
た
か
を
み
る
必
要
が

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
税
務
検
査
官
に
よ
る
帳
簿
検
査
実
施
が
濃
厚
と
な
っ
た
た
め
、
一
九
二
一
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の
勘
定
掛
が
一
九

一
七
年
度
関
係
の
書
類
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
本
店
報
告
ニ
用
ヒ
タ
ル
損
益
明
細
表
」
は
あ
っ
た
も
の
の
、「
コ
レ
モ
紐
育
店
ノ
書
類
保
存
不

完
全
ノ
為
、
明
瞭
ナ
ル
控
ナ
ク
不
充
分
ナ
ガ
ラ
其
原
稿
ト
認
メ
得
ベ
キ
モ
ノ
数
葉
発
見
シ
タ
ル
ノ
ミ
（

�）」
と
い
う
状
態
で
あ
り
、
ま
た
現
在
、

こ
の
よ
う
な
損
益
明
細
表
は
米
国
国
立
文
書
館
で
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
や
む
を
え
ず
、
主
に
第

12表
・
第

13表
の
損
益
の
数
値
を

用
い
る
。
こ
の
数
値
は
そ
れ
ぞ
れ
の
決
算
期
の
直
後
に
計
算
さ
れ
た
「
公
表
」
損
益
の
数
値
で
は
な
く
、
の
ち
に
三
井
物
産
が
精
査
し
た
デ

ー
タ
を
米
国
の
税
務
検
査
官
が
検
討
し
て
課
税
す
る
た
め
に
算
出
し
、
こ
れ
に
三
井
物
産
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
が
同
意
し
た
数
値
で
あ
る
。

一
九
二
一
年
に
税
務
当
局
に
提
出
し
た
一
九
一
七
年
度
「
改
訂
申
告
書
」
（
一
九
一
六
年
一
一
月
～
一
九
一
七
年
一
〇
月
）
の
数
値
（
米

国
店
全
体
の
純
損
金
四
〇
三
万
一
〇
五
四
ド
ル
、
う
ち
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
店
の
純
損
金
四
五
七
万
〇
二
二
四
ド
ル
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
シ

ア
ト
ル
店
の
純
益
金
五
三
万
九
一
七
一
ド
ル
）
か
ら
逆
算
す
る
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の
一
九
一
七
年
度
「
公
表
」
損
益
（
上
期
と
下
期

の
合
計
）
は
一
〇
万
五
〇
五
五
ド
ル
の
純
損
金
と
な
る
。
し
か
し
、
「
公
表
」
損
益
の
数
値
を
作
成
す
る
前
に
、
本
店
か
ら
四
〇
〇
万
ド
ル

も
の
「
豆
油
損
失

�補
金
」
が
供
与
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
補

�前
で
は
四
一
〇
万
五
〇
五
五
ド
ル
の
純
損
金
と
な
っ
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。
内
訳
は
、
日
本
生
糸
勘
定
（
横
浜
支
店
と
連
合
計
算
）
で
九
三
万
〇
三
四
〇
ド
ル
の
純
益
金
、
日
本
生
糸
以
外
の
勘
定
で
五
〇
三
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万
五
三
九
五
ド
ル
の
純
損
金
で
あ
る
。
日
本
生
糸
以
外
の
勘
定
の
内
訳
（
大
豆
油
な
ど
）
が
不
明
の
た
め
、
第

12表
の
大
豆
油
な
ど
植
物
油

純
損
金
四
七
二
万
五
五
五
五
ド
ル
を
用
い
る
と
、
そ
の
純
損
金
の
八
五
％
を
本
店
が
補

�す
る
こ
と
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
全
体
の
損
失
が

極
め
て
軽
微
で
あ
る
か
の
よ
う
に
粉
飾
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
（

�）。

一
九
一
八
年
度
の
「
公
表
」
損
益
は
不
明
で
あ
る
。
一
九
二
一
年
八
月
に
行
な
っ
た
一
九
一
八
年
度
税
務
申
告
（
一
九
一
八
年
一
月

�一

〇
月
分
。
つ
ま
り
上
期
の
三
分
の
二
と
、
下
期
全
部
）
で
は
「
本
店
ヨ
リ

�補
セ
ラ
レ
タ
ル
豆
油
損
失
」
九
四
万
九
七
六
三
ド
ル
が
計
上
さ

れ
て
い
る
（

�）。
も
し
、
こ
の
数
値
を
上
期
分
へ
の
損
失
補

�の
三
分
の
二
と
仮
定
す
る
と
、
一
四
二
万
四
六
四
五
ド
ル
が
本
店
か
ら
補

�さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
第

13表
の
一
九
一
八
年
度
損
益
に
は
、
「
大
豆
油
損
失
を
本
店
へ
付
替
え
（
大
豆
油
損
失
八
二
一
万
七
三
七
五
ド

ル
七
七
の
数
値
を
調
整
）
」
と
記
さ
れ
た
一
五
六
万
七
五
〇
〇
ド
ル
が
あ
る
。
は
た
し
て
全
体
と
し
て
、
本
店
か
ら
ど
れ
だ
け
損
失
補

�が

な
さ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
す
く
な
く
と
も
一
五
六
万
七
五
〇
〇
ド
ル
が
補

�さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
本
店
に
加
え
て
、
前

述
の
よ
う
に
シ
ア
ト
ル
店
か
ら
も
一
九
一
八
年
上
期
（
一
九
一
八
年
二
月
頃
）
に
三
四
〇
万
ド
ル
の
贈
与
（
損
失
の
補

�）
を
受
け
て
お
り
、

補

�合
計
は
四
九
六
万
七
五
〇
〇
ド
ル
に
達
し
て
い
る
。

一
九
一
八
年
度
に
発
生
し
た
シ
ア
ト
ル
店
大
豆
油
損
失
一
五
一
万
一
六
九
一
ド
ル
も
シ
ア
ト
ル
店
の
利
益
に
よ
っ
て
補

�さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
の
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
へ
の
損
失
補

�額
合
計
は
一
〇
四
七
万
九
一
九
一
ド
ル
に
達
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
本
店
お
よ

び
シ
ア
ト
ル
店
に
よ
る
損
失
補

�に
よ
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の
一
九
一
七
年
度
、
一
九
一
八
年
度
の
「
公
表
」
純
損
金
は
実
態
よ
り
も

極
端
に
少
な
い
数
値
に
抑
え
ら
れ
（

�）、
社
内
的
に
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
損
失
額
の
全
貌
が
見
え
な
い
よ
う
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
が
大
豆
取
引
で
失
敗
し
た
こ
と
が
社
内
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
、
一
九
一
九
年
一
一
月
七
日
「
社
報
」
掲
載
の
元

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
長
瀬
古
孝
之
助
に
対
す
る
懲
罰
に
関
す
る
記
事
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
三
井
物
産
穀
肥
部
長
丹
羽
義
次
が
古
河
商
事
東
京

支
店
を
訪
れ
、
三
井
物
産
で
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
件
と
い
う
苦
い
経
験
を
し
た
と
話
し
た
の
は
、
社
内
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
後
の
一
九
二
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〇
年
三
月
の
こ
と
で
あ
る
（

�）。

（

1）
小
沢
文
太
郎
（
事
件
発
覚
の
翌
年
八
月
二
七
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
〔
所
属
未
定
、
の
ち
勘
定
掛
〕
に
就
任
）
は
、
突
発
し
た
こ
の
事
件

に
つ
い
て
「
当
時
社
外
ニ
対
シ
テ
ハ
元
ヨ
リ
店
内
ニ
対
シ
テ
モ
コ
レ
ガ
秘
密
ヲ
保
ツ
ニ
努
メ
タ
ル
ナ
リ
」
と
記
し
て
い
る
（
前
掲
、
小
沢
文
太

郎
「
一
九
一
七
年
度
・
一
九
一
八
年
度
米
国
所
得
税
問
題
概
要
」
六
七
ペ
ー
ジ
）。

（

2）
前
掲
、
小
沢
文
太
郎
「
一
九
一
七
年
度
・
一
九
一
八
年
度
米
国
所
得
税
問
題
概
要
」
六
四

�六
五
、
六
七
、
一
一
四
ペ
ー
ジ
。
一
九
一
七
年

分
の
納
税
額
（
所
得
税
）
は
一
万
四
一
七
三
ド
ル
一
〇
で
あ
る
。
こ
の
税
金
は
、
一
九
二
六
年
八
月
四
日
、
税
務
当
局
か
ら
利
子
（
年
六
％
）

六
五
六
三
ド
ル
八
九
と
と
も
に
返
還
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
（
一
一
五
ペ
ー
ジ
）。

三
井
物
産
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の
一
九
一
七
年
下
期
の
「
公
表
」
純
損
益
は
、
真
の
純
損
益
で
は
な
く
、
粉
飾
し
た
数
値
で
あ
る
。
大
豆
油

取
引
で
巨
額
の
損
失
が
明
ら
か
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金
物
部
勘
定
と
穀
肥
部
勘
定
（
米
、
大
豆
、
大
豆
粕
の
三
品
の
み
）
を
含
ま
な

い
固
有
勘
定
で
は
一
九
万
四
七
九
一
円
の
純
益
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
（
三
井
物
産
「
大
正
七
年
上
半
季
・
下
半
季
損
益
概
算
表
」
三
井
文
庫

所
蔵
史
料

物
産
三
二
〇
）
。
一
九
一
七
年
下
期
で
は
、
大
豆
油
取
引
は
穀
肥
部
勘
定
で
は
な
く
、
固
有
勘
定
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
実
際

に
は
固
有
勘
定
で
巨
額
の
純
損
金
が
生
じ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

（

3）
三
井
物
産
「
社
報
」
一
九
一
七
年
九
月
四
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
物
産
四
二

�八
）。

（

4）
当
時
の
穀
肥
部
指
定
商
品
は
、
米
、
大
豆
、
大
豆
粕
の
み
で
あ
る
（
三
井
物
産
シ
ア
ト
ル
出
張
員
「
穀
肥
部
商
品
（
米
、
大
豆
並
ニ
大
豆
粕
）

損
益
明
細
表
」
一
九
一
七
年
下
期
（
E
n
try

#
7
4
C
o
n
ta
in
er#

1）。

（

5）
三
井
物
産
シ
ア
ト
ル
出
張
員
「
紐
育
支
店
豆
油
の
件
」
一
九
一
七
年
一
〇
月
六
日
（
三
井
物
産
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
長
宛
書
状
）

（
E
n
try

#
6
3
C
o
n
ta
in
er#

2
）
。

（

6）
石
田
が
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
店
は
、
弱
気
な
計
算
か
ら
、
大
豆
油
を
大
量
に
『
は
た
売
り
』
し
て
大
き
な
損
を
出
し
た
上
、
品
不
足
か
ら
契

約
の
履
行
に
も
事
欠
く
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
。
幸
い
、
シ
ア
ト
ル
店
は
こ
の
面
で
も
見
通
し
が
的
を
得
て
、
強
気
に
大
量
の
買
物
を
し
て
い
た
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の
で
、
本
店
の
要
請
も
あ
り
手
持
ち
の
大
豆
油
を
安
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
店
に
ゆ
ず
っ
て
契
約
履
行
を
さ
せ
、
三
井
物
産
の
信
用
保
持
の
た
め

犠
打
を
放
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
こ
の
頃
の
対
応
と
思
わ
れ
る
（
前
掲
、
石
田
礼
助
「
三
井
物
産
時
代
」
一
一
〇
ペ
ー
ジ
）。

（

7）
前
掲
、
三
井
物
産
シ
ア
ト
ル
出
張
員
「
紐
育
支
店
豆
油
の
件
」
一
九
一
七
年
一
〇
月
六
日
。

（

8）
三
井
物
産
「
社
報
」
一
九
一
七
年
一
〇
月
一
八
日
、
一
〇
月
二
五
日
、
一
一
月
二
八
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
物
産
四
二

�八
）。

（

9）
三
井
物
産
「
社
報
」
一
九
一
八
年
五
月
二
二
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

物
産
四
二

�九
）
。
手
島
貞
隆
は
、
神
戸
商
業
学
校
卒
業
後
、
一

九
〇
四
年
五
月
三
日
、
三
井
物
産
に
雇
入
れ
ら
れ
て
神
戸
支
店
勤
務
と
な
り
、
一
九
〇
七
年
九
月
一
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
勤
務
を
命
じ
ら

れ
た
。
一
九
一
七
年
三
月
二
〇
日
に
高
木
舜
三
（
雑
貨
掛
主
任
）
が
天
津
支
店
長
に
転
出
し
た
あ
と
を
う
け
て
、
雑
貨
掛
（
の
ち
輸
入
雑
貨
掛
）

主
任
と
な
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
件
の
発
覚
は
同
年
九
月
な
の
で
、
約
六
か
月
の
間
に
手
島
は
損
失
を
膨
ら
ま
せ
た
こ
と
に
な
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
高
木
が
支
店
長
か
ら
降
格
さ
れ
て
、
再
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
勤
務
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
任
者
高
木
の
主
任
時

代
か
ら
、
許
可
を
得
ず
に
大
豆
油
の
売
越
を
始
め
、
手
島
が
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

（

10）
三
井
物
産
「
社
報
」
一
九
一
七
年
一
二
月
二
九
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

物
産
四
二

�八
）
、
前
掲
、
三
井
物
産
シ
ア
ト
ル
出
張
員
「
考

課
状
」
一
九
一
八
年
上
期
。
後
者
の
資
料
に
は
「
従
来
紐
育
店
ニ
於
テ
取
扱
来
リ
シ
モ
ノ
ヲ
全
部
当
店
ニ
於
テ
引
纏
メ
」
た
と
あ
る
。
一
九
一

八
年
五
月
二
九
日
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
か
ら
山
根
弁
蔵
が
着
任
し
、
六
月
一
二
日
に
は
野
田
岩
次
郎
が
東
京
本
店
か
ら
着
任
し
、
大
野
が

油
脂
取
引
の
責
任
者
と
な
っ
て
山
根
・
土
肥
具
三
・
野
田
で
大
豆
油
な
ど
の
取
引
を
お
こ
な
っ
た
と
い
う
（
三
井
物
産
シ
ア
ト
ル
出
張
員
「
考

課
状
」
一
九
一
八
年
下
期
、

E
n
try

#
7
4

C
o
n
ta
in
er#

5
、
野
田
岩
次
郎
『
財
閥
解
体
私
記
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
三
年
、
二
六
ペ
ー

ジ
）。

（

11）
三
井
物
産
穀
肥
部
長
「
大
正
八
年
支
店
長
会
議
穀
肥
部
報
告
」
一
九
一
九
年
九
月
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
物
産
三
四
七
）
一
ペ
ー
ジ
。
大

豆
油
の
指
定
に
よ
り
、
穀
肥
部
指
定
商
品
は
四
品
と
な
っ
た
。

（

12）
三
井
物
産
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
長
「
本
店
ニ
於
ケ
ル
当
方
借
方
残
紐
育
ヘ
振
替
ノ
事
」
一
九
一
八
年
三
月
一
六
日
（
三
井
物
産
シ
ア
ト

ル
出
張
員
首
席
宛
書
状
）（

E
n
try

#
6
3
C
o
n
ta
in
er#

4）。

（

13）
三
井
物
産
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
「
本
店
借
越
限
度
及
割
増
利
子
ノ
事
」
一
九
一
八
年
七
月
二
四
日
（
三
井
物
産
本
店
会
計
課
長
宛
書
状
）
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（
E
n
try

#
6
3

C
o
n
ta
in
er#

3
）
、
三
井
物
産
本
店
会
計
課
長
「
金
融
ノ
事
」
一
九
一
八
年
一
月
二
一
日
（
三
井
物
産
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店

長
宛
書
状
）（

E
n
try

#
6
3
C
o
n
ta
in
er#

2
）
。

（

14）
前
掲
、
三
井
物
産
桑
港
支
店
長
「
本
店
ニ
於
ケ
ル
当
方
借
方
残
紐
育
ヘ
振
替
ノ
事
」
一
九
一
八
年
三
月
一
六
日
。

（

15）
三
井
物
産
本
店
会
計
課
長
「
貸
借
勘
定
中
紐
育
支
店
ト
振
替
ノ
事
」
一
九
一
八
年
三
月
二
二
日
（
三
井
物
産
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
長
宛

書
状
）
（
E
n
try

#
6
3
C
o
n
ta
in
er#

3
）
。

（

16）
三
井
物
産
「
社
報
」
一
九
一
八
年
三
月
二
二
日
、
四
月
一
一
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
物
産
四
二

�九
）。

（

17）
三
井
物
産
「
社
報
」
一
九
一
八
年
六
月
二
七
日
、
一
〇
月
二
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

物
産
四
二

�九
）
、
同
一
九
一
九
年
一
月
三
一
日

（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

物
産
四
二

�一
〇
）
、
「
三
井
物
産
株
式
会
社
職
員
録
」
一
九
一
八
年
一
〇
月
三
一
日
調
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

物

産
五
一

�九
）
。

高
木
舜
三
は
高
木
兼
寛
（
海
軍
軍
医
総
監
、
男
爵
、
貴
族
院
議
員
）
の
三
男
と
し
て
一
八
八
三
年
一
月
に
生
ま
れ
、
一
九
〇
三
年
七
月
に
東

京
高
等
商
業
学
校
を
卒
業
し
、
一
九
〇
四
年
九
月
に
米
国
の
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
商
業
財
務
科
普
通
部
に
入
学
し
、
一
九
〇
七
年
九
月
に
卒

業
し
た
後
、
同
年
一
一
月
二
九
日
、
正
職
員
と
し
て
三
井
物
産
に
採
用
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
勤
務
を
命
じ
ら
れ
た
。
一
九
一
三
年
八
月

一
日
現
在
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
雑
貨
掛
主
任
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
年
半
以
上
こ
の
職
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
天
津
支
店
長
に
は
満
三
四

歳
で
就
任
し
て
い
る
。
妻
は
小
石
川
三
井
家
三
井
三
郎
助
の
二
女
の
多
都
雄
で
あ
る
（
一
九
〇
九
年
一
〇
月
に
結
婚
）
。
そ
の
た
め
か
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
事
件
発
覚
後
、
天
津
支
店
長
在
任
中
の
一
九
一
八
年
四
月
に
業
務
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
の
帝
国
生
命
保
険
株
式
会
社
の
取
締
役
に

就
任
す
る
こ
と
が
、
三
井
物
産
に
よ
っ
て
特
別
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

（

18）
前
掲
、
小
沢
文
太
郎
「
一
九
一
七
年
度
・
一
九
一
八
年
度
米
国
所
得
税
問
題
概
要
」
七
八

�七
九
ペ
ー
ジ
。

（

19）
店
長
代
理
者
に
つ
い
て
明
確
な
規
定
（「
店
長
代
理
者
、
課
長
、
課
長
代
理
、
掛
長
及
係
主
任
任
命
並
店
長
代
理
者
事
務
取
扱
心
得
」）
が
設

け
ら
れ
る
の
は
一
九
二
一
年
七
月
二
日
で
あ
る
。
こ
の
規
定
で
は
、
本
店
が
店
長
代
理
者
を
任
命
す
る
こ
と
、
し
か
も
「
店
長
代
理
者
ハ
店
長

不
在
又
ハ
已
ム
ヲ
得
サ
ル
差
支
ア
ル
場
合
ニ
非
サ
レ
ハ
代
理
事
務
ヲ
行
フ
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
制
限
が
加
え
ら
れ
た
（
三
井
物
産
「
現
行
達
令
類
集
」

一
九
一
四
年
改
訂
増
補
、
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
物
産
九
〇

�五
）。
し
か
し
、
一
九
一
七
年
時
点
で
は
、
支
店
内
で
店
長
代
理
者
を
決
め
て
、
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事
務
を
代
理
さ
せ
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
20）

前
掲
、
小
沢
文
太
郎
「
一
九
一
七
年
度
・
一
九
一
八
年
度
米
国
所
得
税
問
題
概
要
」
七
七

�七
九
、
一
一
四

�一
一
五
ペ
ー
ジ
。

（

21）
『
横
浜
市
史
Ⅱ
』
資
料
編
六
北
米
に
お
け
る
総
合
商
社
（
横
浜
市
、
一
九
九
七
年
）
一
〇
一
八
ペ
ー
ジ
の
解
説
（
上
山
和
雄
執
筆
）、
前

掲
、
上
山
和
雄
『
北
米
に
お
け
る
総
合
商
社
の
活
動

�一
八
九
六
年
～
一
九
四
一
年
の
三
井
物
産

�』
九
二

�九
四
ペ
ー
ジ
。

（

22）
前
掲
、
小
沢
文
太
郎
「
一
九
一
七
年
度
・
一
九
一
八
年
度
米
国
所
得
税
問
題
概
要
」
三
ペ
ー
ジ
。

（

23）
前
掲
、
小
沢
文
太
郎
「
一
九
一
七
年
度
・
一
九
一
八
年
度
米
国
所
得
税
問
題
概
要
」
一
四

�二
七
、
四
三

�五
五
ペ
ー
ジ
。
実
際
に
は
各
店

が
負
担
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
本
店
本
部
経
費
の
割
当
方
法
は
、「
三
井
物
産
全
体
取
扱
高
」（
社
外
販
売
決
済
高
と
社
内
販
売
決
済
高
の
合
計
）

を
分
母
と
し
て
「
本
店
経
費
総
額
」
の
割
合
を
算
出
し
（
一
九
一
七
年
度
〇
・
〇
〇
二
九
、
一
九
一
八
年
度
〇
・
〇
〇
二
七
二
三
）、「
米
国
店

取
扱
高
」
に
こ
の
割
合
を
か
け
た
金
額
を
「
米
国
割
当
本
店
経
費
額
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（

24）
・P
R
O
T
E
S
T
A
N
D
M
E
M
O
R
A
N
D
U
M
su
b
m
itted

b
y
M
IT
S
U
I
&
C
O
M
P
A
N
Y
,
L
T
D
.,
A
g
a
in
st
th
e
rep
o
rt
m
a
d
e
b
y

th
e
R
ev
en
u
e
A
g
en
t
a
t
N
ew
Y
o
rk
,
N
.
Y
.
rela
tiv
e
to
th
e
la
tter・s

ex
a
m
in
a
tio
n
fo
r
U
.
S
.
In
co
m
e
T
a
x
p
u
rp
o
ses
o
f

th
e
b
o
o
k
s
o
f
th
e
N
ew
Y
o
rk
b
ra
n
ch
o
f
th
e
co
m
p
a
n
y
fo
r
th
e
y
ea
r
1917・

（
E
n
try
#
101

C
o
n
ta
in
er#
397）

の
付
属
書

類
（
・
M
itsu
i
&
C
o
.,
L
td
.,
S
ta
tem
en
t
o
f
P
ro
fit
a
n
d
L
o
ss
a
ccru
ed
to
F
o
reig
n
B
ra
n
ch
es
fro
m
S
h
ip
m
en
ts
to
N
ew

Y
o
rk
d
u
rin
g
1
9
1
7
・
）
。

（

25）
前
掲
、
三
井
物
産
シ
ア
ト
ル
出
張
員
「
考
課
状
」
一
九
一
八
年
上
期
。

（

26）
前
掲
、
石
田
礼
助
『
い
い
た
い
ほ
う
だ
い
』
一
二
〇
ペ
ー
ジ
。

（

27）
前
掲
、
武
田
晴
人
「
古
河
商
事
と
『
大
連
事
件
』」
五
六
ペ
ー
ジ
。

（

28）
前
掲
、
小
沢
文
太
郎
「
一
九
一
七
年
度
・
一
九
一
八
年
度
米
国
所
得
税
問
題
概
要
」
七
二
ペ
ー
ジ
。

（

29）
前
掲
、
小
沢
文
太
郎
「
一
九
一
七
年
度
・
一
九
一
八
年
度
米
国
所
得
税
問
題
概
要
」
七
二

�七
四
ペ
ー
ジ
。
「
改
訂
申
告
書
」
の
作
成
時
点

で
は
、
い
ま
だ
一
九
一
七
年
の
所
得
税
法
の
内
容
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の
担
当
者
（
勘
定
掛
）
が
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
日
本
生
糸

以
外
の
純
損
金
の
数
値
一
〇
三
万
五
三
九
五
ド
ル
に
本
店
か
ら
の
補

�金
四
〇
〇
万
ド
ル
を
加
え
、
日
本
生
糸
純
益
金
の
半
分
（
横
浜
支
店
分

三井物産ニューヨーク事件とシアトル店の用船利益（鈴木）
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を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
に
統
合
し
て
計
算
す
る
た
め
、
半
分
の
横
浜
支
店
相
当
分
四
六
万
五
一
七
〇
ド
ル
）
を
除
い
た
四
五
七
万
〇
二
二
五
ド

ル
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
分
の
純
損
金
と
し
て
申
告
し
た
。

（

30）
前
掲
、
小
沢
文
太
郎
「
一
九
一
七
年
度
・
一
九
一
八
年
度
米
国
所
得
税
問
題
概
要
」
一
一
六

�一
一
七
ペ
ー
ジ
。

（

31）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
で
の
、
穀
肥
部
勘
定
を
除
い
た
一
九
一
八
年
上
期
「
公
表
」
純
損
金
は
四
一
三
万
三
九
九
一
円
、
穀
肥
部
・
金
物
部
勘

定
を
除
い
た
下
期
「
公
表
」
純
益
金
は
七
〇
万
四
〇
一
九
円
で
あ
る
。
こ
の
数
値
を
合
計
す
る
と
、
一
九
一
八
年
度
は
三
四
二
万
九
九
七
二
円

の
純
損
金
と
な
る
（
三
井
物
産
「
大
正
七
年
上
半
季
・
下
半
季
損
益
概
算
表
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
物
産
三
二
〇
）。

（

32）
前
掲
、
武
田
晴
人
「
古
河
商
事
と
『
大
連
事
件
』」
五
四
、
五
八
ペ
ー
ジ
。

Ⅲ
シ
ア
ト
ル
店
の
蹉
跌

シ
ア
ト
ル
店
の
「
公
表
」
業
績
を
み
よ
う
（
第

15表
）
。
石
田
礼
助
が
シ
ア
ト
ル
出
張
員
首
席
に
任
命
（
一
九
一
六
年
六
月
一
日
）
さ
れ

た
一
九
一
六
年
下
期
か
ら
解
任
（
一
九
一
九
年
三
月
二
六
日
）
さ
れ
た
一
九
一
九
年
上
期
に
、
取
扱
高
は
一
八
四
万
ド
ル
か
ら
五
五
一
一
万

ド
ル
へ
急
増
し
た
。
取
扱
高
に
は
、
通
常
の
商
品
の
販
売
決
済
高
だ
け
で
な
く
用
船
勘
定
の
運
賃
収
入
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
増
加
が
著
し

い
（
た
と
え
ば
、
第

10表
に
よ
る
と
一
九
一
八
年
度
で
は
七
三
六
二
万
ド
ル
の
う
ち
、
二
六
九
四
万
ド
ル
が
運
賃
収
入
）
。
他
方
、
純
益
金

は
一
九
一
七
年
上
期
の
一
三
万
ド
ル
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
こ
れ
以
降
は
減
少
し
、
一
九
一
八
年
下
期
は
五
万
ド
ル
強
に
止
ま
っ
た
。
前
述
の

よ
う
に
、
実
際
に
は
一
九
一
七
年
度
・
一
九
一
八
年
度
に
は
用
船
勘
定
で
巨
額
の
利
益
が
発
生
し
、
そ
の
利
益
が
リ
ザ
ー
ブ
と
し
て
留
保
さ

れ
た
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
へ
の
贈
与
に
当
て
ら
れ
た
り
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
一
九
年
上
期
に
至
っ
て
三
四
〇
万
ド
ル
も
の
純
損

金
を
計
上
す
る
こ
と
に
な
る
。
石
田
の
第
二
回
想
「
五
、
六
百
万
円
」
に
近
い
数
値
で
あ
る
。
シ
ア
ト
ル
出
張
員
首
席
が
永
島
雄
治
（
サ
ン
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フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
長
と
兼
務
。
一
九
一
九
年
三
月
二
六
日

�五
月
六
日
）
、
つ
い
で
塩
田
良
温
（
五
月
六
日

�一
九
二
〇
年
四
月
五
日
（
１
））

と
な
っ
た
一
九
一
九
年
下
期
で
も
二
二
三
万
円
強
の
純
損
金
を
計
上
し
た
。
こ
の
よ
う
に
シ
ア
ト
ル
支
店
で
は
一
九
一
九
年
上
期
・
下
期
に

蹉
跌
を
き
た
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
一
九
年
上
期
の
シ
ア
ト
ル
店
「
公
表
」
純
損
益
を
み
る
と
、
固
有
勘
定
、
穀
肥
部
勘
定
、
金
物
部
勘
定
、
用
船
勘
定
の
い
ず
れ
で
も

純
損
金
を
計
上
す
る
と
い
う
惨
憺
た
る
事
態
に
陥
っ
て
い
る
（
第

16表
）。
三
つ
の
商
品
勘
定
の
う
ち
で
は
、「
穀
肥
部
勘
定
」
の
赤
字
が
大

き
く
、
純
損
金
一
七
〇
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
七
〇
万
円

は
「
船
舶
益
金
中
ヨ
リ
壱
百
万
弗
丈
穀
肥
部
商
品
ニ
振
替
（
２
）」
え
た
後
の

数
値
で
あ
る
。
こ
の
振
替
は
、
大
正
「
八
年
上
半
季
油
決
算
ニ
関
係
致

ス
モ
ノ
ニ
テ
同
勘
定
余
リ
ニ
欠
損
多
額
ノ
タ
メ
穀
肥
部
長
ヨ
リ
重
役
ニ

申
出
テ
、
特
ニ
船
舶
利
益
ヲ
油

a
/
c
ニ
振
替
」
え
た
も
の
で
、
一
九

七
万
五
三
〇
八
円
六
四
（
百
万
ド
ル
を
円
換
算
）
が
付
け
替
え
ら
れ
た
（
３
）。

し
た
が
っ
て
、
穀
肥
部
勘
定
の
実
際
の
純
損
金
は
三
六
八
万
円
で
あ
り
、

用
船
勘
定
の
純
損
金
を
も
上
回
る
。

一
九
一
九
年
上
期
（
一
九
一
八
年
一
一
月

�一
九
一
九
年
四
月
）
に

大
豆
油
な
ど
穀
肥
部
勘
定
で
巨
額
損
失
が
生
じ
た
基
本
的
な
要
因
は
、

第
一
に
第
一
次
大
戦
の
終
結
と
そ
の
後
の
商
品
価
格
の
暴
落
、
第
二
に

シ
ア
ト
ル
店
の
「
強
気
方
針
」
（
巨
額
の
買
持
）
で
あ
っ
た
。
一
九
一

九
年
上
期
の
シ
ア
ト
ル
店
の
大
豆
油
な
ど
の
油
類
取
引
の
経
緯
は
つ
ぎ
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第15表 シアトル店の「公表」業績 （単位：ドル）

決算期 取扱高 総損益 経費 純損益

1915年上期 484,505 15,398 5,023 10,374

1915年下期 589,790 24,868 4,929 19,940

1916年上期 599,253 73,434 6,143 67,291

1916年下期 1,843,809 119,309 14,499 104,810

1917年上期 2,843,110 147,990 16,547 131,443

1917年下期 17,401,118 88,131 25,473 62,658

1918年上期 21,026,390 103,159 47,233 55,926

1918年下期 52,589,170 138,621 83,482 55,139

1919年上期 55,113,904 －3,283,243 117,417 －3,400,661

1919年下期 43,112,163 －2,111,540 123,653 －2,235,192

1920年上期 4,380,882 105,749 72,309 31,440

出所） 三井物産サンフランシスコ支店「桑港支店業務一班」1920年4月

調（Entry#74Container#8）、三井物産シアトル出張員「穀肥部商

品（米、大豆並ニ大豆粕）損益明細表」1917年下期（Entry#74

Container#1）、三井物産サンフランシスコ支店勘定掛「1918年度所

得税ノ事」1919年3月1日（三井物産ニューヨーク支店勘定掛主任

宛書状）の付属資料（Entry#63Container#5）、上山和雄『北米に

おける総合商社の活動』90�91ページ。

注）「桑港支店業務一班」記載の1917年下期・1918年上期の数値は、穀肥

部勘定分を含んでいないため、これを含んだ数値に訂正して掲出した。



の
と
お
り
で
あ
る
。
一
九
一
八
年
九
月
三
〇
日
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
休
戦
条

約
が
成
立
す
る
と
、
「
至
要
ナ
ル
油
脂
消
費
者
ガ
平
和
到
来
近
キ
ニ
ア

リ
ト
ナ
シ
買
進
ヲ
見
タ
」
。
そ
の
た
め
シ
ア
ト
ル
店
は
「
引
続
キ
強
気

方
針
ニ
出
デ
各
油
ノ
買
付
ケ
ヲ
ナ
シ
タ
」
。
実
際
、
第
一
次
大
戦
は
一

一
月
一
一
日
に
終
結
し
、
「
欧
州
各
地
ノ
食
糧
品
、
殊
ニ
油
脂
ノ
大
欠

乏
」
が
伝
え
ら
れ
た
た
め
、
米
国
の
「
大
手
筋
モ
一
様
ニ
先
行
市
況
ノ

益
々
強
硬
ナ
ル
可
キ
ヲ
信
ジ
タ
」
。
と
こ
ろ
が
「
中
立
国
及
中
欧
同
盟

ニ
対
ス
ル
」
貿
易
封
鎖
が
強
行
さ
れ
た
た
め
、
「
米
国
ニ
多
大
ノ
荷
支

エ
ヲ
生
ジ
、
殊
ニ
戦
争
ノ
終
了
ニ
依
リ
一
般
ニ
与
ヘ
タ
ル
人
気
消
沈
ハ

一
般
市
況
ヲ
沈
滞
」
さ
せ
、
「
十
二
月
初
旬
ヨ
リ
三
月
末
ニ
亘
リ
テ
市

場
ノ
悪
化
甚
シ
ク
各
油
戦
争
中
ノ
高
値
ニ
対
シ
殆
ド
半
額
ニ
低
下
ス
ル

ニ
至
」
っ
た
。
そ
の
た
め
シ
ア
ト
ル
店
で
は
「
巨
額
ノ
買
越
ヲ
有
シ
居

ル
為
メ
保
管
並
ニ
金
融
ノ

�迫
ヲ
感
ジ
一
部
市
況
ニ
従
ヒ
売
放
ツ
ノ
止

ム
ナ
キ
ニ
至
」
っ
た
。
大
豆
油
に
つ
い
て
は
「
其
sto
ck
ノ
余
リ
ニ
大

ナ
ル
故
、
本
店
及
本
部
ノ
容
ル
ル
所
ト
ナ
ラ
ズ
、
空
シ
ク
d
ea
d
lo
ss

ヲ
知
リ
ツ
ヽ
売
約
ヲ
続
ケ
」
た
た
め
、
「
意
外
ノ
損
失
ヲ
出
シ
タ
」
の

で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
豆
油
な
ど
の
油
類
に
つ
い
て
は
、

「
季
末
猶
巨
額
ノ
S
p
o
t
C
a
rg
o
ヲ
当
国
ニ
有
セ
シ
ハ
独
リ
当
社
ノ
ミ
」
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第16表 シアトル店とニューヨーク支店の取扱高と「公表」純損益

店名 区分
取扱高 「公表」純損益

1919年上期 1919年下期 1919年上期 1919年下期

シアトル店 固有勘定（円） 10,638,680 7,342,410 －1,169,608 －1,119,192

穀肥部勘定（円） 70,000,000 74,000,000 －1,700,000 －34,000

金物部勘定（円） 6,170,000 160,000 －602,000 －622,000

用船勘定推計（円） －3,246,000 －2,695,000

純損益推定（円） －6,717,000 －4,470,000

シアトル店純損金（ドル） －3,400,661 －2,235,192

ニューヨーク支店 固有勘定（円） 86,209,384 103,983,204 1,512,644 709,516

穀肥部勘定（円） 6,700,000 11,400,000 －800,000 63,000

金物部勘定（円） 8,300,000 7,870,000 －694,000 －151,000

純損益推定（円） 19,000 622,000

出所） 三井物産「店別取扱高間接経費損益表」1918年下期～1919年下期（Entry#74Container#8）、三

井物産「部別損益一覧表」1918年下期～1919年下期（Entry#74Container#8）。

注） 1.固有勘定の純損益の数値は、「商品勘定ノ損益ノミナリ（保険船舶等ノ代理業損益及各種ノ取扱

口銭ノ如キヲ含マズ）」。このため純損益の数値は用船勘定の純損益を含まないと推定される。

2.シアトル店純損金（ドル）を1919年上期100円＝50.625ドル、下期50ドルで換算し、その数値か

ら「固有勘定」、「穀肥部勘定」、「金物部勘定」の数値を差し引いて用船勘定の数値を算出した。

3.ニューヨーク支店の固定勘定の数値は生糸部勘定を含むと推定される。



と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
（
４
）。

こ
の
よ
う
に
三
井
物
産
本
店
本
部
と
穀
肥
部
本
部
は
シ
ア
ト
ル
店
の
大
豆
油
買
越
限
度
違
反
を
容
認
せ
ず
、
買
持
品
の
速
や
か
な
処
分
を

求
め
た
た
め
、
一
九
一
九
年
上
期
の
穀
肥
部
勘
定
取
扱
高
は
（
第

17表
）
、
単
価
が
低
下
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
九
一
八
年
下
期
四
四
九

四
万
円
（
５
）を
大
幅
に
上
回
る
七
〇
〇
八
万
円
（
う
ち
油
類
六
二
四
四
万
円
）
に
達
し
た
。
そ
れ
で
も
期
末
近
く
の
一
九
一
九
年
三
月
三
一
日
現

在
の
買
持
品
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
依
然
と
し
て
巨
額
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
第

18表
）
。
買
持
品
の
購
入
価
格
は
四
〇
四
七
万
円
、
含
み
損

は
七
一
一
万
円
で
あ
る
。
な
か
で
も
大
豆
油
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
油
、
木
材
の
購
入
価
格
と
含
み
損
が
大
き
い
。
大
豆
油
を
み
る
と
、
穀
肥
部
に

許
可
さ
れ
た
買
越
限
度
額
二
〇
〇
万
円
が
す
べ
て
シ
ア
ト
ル
店
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
一
二
七
七
万
円
も
の
買
越
限
度
超
過

（
違
反
）
で
あ
り
、
雑
油
（
大
豆
油
以
外
の
油
）
で
も
同
様
に
買
越
限
度
額
三
八
一
万
五
千
円
（
あ
る
い
は
一
二
〇
万
円
）
に
対
し
て
一
四

八
三
万
円
（
あ
る
い
は
一
七
四
五
万
円
）
も
の
買
越
限
度
超
過
で
あ
っ
た
（
６
）。
実
は
、
こ
れ
以
前
か
ら
シ
ア
ト
ル
店
は
許
可
限
度
額
を
全
く
無

視
し
て
油
類
の
買
越
を
進
め
、
一
九
一
九
年
上
期
に
そ
れ
が
本
店
調
査
課
長
に

よ
る
シ
ア
ト
ル
店
実
地
調
査
に
よ
っ
て
発
覚
し
た
（
７
）。
本
店
本
部
か
ら
超
過
分
の

削
減
を
求
め
ら
れ
、
削
減
し
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
期
末
近
く
で
も
巨
額
の
買

越
状
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
シ
ア
ト
ル
店
の
用
船
勘
定
を
み
よ
う
。
用
船
勘
定
は
、
穀
肥
部
の
真

の
純
損
金
に
近
い
三
二
四
万
六
千
円
も
の
純
損
金
を
計
上
し
て
い
る
。
往
路
運

賃
価
格
の
暴
落
が
こ
の
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、

第

18表
の
買
持
品
の
状
況
と
シ
ア
ト
ル
店
「
考
課
状
」
の
記
述
か
ら
推
測
す
る

と
、
固
有
勘
定
の
一
一
七
万
円
の
純
損
金
は
木
材
、
麻
袋
な
ど
の
取
引
で
、
金
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第17表 シアトル店の商品別取扱高
（単位：円）

商品名 1919年上期 1919年下期

木材 1,460,367 2,236,594

麻布・麻袋類 599,946 1,667,418

ゴム 不詳 1,578,760

穀
肥
類

油類 62,442,686 72,370,924

米 3,669,791 不詳

豆類 1,425,504 不詳

植物粕其他 2,544,215 1,543,947

小計 70,082,196 73,914,871

金物 6,174,237 不詳

取扱高 87,065,682 81,601,812

出所） 三井物産シアトル出張員「考課状」1919年

上期、同下期（Entry#74Container#14）。

注） 1919年下期の「植物粕其他」の数値は、米・

豆類を含む数値である。



物
部
勘
定
の
六
〇
万
二
千
円
の
純
損
金
は
鉄
鋼
な
ど
の
取

引
で
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
（
８
）。

さ
ら
に
シ
ア
ト
ル
店
の
一
九
一
九
年
下
期
を
み
よ
う
。

前
期
同
様
、
三
つ
の
商
品
勘
定
の
い
ず
れ
で
も
純
損
金
を

計
上
し
た
。
た
だ
し
、
穀
肥
部
勘
定
の
純
損
金
は
前
期
に

比
べ
大
幅
に
縮
小
し
、
三
万
四
千
円
と
な
っ
た
。
穀
肥
部

勘
定
の
な
か
の
油
類
取
引
の
経
緯
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ

る
。
「
全
欧
州
各
地
ヘ
ノ
食
糧
供
給
開
始
ト
共
ニ
油
脂
商

内
ニ
漸
次
活
況
ヲ
呈
シ
本
季
ノ
始
メ
ヨ
リ
七
八
月
ニ
掛
ケ

相
場
ノ
上
ケ
脚
早
ク
、
一
方
東
洋
各
地
ヨ
リ
油
脂
類
ノ
欧

州
直
輸
出
ノ
途
開
ケ
タ
レ
バ
産
地
市
況
之
ガ
刺
戟
ヲ
享
ケ

急
激
ニ
硬
化
シ
益
々
此
趨
勢
ヲ
強
メ
タ
リ
、
更
ニ
七
月
ニ

入
リ
テ
ハ
C
o
tto
n
C
ro
p
ノ
凶
報
伴
ハ
レ
一
層
市
況
ノ

昂
騰
ヲ
助
ケ
七
月
下
半
ヨ
リ
八
月
初
ニ
亘
テ
ハ
戦
争
中
ノ

高
値
ヲ
超
ヘ
」
た
（
高
値
を
超
え
た
の
は
大
豆
油
・
落
花
生
油
）
。
シ
ア
ト
ル
店
は
「
此
好
況
ニ
乗
シ
テ
出
来
ル
ダ
ケ
手
持
荷
ノ
利
抜
キ
ニ

努
メ
、
一
方
又
紐
育
店
ノ
協
力
ヲ
以
テ
豆
油
」
・
コ
コ
ナ
ッ
ツ
油
の
欧
州
向
け
輸
出
を
行
う
と
と
も
に
、
シ
ア
ト
ル
港
か
ら
も
大
豆
油
・
コ

コ
ナ
ッ
ツ
油
の
欧
州
向
け
輸
出
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
「
対
英
為
替
、
片
為
替
ノ
情
勢

�々
著
シ
ク
低
落
一
方
ニ
シ
テ
欧
州
向
輸

出
商
況
頓
ニ
不
振
ニ
陥
」
り
、
そ
れ
ら
が
「
本
商
内
市
況
ニ
影
響
シ
来
リ
豆
油
ノ
如
キ
モ
八
月
下
半
ヨ
リ
漸
次
不
振
ニ
」
な
っ
た
。
こ
の
よ
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第18表 シアトル店の1919年3月31日現在買持品の購入価

格と時価 （単位：円）

買持品リスト

商品 数量 単位 購入価格 時価 含み損益

木材 28,683,574Ft 3,736,492 2,706,616 －1,029,876

鉄など 1,134,258 495,860 －638,398

雑貨 223,888 182,767 －41,121

麻袋 1,054Bls 473,251 229,690 －243,561

ゴム 50T/s 108,640 108,640 0

化学品 T/s 267,884 145,768 －122,116

穀物 3,304T/s 1,113,020 868,572 －244,448

油類

ココナッツ油 623.5T/C 11,847,332 9,200,366 －2,646,966

綿実油 88.5T/C 1,525,386 1,388,211 －137,175

菜種油 58.5T/C 1,291,212 1,262,196 －29,016

蓖麻子油 118Bbls 19,912 19,169 －743

桐油 4,647Bbls 806,927 618,980 －187,947

荏油 3,000C/s 65,232 73,440 8,208

落花生油 137,400C/s 3,091,988 3,462,480 370,492

大豆油 832T/C 14,768,487 12,600,570 －2,167,917

小計 33,416,476 28,625,412 －4,791,064

合計 40,473,908 33,363,325 －7,110,583

出所） MBK Seattle,・LIST OF OVERPURCHASES・,March31,1919

（Entry#63Container#5）。



う
に
八
月
半
ば
ま
で
は
油
類
の
価
格
が
上
昇
し
た
た
め
、
一
九
一
九
年
下
期
油
類
の
取
扱
高
は
前
期
よ
り
も
一
千
万
円
増
の
七
二
三
七
万
円

に
達
し
た
。
こ
の
結
果
、
油
類
の
手
持
高
は
期
初
一
三
一
九
車
（

ta
n
k

ca
r）
（
う
ち
大
豆
油
三
八
五
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
油
六
〇
〇
）
か
ら
期

末
二
九
五
車
（
う
ち
大
豆
油
一
四
五
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
油
三
八
）
へ
急
減
し
て
い
る
（
９
）。

つ
ぎ
に
シ
ア
ト
ル
店
の
用
船
勘
定
を
み
る
と
、
四
つ
の
勘
定
の
な
か
で
最
大
の
二
六
九
万
五
千
円
の
純
損
金
を
計
上
し
て
い
る
。
先
述
の

よ
う
に
綿
花
部
ダ
ラ
ス
支
部
と
の
長
期
運
送
契
約
の
解
約
が
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。
同
店
の
「
考
課
状
」
一
九
一
九
年
下
期
に
は
、
上
期

か
ら
用
船
を
継
続
中
の
も
の
で
下
期
に
解
傭
し
た
も
の
三
隻
、
下
期
中
に
新
た
に
用
船
し
た
も
の
な
し
と
記
さ
れ
て
い
る
。
用
船
数
を
上
期

よ
り
も
減
ら
し
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
用
船
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
た
。
運
賃
に
関
し
て
は
、
復
路
で
は
木
材
・
綿
花
積
載
の
需
要
に
支

え
ら
れ
て
高
い
水
準
が
維
持
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
「
東
洋
ヨ
リ
ノ

retu
rn

ca
rg

o
殆
ド
ナ
（

�）」
い
た
め
、
前
掲
第

1表
の
よ
う
に
往
路
の

運
賃
価
格
は
低
迷
し
た
。
こ
の
低
迷
が
大
き
な
純
損
金
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

固
有
勘
定
で
は
木
材
取
引
な
ど
で
、
金
物
部
勘
定
で
は
棒
鉄
・
ア
ン
グ
ル
取
引
な
ど
で
損
失
が
で
た
よ
う
で
あ
る
（

�）。
こ
の
よ
う
に
シ
ア
ト

ル
店
の
業
績
は
上
期
に
引
き
続
き
低
迷
し
た
。
業
績
が
好
転
す
る
の
は
翌
一
九
二
〇
年
上
期
で
あ
る
。

た
だ
し
油
類
に
限
定
し
て
み
る
と
、
シ
ア
ト
ル
店
買
持
品
の
整
理
は
一
九
一
九
年
下
期
に
完
了
し
た
と
思
わ
れ
る
。
一
九
一
九
年
九
月
上

旬
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
米
国
各
店
長
会
議
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
シ
ア
ト
ル
「
店
ニ
置
キ
タ
ル
米
国
油
脂
類
商
内
引
合
中
心
ヲ

十
一
月
一
日
ヨ
リ
紐
育
店
ニ
移
転
ノ
事
」
を
決
定
し
、
「
本
季
決
算
尻
ヲ
以
テ
油
勘
定
一
切
ヲ
打
切
リ
中
心
ヲ
紐
育
店
へ
引
移
（

�）」
し
た
。
油

類
引
き
合
い
の
中
心
（「
主
店
」
）
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
移
転
し
た
理
由
は
、
第
一
に
需
要
者
（
得
意
先
）
が
シ
カ
ゴ
以
東
に
散
在
す
る
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
で
は
、
シ
ア
ト
ル
店
の
よ
う
な
仲
買
人
に
よ
る
売
約
で
は
な
く
、
直
接
売
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
得
意
先
と
の

関
係
も
密
接
に
な
り
、
第
二
に
パ
ナ
マ
経
由
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
直
航
船
に
よ
っ
て
輸
入
す
る
ほ
う
が
、
現
在
の
シ
ア
ト
ル
経
由
大
陸
横
断
鉄
道

便
に
よ
る
よ
り
も
便
利
な
た
め
で
あ
っ
た
（

�）。
そ
の
た
め
一
九
二
〇
年
上
期
（
一
九
一
九
年
一
一
月

�一
九
二
〇
年
四
月
）
初
め
に
ニ
ュ
ー
ヨ
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ー
ク
支
店
（
穀
肥
部
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
部
）
へ
勘
定
と
と
も
に
担
当
者
が
移
さ
れ
た
（

�）。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
が
引
き
継
い
だ
油
類
勘
定
の
な

か
に
二
三
万
四
五
五
一
ド
ル
（
約
四
五
万
円
）
の
リ
ザ
ー
ブ
が
含
ま
れ
て
お
り
（

�）、
も
し
こ
の
リ
ザ
ー
ブ
の
一
部
を
使
っ
た
な
ら
ば
シ
ア
ト
ル

店
一
九
一
九
年
下
期
の
穀
肥
部
勘
定
は
純
益
金
に
転
換
し
た
は
ず
で
あ
る
。

（

1）
三
井
物
産
シ
ア
ト
ル
出
張
員
「
考
課
状
」
一
九
一
九
年
下
期
（
E
n
try

#
74

C
o
n
ta
in
er#

14）
な
ど
。

（

2）
三
井
物
産
シ
ア
ト
ル
出
張
員
勘
定
掛
「
大
正
八
年
上
半
季
決
算
書
類
ノ
事
」
一
九
一
九
年
六
月
三
〇
日
（
三
井
物
産
本
店
会
計
課
長
宛
書
状
）

（
E
n
try

#
6
3
C
o
n
ta
in
er#

5
）
。

（

3）
三
井
物
産
の
本
部
付
替
報
告
（
一
九
一
九
年
七
月
二
三
日
）
お
よ
び
付
属
の
メ
モ（

E
n
try

#
101

C
o
n
ta
in
er#

398）。

（

4）
前
掲
、
三
井
物
産
シ
ア
ト
ル
出
張
員
「
考
課
状
」
一
九
一
九
年
上
期
。

（

5）
三
井
物
産
シ
ア
ト
ル
出
張
員
首
席
石
田
礼
助
「
七
／
下
当
店
穀
肥
部
商
品
決
算
ノ
事
」
一
九
一
八
年
一
二
月
二
日
（
三
井
物
産
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
支
店
長
宛
書
状
）
（
E
n
try

#
6
3

C
o
n
ta
in
er#

6
）
。
穀
肥
部
が
一
九
一
八
年
七
月
に
「
動
物
性
油
並
ニ
化
学
肥
料
ヲ
モ
取
扱
商
品
ニ
加

へ
部
商
品
損
益
ハ
全
部
本
部
ニ
取
纏
」
め
る
こ
と
と
し
た
た
め
、
従
来
の
四
品
に
加
え
て
落
花
生
油
・
コ
コ
ナ
ッ
ツ
油
、
粕
類
な
ど
、
穀
物
・

肥
料
は
す
べ
て
一
九
一
八
年
下
期
か
ら
穀
肥
部
取
扱
と
な
っ
た
（
前
掲
、
三
井
物
産
穀
肥
部
長
「
大
正
八
年
支
店
長
会
議
穀
肥
部
報
告
」
一
ペ

ー
ジ
）
。

（

6）
前
掲
、
三
井
物
産
穀
肥
部
長
「
大
正
八
年
支
店
長
会
議
穀
肥
部
報
告
」
。
大
豆
油
の
穀
肥
部
へ
の
許
可
限
度
額
は
、
一
九
一
九
年
一
月
三
一

日
現
在
二
〇
五
万
円
（
正
し
く
は
二
〇
〇
万
円
）
、
四
月
三
〇
日
二
〇
〇
万
円
、
雑
油
の
許
可
限
度
額
は
、
一
九
一
九
年
一
月
三
一
日
三
八
一

万
五
千
円
、
四
月
三
〇
日
一
二
〇
万
円
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（

7）
一
九
一
九
年
上
期
の
初
め
に
（
一
九
一
八
年
一
一
月
）
に
本
店
は
調
査
課
長
田
村
実
を
シ
ア
ト
ル
店
に
派
遣
し
た
。
田
村
は
、
「
色
々
作
表

致
貰
度
キ
モ
ノ
モ
有
之
、
彼
是
混
雑
可
致
ニ
ツ
キ
、
此
度
ノ
決
算
ハ
臨
機
ノ
取
計
ト
シ
テ
想
定
計
上
利
益
金
額
ヲ
逆
ニ
商
品
ニ
割
当
テ
可
然
決

算
取
済
マ
セ
テ
ハ
如
何
ト
」
提
議
し
て
い
る
。
田
村
は
様
々
な
作
表
を
シ
ア
ト
ル
店
に
対
し
て
求
め
て
シ
ア
ト
ル
店
の
業
務
を
精
査
し
、
そ
の
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結
果
、
シ
ア
ト
ル
店
の
巨
額
の
買
越
限
度
違
反
を
把
握
し
た
と
思
わ
れ
る
。
田
村
に
よ
る
実
地
調
査
が
一
九
一
九
年
三
月
二
六
日
の
石
田
解
任

と
帰
国
命
令
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
三
井
物
産
シ
ア
ト
ル
出
張
員
首
席
石
田
礼
助
「
七
／
下
当
店
決
算
ノ
事
」
一
九
一
八
年
一
二
月
二

日
（
三
井
物
産
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
長
宛
書
状
）（

E
n
try

#
63

C
o
n
ta
in
er#

6）。

（

8）
前
掲
、
三
井
物
産
シ
ア
ト
ル
出
張
員
「
考
課
状
」
一
九
一
九
年
上
期
に
よ
る
と
、
木
材
に
関
し
て
は
「
買
手
側
ヨ
リ
ノ
解
約
巨
額
ニ
上
リ
一

方
工
場
ニ
対
シ
極
力
買
約
解
除
ヲ
交
渉
シ
タ
レ
共
、
既
ニ
製
材
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
対
シ
テ
ハ
引
取
ル
ノ
外
、
策
ナ
キ
為
メ
膨
大
ナ
ル
手
持
及
委
托

ヲ
携
シ
テ
策
ノ
施
ス
ナ
キ
悲
境
ニ
会
シ
タ
」
と
い
う
。
鉄
鋼
な
ど
の
金
物
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
大
戦
終
結
後
、
金
物
市
場
は
「
大
崩
落
」
と

な
り
、
米
国
内
の
主
要
な
買
い
手
で
あ
る
「
鉄
道
管
理
局
ハ
買
上
ヲ
手
控
ヘ
タ
ル
為
メ
市
況
再
ビ
頭
重
ク
」、「
軟
弱
」
と
な
り
、
輸
出
に
関
し

て
は
「
休
戦
后
ノ
打
撃
ハ
海
外
市
場
モ
亦
不
味
沈
滞
、
買
気
立
タ
」
な
い
状
況
に
な
っ
た
と
い
う
。

（

9）
前
掲
、
三
井
物
産
シ
ア
ト
ル
出
張
員
「
考
課
状
」
一
九
一
九
年
下
期
。

（

10）
同
前
。

（

11）
前
掲
、
三
井
物
産
シ
ア
ト
ル
出
張
員
「
考
課
状
」
一
九
一
九
年
下
期
で
は
木
材
に
つ
い
て
「
此
等
買
持
品
ハ
戦
時
中
買
付
タ
ル
劣
等
品
（
優

良
品
ハ
輸
出
禁
止
セ
ラ
レ
タ
リ
）
ニ
シ
テ
又
長
ク
歳
月
ヲ
経
タ
ル
為
メ
品
傷
不
尠
又
膨
大
ナ
ル
委
托
品
ニ
圧
セ
ラ
レ
テ
市
場
引
立
タ
ズ
売
行
甚

ダ
面
白
カ
ラ
」
ざ
る
状
況
に
あ
り
、
金
物
類
は
「
戦
争
ノ
影
響
ノ
最
モ
多
キ
ナ
モ
ノ
ヽ
一
ナ
リ
シ
ナ
リ
、
輸
出
金
物
ノ
凡
テ
ハ
前
季
ヨ
リ
持
越

シ
テ
処
分
シ
タ
ル
ニ
過
」
ぎ
な
か
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

（

12）
前
掲
、
三
井
物
産
シ
ア
ト
ル
出
張
員
「
考
課
状
」
一
九
一
九
年
下
期
。

（

13）
「
米
国
各
店
打
合
会
議
録
」（
前
掲
『
横
浜
市
史
Ⅱ
』
資
料
編
六
北
米
に
お
け
る
総
合
商
社
）
二
六

�二
七
ペ

ー
ジ
。

（

14）
三
井
物
産
「
社
報
」
一
九
一
九
年
一
一
月
七
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
物
産
四
二

�一
〇
）。

（

15）
三
井
物
産
ニ

ュ
ー
ヨ

ー
ク
支
店
長
「
一
九
二

〇
年
度

油
類
引

継
ギ
ノ
中
、

R
eserv

e
ニ

就
キ
テ
」
一
九
二

五
年
一
二
月
二
九
日
（
三
井
物
産

シ
ア
ト
ル
出
張

所
長
宛
書
状
）
（
E
n
try

#
1
0
1

C
o
n
ta
in
er#

397）
。
社
外
支

払
未

済
勘

定
三
八

万
〇
七
一
八

ド
ル
の
な
か
に
七

口
の
リ

ザ
ー

ブ
（
合
計
二
三
万
四
五
五
一
ド
ル
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
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お
わ
り
に

一
九
一
七
年
九
月
に
発
覚
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
件
と
そ
の
後
の
処
理
の
暫
定
的
完
了
と
（
１
）、
一
九
一
九
年
上
期
の
シ
ア
ト
ル
店
の
蹉
跌
と

そ
の
後
の
処
理
の
完
了
を
う
け
て
、
一
九
一
九
年
一
一
月
四
日
三
井
物
産
取
締
役
会
に
懲
罰
案
が
提
出
さ
れ
て
仮
決
議
さ
れ
、
直
ち
に
三
井

合
名
会
社
の
承
認
を
受
け
て
、
一
一
月
六
日
に
懲
罰
が
な
さ
れ
た
。
懲
罰
の
対
象
者
六
名
の
う
ち
、
三
名
が
米
国
関
係
者
で
あ
る
（
２
）。

元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
長
瀬
古
孝
之
助
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

曩
ニ
紐
育
支
店
長
兼
穀
肥
部
並
金
物
部
紐
育
支
部
長
在
任
中
、
部
員
カ
専
擅
ヲ
以
テ
巨
額
ノ
豆
油
等
ヲ
売
越
シ
タ
ル
ニ
心
付
カ
ス
為
メ
ニ
之
カ
整
理

上
多
大
ノ
困
難
ヲ
惹
起
シ
延
テ
少
ナ
カ
ラ
サ
ル
損
失
ヲ
醸
成
セ
シ
メ
タ
ル
ハ
平
素
部
下
監
督
不
行
届
ノ
致
ス
所
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
又
経
伺
ノ
手
続

ヲ
為
サ
ス
シ
テ
商
品
ヲ
買
持
シ
其
結
果
多
額
ノ
損
失
ヲ
醸
成
シ
且
飛
行
機
製
造
所
ニ
対
シ
一
時
巨
額
ノ
資
金
ヲ
貸
与
固
定
セ
シ
メ
タ
ル
段
、
職
務
上

不
都
合
ニ
付
向
フ
六
ケ
月
間
月
給
額
三
分
ノ
一
宛
ノ
罰
俸
ニ
処
ス
、
爾
今
戒
飭
ヲ
加
フ
ヘ
シ

瀬
古
へ
の
懲
罰
の
理
由
は
、
第
一
に
部
下
が
巨
額
の
大
豆
油
の
売
越
を
し
た
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
し
か
も
そ
の
後
の
整
理
に
多
大
の
困
難

を
惹
起
し
、
多
額
の
損
失
を
発
生
さ
せ
た
こ
と
、
第
二
に
、
お
そ
ら
く
金
物
部
支
部
で
本
店
本
部
か
ら
の
許
可
を
取
り
付
け
ず
に
勝
手
に
商

品
を
買
持
し
、
多
額
の
損
失
を
発
生
さ
せ
た
こ
と
、
第
三
に
米
国
の
飛
行
機
製
造
所
に
対
し
て
本
店
本
部
の
許
可
を
え
ず
に
一
時
巨
額
の
貸

付
を
お
こ
な
っ
て
固
定
さ
せ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
一
に
関
し
て
付
言
す
れ
ば
、
一
九
一
七
年
下
期
頃
の
失
策
と
そ
の
た
め
に
も
た
ら
さ
れ

た
結
果
（
損
失
）
が
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
関
し
て
は
、
第

12表
に
よ
る
と
一
九
一
七
年
度
に
「
金
属
（
輸
出
）
」
す
な
わ
ち
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日
本
か
ら
の
輸
出
（
米
国
へ
の
輸
入
）
で
二
七
万
ド
ル
の
損
失
を
計
上
し
て
い
る
（
３
）。
ま
た
金
物
部
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
部
は
、
一
九
一
八
年
下

期
七
八
万
七
三
〇
三
円
、
一
九
一
九
年
上
期
六
九
万
四
一
一
五
円
、
同
下
期
一
五
万
一
九
三
〇
円
の
純
損
金
を
計
上
し
、
一
年
半
合
計
で
純

損
金
は
一
六
三
万
三
三
四
七
円
に
上
っ
て
い
る
（
４
）。

石
田
に
対
し
て
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

曩
ニ
「
シ
ア
ト
ル
」
出
張
員
在
任
中
経
伺
ノ
手
続
ヲ
為
サ
ス
シ
テ
巨
額
ノ
商
品
ヲ
買
持
シ
為
メ
ニ
少
ナ
カ
ラ
サ
ル
損
失
ヲ
醸
成
シ
タ
ル
段
、
職
務
上

不
都
合
ニ
付
向
フ
六
ケ
月
間
月
給
額
五
分
ノ
一
宛
ノ
罰
俸
ニ
処
ス
、
爾
今
戒
飭
ヲ
加
フ
ヘ
シ

石
田
に
対
す
る
懲
罰
理
由
は
、
許
可
を
え
ず
に
巨
額
の
買
持
を
お
こ
な
っ
て
多
額
の
損
失
を
発
生
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
九

一
八
年
下
期
頃
か
ら
一
九
一
九
年
上
期
ま
で
の
行
為
（
買
越
限
度
違
反
）
と
そ
の
後
に
も
た
ら
さ
れ
た
結
果
（
損
失
）
が
問
題
と
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
石
田
は
第
一
、
第
二
回
想
に
お
い
て
、
本
店
重
役
の
誤
解
が
と
け
て
、
懲
罰
を
受
け
な
か
っ
た
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
実
際
に

は
受
け
た
の
で
あ
る
。
念
の
た
め
付
け
加
え
て
お
け
ば
、
経
伺
せ
ず
に
用
船
事
業
で
船
腹
（
ス
ペ
ー
ス
）
の
大
量
買
越
を
お
こ
な
っ
た
こ
と

や
、
用
船
利
益
か
ら
三
四
〇
万
ド
ル
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
に
贈
与
し
た
こ
と
が
理
由
と
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
長
永
島
雄
治
に
対
し
て
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

曩
ニ
「
シ
ア
ト
ル
」
出
張
員
ニ
於
テ
経
伺
ノ
手
続
ヲ
為
サ
ス
シ
テ
巨
額
ノ
商
品
ヲ
買
持
シ
為
メ
ニ
少
ナ
カ
ラ
サ
ル
損
失
ヲ
醸
成
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ハ

所
轄
店
長
ト
シ
テ
監
督
不
行
届
ニ
付
向
フ
二
ケ
月
間
月
給
額
十
分
ノ
一
宛
ノ
罰
俸
ニ
処
ス
、
爾
今
戒
飭
ヲ
加
フ
ヘ
シ
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永
島
に
対
す
る
懲
罰
理
由
は
、
所
轄
の
シ
ア
ト
ル
出
張
員
の
行
為
に
対
す
る
監
督
が
不
行
届
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
永
島
は
懲
罰
後
ま

も
な
い
一
七
日
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
長
を
解
任
さ
れ
た
。

つ
ぎ
に
最
初
に
設
定
し
た
課
題
に
即
し
て
結
論
を
記
す
。

第
一
の
課
題
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
で
の
見
込
商
売
失
敗
に
よ
る
巨
額
の
損
失
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
件
）
は
い
つ
発
覚
し
た
か
、
事
件

は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
発
生
し
た
の
か
、
損
失
の
総
額
は
ど
の
く
ら
い
か
で
あ
っ
た
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
件
が
発
覚
し
た
の
は
、
一

九
一
七
年
九
月
、
す
な
わ
ち
一
九
一
七
年
下
期
で
あ
っ
た
。
輸
入
雑
貨
掛
主
任
の
手
島
貞
隆
が
大
豆
油
市
況
の
先
行
き
を
見
誤
っ
て
（
価
格

の
下
落
を
予
想
）、
本
店
本
部
の
許
可
を
得
ず
、
支
店
長
に
も
諮
ら
ず
に
独
断
で
大
豆
油
の
売
越
を
行
い
、
し
か
も
実
物
取
引
だ
け
で
な
く
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
農
産
品
取
引
所
を
利
用
し
て
定
期
取
引
（
清
算
取
引
）
を
大
量
に
お
こ
な
っ
た
た
め
、
損
失
額
が
膨
張
し
た
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
規
則
違
反
の
売
越
と
そ
の
失
敗
に
よ
る
損
失
の
発
生
は
前
任
者
の
高
木
舜
三
の
時
か
ら
と
推
測
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
豆
油

を
中
心
と
す
る
植
物
油
取
引
の
純
損
金
は
、
過
少
に
見
積
っ
て
も
一
四
五
七
万
二
九
九
五
ド
ル
（
二
九
七
四
万
円
）
に
達
し
た
。

第
二
の
課
題
は
、
シ
ア
ト
ル
店
が
用
船
事
業
で
あ
げ
た
利
益
は
ど
の
く
ら
い
で
あ
っ
た
の
か
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の
失
策
を
ど
の
よ
う

に
シ
ア
ト
ル
店
は
カ
バ
ー
し
た
の
か
で
あ
る
。
シ
ア
ト
ル
店
の
一
九
一
六
年
下
期
か
ら
一
九
一
八
年
下
期
ま
で
の
二
年
半
で
の
用
船
事
業
の

総
益
金
は
五
四
五
万
二
四
〇
九
ド
ル
（
一
〇
六
九
万
円
）
で
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
件
発
覚
直
後
に
シ
ア
ト
ル
店
は
買
持
し
て
い
た
大

豆
油
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
へ
融
通
し
て
、
実
物
売
越
の
穴
を
埋
め
る
と
と
も
に
、
お
そ
ら
く
用
船
事
業
の
総
益
金
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

支
店
へ
贈
与
を
お
こ
な
っ
た
。
贈
与
額
は
三
四
〇
万
ド
ル
（
六
六
〇
万
円
）
も
の
巨
額
で
あ
っ
た
。
こ
の
贈
与
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支

店
の
大
豆
油
損
失
の
一
部
が
補

�さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の
未
決
済
の
大
豆
油
取
引
を
す
べ
て
引
き
受
け
た
。
つ

ま
り
、
本
来
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
で
生
じ
る
は
ず
の
損
失
を
シ
ア
ト
ル
店
が
引
き
受
け
た
の
で
あ
る
。

第
三
の
課
題
は
、
そ
の
後
に
シ
ア
ト
ル
店
は
ど
の
よ
う
に
見
込
商
売
で
失
敗
し
た
の
か
、
失
敗
に
よ
り
発
生
し
た
損
失
は
ど
の
く
ら
い
だ
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っ
た
の
か
で
あ
る
。
シ
ア
ト
ル
店
は
一
九
一
八
年
一
一
月
の
第
一
次
大
戦
終
結
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
植
物
油
に
対
す
る
需
要
が
急
増
す
る
と

予
測
し
、
強
気
方
針
（
買
越
）
で
臨
ん
だ
。
す
な
わ
ち
シ
ア
ト
ル
店
は
許
可
限
度
額
を
大
幅
に
超
過
（
違
反
）
し
て
大
豆
油
や
コ
コ
ナ
ッ
ツ

油
な
ど
の
買
持
を
お
こ
な
っ
た
。
し
か
し
、
予
測
に
反
し
て
植
物
油
の
価
格
は
下
落
し
、
穀
肥
部
関
係
で
一
九
一
九
年
上
期
に
三
六
八
万
円

の
純
損
金
を
計
上
し
た
。
用
船
事
業
で
も
、
一
九
一
九
年
上
期
に
三
二
四
万
六
千
円
も
の
純
損
金
を
計
上
し
、
つ
い
で
下
期
も
二
六
九
万
五

千
円
の
純
損
金
と
な
っ
た
。
他
の
損
益
も
合
わ
せ
る
と
、
シ
ア
ト
ル
店
全
体
の
純
損
金
は
一
九
一
九
年
上
期
四
四
〇
万
〇
六
六
一
ド
ル

（
「
公
表
」
純
損
金
三
四
〇
万
〇
六
六
一
ド
ル
に
補

�金
一
〇
〇
万
ド
ル
を
加
算
）
、
下
期
二
二
三
万
五
一
九
二
ド
ル
に
達
し
た
。
こ
の
よ
う

に
シ
ア
ト
ル
店
は
見
込
商
売
に
失
敗
し
て
巨
額
の
損
失
を
被
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
第
一
大
戦
終
了
前
の
シ
ア
ト
ル
店
の
用
船
勘
定
で
の
総
益
金
と
終
了
後
の
シ
ア
ト
ル
店
の
総
損
金
を
比
較
し
よ
う
。
一
九
一
六

年
下
期
か
ら
一
九
一
八
年
度
の
用
船
勘
定
の
総
益
金
は
五
四
五
万
二
四
〇
九
ド
ル
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
一
九
一
九
年
度
の
店
全
体
の

損
失
は
、
「
公
表
」
分
五
三
九
万
四
七
八
三
ド
ル
に
本
店
か
ら
の
補

�分
一
〇
〇
万
ド
ル
を
加
え
た
六
三
九
万
四
七
八
三
ド
ル
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
一
九
一
九
年
度
に
シ
ア
ト
ル
店
は
、
二
年
半
に
あ
げ
た
用
船
勘
定
の
利
益
に
相
当
す
る
額
を
失
っ
た
だ
け
で
な
く
、
こ
の
額
を
約

一
〇
〇
万
ド
ル
も
上
回
る
巨
額
の
損
失
を
発
生
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。

（

1）
の
ち
に
、
三
井
物
産
が
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
税
務
当
局
に
よ
る
帳
簿
検
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
三
井
物
産
は
損
益
を
確
定
す
る
作
業
を
再
度

開
始
す
る
た
め
、
一
九
一
九
年
段
階
で
は
暫
定
的
に
完
了
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（

2）
三
井
物
産
「
取
締
役
会
議
事
録
」
一
九
一
九
年
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

物
産
一
九
二
）
、
前
掲
、
三
井
物
産
「
社
報
」
一
九
一
九
年
一
一

月
七
日
。
他
の
三
名
は
、
高
野
省
三
（
元
京
城
支
店
長
、
罰
俸
）、
中
島
清
一
郎
（
元
漢
口
支
店
長
、
罰
俸
）、
菅
野
与
惣
治
（
元
天
津
支
店
長
、

譴
責
）
で
あ
る
。

三井物産ニューヨーク事件とシアトル店の用船利益（鈴木）
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（

3）
本
文
に
示
し
た
よ
う
に
、
一
九
一
七
年
度
の
日
本
か
ら
米
国
へ
の
輸
入
品
は
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
・
銅
・
亜
鉛
末
な
ど
で
あ
る
。

（
4）

三
井
物
産
金
物
部
総
務
掛
「
金
物
部
損
益
三
期
比
較
表
」
一
九
一
八
年
下
期
～
一
九
一
九
年
下
期
（
E
n
try

#
63

C
o
n
ta
in
er#

10）。

［
本
稿
は
、
科
学
研
究
費

基
盤
研
究
（
ｃ
）
研
究
課
題
「
総
合
商
社
の
構
造
比
較
と
競
争
優
位
に
関
す
る
研
究

�三
井
物
産
・
三
菱
商
事
を
中

心
に

�」（
研
究
代
表
者
鈴
木
邦
夫
、
研
究
分
担
者
大
石
直
樹
、
研
究
期
間
平
成
二
五
年
度
～
二
七
年
度
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。］
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